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On the Occasion of the First Issue of Siren 

The color of fresh green verdure is getting deeper day by day. At this time, the Chiba City 

Museum of Art has reached the stage of publishing a research bulletin, to be called Siren, mean­

ing "gathering lotuses'in Japanese. This bulletin will be published annually, and it will fea­

ture primarily scholarly articles and commentaries by the museum's curatorial staff. The con­

tents will include: 

Articles about artworks on display, reports on special lectures, symposia, etc. associated 

with the museum's special exhibitions 

Articles focusing on artworks in the permanent collection 

Articles featuring research related to exhibitions in preparation 

Articles on other independent topics 

We hope that this bulletin will provide an opportunity for the curators to freely present 

the results of their current research, along with their forward-looking, innovative ideas and 

critical ways of thinking. We have no preconception of what form it will take and invite readers 

to offer their thoughts and suggestions. In addition, I look forward to the participation of other 

scholars as well as contributions from curators at other museums. 

Since seeds of ancient lotuses were excavated from the land of present-day Chiba city, the 

lotus was chosen as the city's flower. The bulletin's name Siren (Gathering Lotuses) is also 

linked with the half woman, half bird Greek sea goddess, Siren, who lured sailors with her 

beautiful voice. It is our hope that the contents of this publication will live up to its enchanting 

name 

い
ず
れ
に
せ
よ 、

当
館
学
芸
員
の
H
ご
ろ
の
研
鑽
の
成
果
が
追
憾
な
く
発
揮
さ
れ
た 、

未
来
を
展
望
す

る
す
ぐ
れ
た
祈
想
と
豊
富
な
問
題
窓
臨
に
よ
る
論
考
が
期
待
さ
れ
ま
す
が 、

果
た
し
て
い
か
が
相
成
り
ま

す
か 。

諸
腎
の
述
慮
な
い
御
叱
正
を
御
待
ち
い
た
し
て
お
り
ま
す 。

な
お 、

日
ご
ろ
当
館
の
運
営
に
御
協

力
を
い
た
だ
い
て
い
る
諸
先
生
方
や 、

他
館
の
学
芸
員
諸
兄
か
ら
の
窓
欲
的
な
御
寄
稿
も 、

こ
れ
に
あ
わ

せ
て
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す 。

千
葉
市
は
大
質
ハ
ス
の
発
掘
さ
れ
た
土
地
で
も
あ
り 、

市
の
花
と
し
て
蓮
が
選
ば
れ
て
お
り
ま
す 。

「
採
蓮」
は
美
し
い
声
で
船
乗
り
を
誘
惑
す
る
ギ
リ
シ
ャ
の
半
女
半
島
の
海
の
精
セ
イ
レ
ン
(

S
iren)
に
も

通
じ
ま
す 。

そ
の
名
に
そ
ぐ
う
魅
惑
的
な
内
容
の
出
版
物
と
な
る
の
が
私
ど
も
の
夢
で
す 。

そ
の
他
自
由
な
辿
目
に
よ
る
も
の

・
今
後
の
展
究
会
の
企
画
準
備
な
ど
に
関
す
る
研
究

当
館
収
蔵
の
作
品
に
関
す
る
研
究

若
葉
の
緑
の
色
づ
き
が 、

日
々
に
増
す
こ
の
ご
ろ
で
す 。

さ
て 、

私
ど
も
千
葉
市
美
術
館
で
は 、

こ
の
た
び 、

研
究
紀
要
誌『
採
蓮』
を
発
刊
す
る
は
こ
ぴ
と
な
り
ま

し
た 。ウ

ム
等
の
報
告

ぶ
採
蓮
lb

発
刊
の
こ
と
ば

Tsuji Nobuo 
Director, 
Chiba City Museum of Art 

千
葉
市
美
術
館
館
長

当
館
の
学
芸
員
の
論
文
や
解
説
を
中
心
に 、

年一
回
の
割
で
編
集
発
行
さ
れ
る
予
定
で
す 。

内
容
は
次
の
よ
う
な
も
の
か
ら
な
り
ま
す 。

・
当
館
の
特
別
展
観
に
ち
な
ん
だ
も
の

ーー
展
示
作
品
に
つ
い
て
の
研
究 、

特
別
講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ

辻

惟
雄
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印
京
の
中
に
も
北
斎
が
使
用
し
た
も
の
は
あ
る
と
思
わ
れ
る。

も
の
で
は
な
い
。

も
と
よ
り、

界ノ
察
の
対
象
に
な
っ
て
い
な
い

な
形
で
紹
介
し
た
も
の
を
加
え
て
ま
と
め
た
も
の
で
完
全
な

肉
第
画
の
真
腹
は、

作
品
そ
の
も
の
及
び
そ
れ
に
伴
う
梢

報
を
第
一

と
す
べ
き
で
あ
る
が、

署
名
及
び
印
窄
も
重
要
な

梢
報
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

北
斎
は、

日
身
の

肉
叩
両
に
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
印
ぷ
を
用
い
て
い
る。

そ
れ

ら
は、

作
品
の
真
府
を
判
断
す
る
煎
要
な
涅
を
に
ぎ
っ
て
い

る
ば
か
り
で
な
く、

そ
の
作
品
の
作
画
年
代
を
研
究
す
る
う

え
に
も
欠
か
せ
な
い

要
素
と
な
っ
て
い
る。

印
店
の
研
究
は

肉
筆
画
で
は
基
礎
的
研
究
で
あ
り、

今
ま
で
に
も
作
品
に
即

し
て
い
ろ
い
ろ
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
が、

一

っ
―

つ
の
印
京

に
つ
い
て、

そ
の
印
店
の
捺
さ
れ
て
い
る
作
品
を
群
と
し
て

捉
え、

芳
察
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
少
な
い
と
思
う。

今
圃、

北
斎
が
用
い
た
で
あ
ろ
う
印
翫
の
う
ち、

十
五
の

印
衣
と
―

つ
の
花
押
を
取
リ
ヒ
げ、

そ
の
作
例
を
ポ
し、

そ

の
使
用
時
期
等
に
つ
い
て
杓
干
の
芍
察
を
す
る
も
の
で
あ
る。

こ
の
名
察
は、

g11
兄
の
も
の
を
中
心
に、

諸
氏
か
さ
ま
ざ
ま

一
、

は
じ
め
に

北
斎
の
肉
筆
画
の
印
章
に
つ
い
て

絹
本
著
色

羽
名
「
北
釈
宗
岬
画」

東�

フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵

紙

本
苫
色

ネ
ア
ポ
リ
ス
美
術
館
蔵

署
名
「
北

店
宗
理
戯

圃」

使
用
例
が
多
く、

か
つ
使
用
時
期
が
長
期
に
亙
る
も
の
は、

で
き
る
だ
け
年
代
順
に
な
る
よ
う
心
が
け
た
が、

も
と
よ
り

大
雑
把
な
も
の
で
あ
る。

1
「
蚊
転
と
共
人
」

絹
本
著
色

『
大
北
斎
展』
図
録（
平
成
五
年）
所
載

2
「
花
魁
追
中
図」

森
羅
亭
賛

3
r
遊
女
図」

4
「
趙
立
図」

古小
国
立
博
物
舘
蔵

同
種
の
印
を
有
す
る
摺
物
に
「
楼
上
子
規
を
聞
く
遊
女
た
ち」

（
人
奉
Itn
仝
紙
判

署
名
ぶ
ホ
理
画」

チ
ェ
ス
タ
ー・
ピ
ー
テ

ィ
・
ラ
イ
プ
ラ
リ
ー
蔵）
が
あ
る。

こ
の
括
物
に
載
る
狂
歌
は、

皆
十
規
を
詠
ん
で
お
リ、

五
月
頃
に
制
作
版
行
さ
れ
た
も
の

で
あ
る。

な
か
に、

文
楼（
吉
原
の
遊
女
吊、

大
文
字
屋）
の

紙
本
淡
彩

署
名
「
北
齋
宗
理
圃」

(

1

)

白
文
方
印
「
完
知」

署
名「
北
齋
宗
理
訓」

二、

北
斎
が
使
用
し
た
と
思
わ
れ
る
印
沼
と
そ
の
作
例

浅
野
秀
剛

本
稿
は、
一
JL
JL
四
年
h
月
に
ヴェ
ネ
チ
ア
大
学
で
削
催
さ
れ
た
国
際
会
議

「
北
斎
と
そ
の
時
代」
に
お
け
る
11
頭
発
表
の
内
容
に
補
濱
し
た
も
の
で
あ
る。

そ
の
時
か
ら
三
年
近
い
年
月
が
経
過
し
て
い
る
関
係
で、
そ
の
後
に
発
表
し
た
拙

稿「
北
斎
肉
筆
両
に
お
け
る「
組
毛
蛇
足」
印
時
代」
(

r

肉
箪
浮
泄
絵
大
観』

2

東
求
国
立
栂
物
館
11、
-
JL
JL
九
年
一

月）
の
ほ
か、
講
談
社
発
行
の

『
秘
蔵
□
本
美
術
大
観f
及
ぴ『
肉
平
浮
世
絵
大
観』
の
作
品
解
説
と
一

部
の

内
容
が
重
複
す
る
こ
と
を
お
断
わ
リ
し
て
お
き
た
い。

本
稿
を
成
す
に
当
り、
調
査
に
ご
協
h
卜
さっ
た
機
関・
個
人、
そ
し
て
図
版

の
掲
載
を
ご
許
可
下
さっ
た
機
関・
個
人
に
対
し、
心
よ
り
感
謝
rjl
し
上
げ
る。

13 



·．”l

に
分
け
る
こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う。

す
な
わ
ち、

全
き
円
の

も
の、

右
下
部
と
左
上
部
が
わ
ず
か
に
欠
け
て
い
る
も
の、

更

グ
ル
ー
プ
で
あ
る
（
こ
の
印
京
の
欠
損
に
つ
い
て
は
永
田
生
慈

氏
が

r

古
美
術」
91
号
で
言
及
し
て
い
る）
。

た
だ
し、

第
三
の

グ
ル
ー。
フ
に
屈
す
る
印
は
右
下
部
と
左
上
部
の
欠
損
が
ほ
と

ん
ど
日
立
た
な
く
な
る。

前
記
リ
ス
ト
で
い
え
ば、

最
初
の

二
作
品
が
第
一
、

「
三
芙
人
図」
ま
で
が
第
二、

「
大
仏
詣
図」

以
降
が
第一ー一
の
グ
ル
ー
プ
で
あ
る。

円
印
の
外
周
部
は、

北

斎
宗
理
浴
款
使
用
の
最
後
の
年
に
あ
た
る
寛
政
卜
年
に
は
単

く
も
わ
ず
か
に
ニ
カ
所
欠
損
し
た
こ
と
が
わ
か
る。

4
の
ギ

メ
美
術
館
蔵
品
の
署
名
が
「
宗
理
改
北
齋
席
画」
と
な
っ
て
い

る
が、

こ
の
料
名
は、

究
政
十
年
秋
か
ら
翌
十
一

年
の
前
半

ぐ
ら
い
の
約
一

年
間
に
使
用
し
た
も
の
で
あ
る。

ま
た、

9

10
11
を
三
輻
対
と
考
え
る
と、

11
に
朱
楽
菅
江
の
賛
が
入
っ

て
い
る
の
が
注
H
さ
れ
る。

菅
江
は、
西
兄
政
十
年
十
二
月
十

二
日、

六
ト
一

歳
で
没
し
て
い
る
の
で、

そ
れ
以
前
の
杵
賛

と
い
う
こ
と
に
な
る。

署
名
が
「
北
俗
画」
で
あ
る
こ
と
を
考

え
合
わ
せ
る
と、

寛
政
十
年
の
作
画
と
限
定
し
て
よ
い
。

更

に
作
画
期
を
絞
れ
る
も
の
に
12

が
あ
る。

こ
の
作
品
に
は一―­

輻
と
も
菅
江
の
賛
が
あ
る。

中
幅
は、

御
殿
女
中
を
描
い
た

も
の
で
あ
る
が、

上
部
に
市
村
座
の
櫓
紋
が
入
っ
て
い
る
の

で
あ
る。

党
政
期、

市
村
座
は
伯
財
の
た
め
興
行
が
立
ち
行

か
な
く
な
り、

寛
政
五
年
冬
の
頻
見
世
か
ら
五
年
間、

桐
座

が
替
わ
っ
て
興
行
し
た。

市
村
座
の
再
典
は
党
政
十
年
十
一

に
円
の
上
方
向
か
っ
て
や
や
右
側
が
欠
け
て
い
る
も
の
の

6
「
鰈
と
海
老
図」

紙
本
著
色

署
名
「
北
壺
画」

「
北
齋
画」

5
「
柿
本
人
麻
呂
図」

絹
本
著
色

画」

便
々
館
湖
鯉
鮒
賛

署
名
「
両
狂
人
北
齋

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
東
洋
美
術
館
蔵

l
「
瑞
租
図」

2
「
糸
紡
ぎ
図」

3
「
張
良
図」

奈
良
県
立
美
術
館
蔵

畢
田
区
蔵

4
「
ほ
と
と
ぎ
す
を
聞
く
遊
君
図」

紙
本
淡
彩

署
名

絹
木
杵
色

丹
俗
辰
路
應
布
北
齋
辰
政
画」
署
名
「
寛
政
十
戊
午
歳
111
秋

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
蔵

絹
本
柑
色

署
名
「
北
岱
宗
理

画」

葉
蔀
渓
賛

紙
本
著
色

3)

上
朱
下
白
文
方
形
連
印
「
辰
政」

署
名
「
北
齋
宗
理
画」

t
"
 
中

7
「
棺
持
奴
図」

紙
本
淡
彩

署
名「
北
齋
画」

あ
り

紙
本
淡
彩

署
名
「
北
啜
画」

麻
布
美
術
t
芸
飴
寄
託

は
詳
細
な
報
告
を
侯
ち
た
い
。

幅
対

3
「
貨
石
公
と
張
良
図」

署
名
「
榮
齋
宗
州

絹
本
杵
色

署
名
「
画
狂
人
北

稲
葉
堆
渓
終

署
名
「
北
壺
宗
理
画」

紙
本
淡
彩

署
名
「
北
齋
宗
理
画」

R
本
浮
世
絵
博
物
館
蔵

紙
本
淡
彩

應
術
北
壺
宗
理
画」

H
本
浮
世
絵
博
物
館
蔵

4
「
鹿
島
の
事
触
れ・
茶
苑
売
り・
老
武
士
」

絹
本
累
画

淡
彩

署
名
「
宗
理
改
北
齋
席
画」

ギ
メ
美
術
館
蔵

5
「
く
つ
ろ
ぐ
芸
妓
図」

紙
本
淡
彩

署
名「
北
齋
画」

白
井
坊
賛

麻
布
芙
術
丁
芸
館
寄
託

6
「
小
野
小
町
図」

定
で
き
る。

日
本
浮
泄
絵
博
物
館
蔵

15
「
柳
下
傘
持
美
人
図」

齋
画」

署
名「
画
狂
人

北
斎
館
蔵

16
「
H
月
龍
図」

紙
本
蒋
色

北
俗」

那
須
ロ
イ
ヤ
ル
美
術
館
蔵

以
t
の
ほ
か
に、

「
雑
画
巻」
（
一

巻
十
二
図、

署
名
「
北
岱

辰
政
画」）
の
存
在
が
報
告
さ
れ
て
い
る
が、

こ
れ
に
つ
い
て

全
図
に
つ
い
て
作
品
を
精
森
し
た
わ
け
で
は
な
い
が、

こ

れ
ら
を、

円
印
の
外
周
部
の
欠
損
具
合
で―
二
つ
の
グ
ル
ー
プ

月。

北
斎
は、

再
典
の
市
村
座
の
櫓
紋
を
描
き
込
ん
だ
こ
と

に
な
る
わ
け
で、

作
画
し
た
の
は
同
年
の
十
一

月
前
後
と
考

14
は
賛
の
「
七
十
老
文
米
惹」
の
記
述
よ
り、

宜子
和
二
年（
一

八
0
二）
杵
賛、

作
画
も
そ
の
直
前
と
考
え
て
同
年
と
思
わ
れ

る（
註
1)。

し
た
が
っ
て、

寛
政
十
年
荘
か
ら
半
和
二
年
の
間

に
上
方
部
が
欠
け、

第
三
グ
ル
ー。
フ
に
移
行
し
た
も
の
と
結

論
づ
け
ら
れ
る。

北
斎
が
「
北
齋
宗
理
」
と
署
名
す
る
の
は
寛

政
八
年
か
ら
で
あ
り、

「
画
狂
人
北
齋
」
が
半
和
期
に
頻
用
さ

れ
た
の
を
考
え
合
わ
せ
る
と、

朱
文
円
印

r

辰
政
」
の
使
用
年

代
は、

現
段
階
で
は
党
政
八、

九
年
頃
か
ら
辛
和
頃
と
い
う

こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う。

2
「
馬
上
嬰
夫
図」

14
「{"m
滋
図」

絹
本
淡
彩

署
名
「
北
齋
画」

文
米
庵

l
「
夜
牒
図」

紙
本
淡
彩

南
畝
賛

(
2)

朱
文
円
印「
辰
政」

13
「
大
仏
詣
図」

紙
本
淡
彩

画」

太
m

記
念
芙
術
餡
蔵

署
名
「
北
壺
画」

見
え
る
の
で
北
斎
を
名
の
る
以
前
の
宗
理
期
か
ら
使
用
し
て

い
る
可
能
性
が
大
き
い
。
「
北
齋
宗
理」
の
署
名
と
共
に
用
い

て
い
る
の
で
寛
政
八
ー
十
年（
一

七
九
六
—
九
八）
頃
と
い
う

こ
と
に
な
る。

11
「
大
原
女
図」

菅
江
賛

12
「
三
芙
人
図」

紙
本
淡
彩

紙
本
淡
彩

署
名
「
北
壺
画」

南
畝
賛

遊
女、
「
ひ
と
も
と
」
「
も
と
つ
え
」
「
誰
柚
」
も
狂
歌
を
寄
せ
て

い
る。

三
人
が
吉
原
細
兄
に、

同
時
に
載
る
の
は、
9
兄
政
八

年
春
か
ら
党
政
十
年
春
の
間
で
あ
る
の
で、

寛
政
八
年
か
JL

年
の
夏
に
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る。

春
朗
期
の
肉
惰
画
が
ほ
と
ん
ど
伝
わ
ら
な
い
現
在、

こ
の

印
章
を
打
す
る
一

群
は、

北
斎
の
最
も
早
い
肉
箱
作
品
と
考

え
ら
れ
る。

四
例
と
も
か
な
り
印
が
磨
耗
し
て
い
る
よ
う
に

紙
本
淡
彩

8
「
布
袋
図
」

署
名
「
北
壺
画」

ス
ト
ン
美
術
館
蔵
（
S
ol
o
m
o
n
F
a
mil
y
 C
o
ll
ect1
0
n)

（
図
ー、

2)

9
「
人
原
女
図」

10
「
柳
に
牛
図」

紙
本
淡
彩

樅
洲
穀（
氷
田
氏
は
次
の
二
図
と
合
わ
せ
て
三
輻
対
の

可
能
性
が
高
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る。
）

料
名
「
北
齊
両」

朱
楽
行
江
賛

紙
本
淡
彩

大
田

二
幅
対

署
名
「
北
齋

署
名
「
北
齋
画
」

朱
楽

大
田

唐
衣

ヒ
ュ

ー

,l,

 

図
2

北、
合
よ

図
1

`
‘
ご
‘
.
`

―
疇

ー
／／
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浅
卒
庵
賛

11
「
腕
相
撲
図」

斗」

浅
印
庵
賛

こ
の
小
印
は、

太
田
記
念
美
術
館
蔵

風
流
勧
化
紙
の
中
の
，
図
以
外
は、

す

紙
本
汗
色

扇
血

料
名「
北
俗
妓

浅
収
庵
賛

10
「
筍
図」

紙
本
行
色

扇
血

冴
名「
北
俗
妓
斗」

‘、
」

9
「
芋
図」

紙
本
著
色

扇
而

判
名「
北
齋
妓
斗」

8
「
紡
賊
に
Ill
椒」

浅
が
庵
賛
紙
本
竹
色

扇
而

署
名「
北
齋
栽

蔵

6
「
布
袋
図」

（
図
5、
6)

一
例
し
か
報
告
さ
れ
て
い
な
い
が、
「
ド
厄
弾
琴
図」
は
ボ

要
な
作
品
で
あ
り、

し
た
が
っ
て
こ
の
印
も
き
ち
ん
と
界J
寮

さ
れ
る
ぺ
き
印
で
あ
る。

同
種
の
印
を
布
す
る
柑
物
にr
三
匹

の
屯
図」（
色
紙
判

冴
名「
北
岱
辰
政
叫」

＆
飾
北
点
必
術

館
蔵）
が
あ
る。
「心ホ
理
ぬ
し
の
改
名
に
北
辰
の
光
リ
い
よ

／＼

ま
し
な
ん
巾
を

在
む
化
こ
や
衆
生
の
も
て
は
や
し

友
人

作
沢
辿」
と
品
さ
れ
て
お
リ、
5兄
政
卜
年
に
宗
理＂ゲ
を
壌
っ
た

折
の
改
名
摺
物
と
かJ
え
ら
れ
て
い
る一
媒
で
あ
る（
註
3)。

圃

種
の
印
を
打
す
る
柑
物
が
も
う一
図
あ
る。
「
漁
師
と
釣
人
図」

（
大
奉
占
全
紙
判

冴
名「
北
俗
宗
理
画」

銀
座
東
京
t
哭

党
政
卜
年
の
柑
物
帖
中
の

ご図）（
図
7、
8
)

で
あ
る。

桜

図
6

苓9
1

怜

rふ
ダ
�
恒
蔽

ャ

岱
布」

ポ
ス
ト
ン
必
術
館
蔵

t·
 
勺
＇
」

7
「
月
殴
焼
仏
図」

紙
本
淡
彩

扇
面

冴
名「
硲
飾
北

紙
本
淡
彩

扇
而

冴
名「
葛
飾
北
俗

画」 式
亭
三
馬
賛

5
「

111
水
画」

紙
本
杵
色

扇
血

冴
名「
渇
流
北
齋

放
船（
も
と
こ
曲一
災

梨
田
区
蔵

(

5

)

白
文
方
印「
師
造
化」

1「
E
厄
弾
琴＇
図」

紙
本
杵
色

屏
風）

署
名「
北
齋
宗
理
画」

必
苔
と
思
わ
れ
る
林

忠
正
の
品
話
に「心兄
政
卜
年
戊
午
朴
↑

卜
時
北
必
三

ト
八
歳
也」
と
あ
る
と
い
う

麻
布
美
術
じ
公
館
寄
託

匝
物
館
蔵

4
「
雄
雉
f
図」

紙
本
淡
彩

扇
面

冴
名「
北
俗
圃」

は
間
迫
い
な
い。

七、

八
年
頃
で
あ
る
か
ら、

そ
の
頃
ま
で
は
使
川
し
た
こ
と

さ
れ
て
い
る。

北
斎
が
祓
斗＂
グ

を
111
い
始
め
る
の
は、

文
化

曲＇」

い
る
作
品
で
あ
る（
註
2)。
8
ー
］
よ
l
(
 
「
北
姻
栽
斗」
と
呼
名

2
「
化
魁
図」

扇
雁

ま
た、

3
は
文
化
JC
年
し、

八
JI
頃
の
作
圃
と

K点叫
さ
れ
て

館
蔵

二
年
反
で
あ
る
か
ら、

北
斎
の
作
画
も
同一
年
と
田心
わ
れ
る。

俗」
「
庚
中
以
n」
の
K
Ill
南
畝
賛

太
田
品
念
又
術

比
較
圃
定
が
難
し
い
印
代
で
あ
る。
1
の
行
賛
は、

寛
政
ト

]
「
富
じ
図」

紙
本
忠
圃

扇
lui

署
名「
圃
狂
人
北

べ
て
扇
佃
図
に
使
川
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る。

小
さ
い
勾、

岱
憎」

太
田
記
念
美
術
館
蔵

(

4

)

朱
文
方
形
連
印「
辰
政」

N
」

19
「
猪
11
と
ほ
お
ず
き」

紙
本
竹
色

扇
血

署
名「
北

太
川
記
念
美
術
館
蔵

化
ト
一
年
頃
ま
で
使
川
し
た
も
の
と
かJ
え
ら
れ
る。

lfi
r
箱
に
椅
る
美
人」

＂

 

"rJ
 

東
成
国
立
圃
物
館
蔵

17
「
兄
立
文
殊
苫
社」

店
北
俗」

18
「
物
想
う
美
人」

山
東
京
伝
賛

3
「
Jj
栽
図」

紙
木
行
色

紙
本
淡
彩

署
名「
圃
狂
人
北
俗

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
東
洋
美
術
館
蔵

紙
本
淡
彩

料
名「
画
狂
人
北
舟
圃」

r
風
流
勧
化
似
L

に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の

江
戸
束
ぶ

紙
本
苫
色
一
屈
面

署
名「
北
俗

北
斎
は
こ
の
印
を
二
代
北
斎
に「
北
斎
辰
政」
号
を
譲
る
文

図
4

較
的
吊
期
の
も
の
で
あ
ろ
う。

紙
本
苫
色

扇
面

署
名「
不
染

政
トー
ー
十
二
年
頃
と
比
定
さ
れ
る「
見
立
文
殊
苦
歯」
も
比

tぷ
令

み

／

扇．
血

評
名「
北
俗

は、

こ
の
柑
物
と
ほ
ぽ
同
じ
頃
の
作
品
で
あ
ろ
う‘
●兄
政
ト

年
中
秋
の
年
紀
を
持
つ「
叫
且
図」
が
そ
れ
に
次
い
で
＂卜
い。

宵｛

蜀
111
人
の
終
あ
り

の
う
ち＂取
も
吊
期
と
推
走
さ
れ
る「
瑞
也
図」
と「
糸
紡
ぎ
図」

図
3

15
r
茶
苑
必
り」

紙
本
行
色

扇
血

冴
名「
北
舟
↑」

印
は
本
図
と
伺
形
の「
辰
政」
印
で
あ
る。

前
記
の
肉
惰
圃
群

●,
9
．

 

氏
家
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

几
年
秋
の
年
紀
が
あ
る。

北
斎
の
署
名
は「
北
密
宗
理
圃」

4
「

K^
こ．ヒ‘

l
、
ii
（
祉」

紙
本
竹
色

扇
面

料
名「
北
侶
冷」

題
に
し
た
ぶ
句
を
比
め
た
大
伶
It"
令
紙
判
の
柑
物
で`

宵9

政

13
「
菊
図」

紙
本
著
色

署
名「
北
俗
画」

館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る。

万
中
庵
完
米
社
中
に
よ
る
月
を、
F1

ロ
絵
参
照）

12
「
道
成
寺
図」

紙
本
苫
色

抒
名「
北
岱
画」
（
カ
ラ
ー

こ
の
印
の
使
川
開
始
期
を
芍
察
す

る
う
え
で
注
11
す
ぺ
き
枡
物「
r‘

萩、

雀」
が
シ
カ
ゴ
美
術

肉
↑
画
で
は
な
い
が

千
葉
市
美
術
館
成

遥
う。

11
「
茄
f．
乍・
赤
と
ん
ぼ」

紙
本
杵
色

冴
名「
北
岱」

川
し
た
た
め、

党
政
期
と
文
化
中
期
で
は
窮
耗
炭
が
か
な
り

市
美
術
館
Ii
（
図
3、
4

「
亀
毛
蛇
足」
印
に
次
い
で
f
要
な
も
の
で
あ
る。
長
期
間
使

10
「
梅
柑
図」

紙
本
堪
両
淡
彩

冴
名「
北
俗」

千
虻

（

：八
0
四
ー
：
ハ）
削
中
期
の
北
点
の
肉
↑
両
をi四
る
と
き、

芙
術
飽
蔵

ら
れ
た
も
の
で
あ
り

享
和(-
八
0
1

0
四）
か
ら
文
化

9
「
鮒
図」

紙
本
琳
血
淡
彩

冴
名「
北
俗」

千
菜
di

こ
の「
辰
政」
の
印
は、

北
斎
期
の
小
品
に＂取
も
多
く
川
い

雄
賛

北
点
館
蔵

8
「
万
歳
図」

紙
本
淡
彩

署
名「
北
齋
圃」

深
川
長

21
「
猿
曳
凶」

t
1
 1」

7
「しIL
膝
の
必
人
図」

紙
本�行
色

呼
名「
北
岱
圃」

メ
災
術
館
蔵

布
美
術
工
芸
館
寄
託

20
「
海
老
図
L

紙
本
符
色

紙
本
苫
色

扇
而

署
名「
硲
飾
北
齋

屈
面

署
名「
北
岱」

ギ

マヽ
·
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2
「

福
助
図」

大
田
南
畝
賛

真
頻
賛

葛
飾
北
斎
美
術
館
蔵

紙
本
淡
彩

署
名「
画
狂
人
北
殆
画」

紙
本
淡
彩

署
名「
画
狂
人
北
齋
画」

こ
と
は
妥
当
と
い
え
る
で
あ
ろ
う 。

“ム
9・
自

2
「

三
芙
人
図」

？；占t?f : :1 ；号｀こtt: :..:.J.i ? ; t !‘ 
b'”出；ド紐沿棧Et rゎ

! ! !t }: l f ; ·t ̀:
’ . 

ぷサ噴猜19が；必9戎和ヽf

irt
t哩豆
圏

1
「

芭
蕉
図」

林
原
美
術
餡
蔵

絹
本
着
色

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
東
洋
美
術
館
蔵

い
る
の
で 、

こ
れ
も
使
用
例
の
少
な
い
印
で
あ
る 。

同
種
の
印
を
有
す

る
摺
物
に「
遊
亀
図」（
大
奉
書
全
紙
判

署
名「
東
隔
北
齋

画」

太
田
記
念
美
術
館
蔵）
が
あ
る 。
そ
の
摺
物
に
は「
庚
申

春」
と
記
さ
れ
て
お
り 、

寛
政
十
二
年
春
刊
行
と
知
れ
る
も
の

で
あ
る 。

ま
た 、

党
政
十一
年
春
fll
と
推
定
さ
れ
る
絵
入
狂

歌
本r
初
若
菜j
の
挿
図「
行
菜
摘
み」
に
も「
宗
理
改
北
寮
画」

の
署
名
と
共
に
同
種
の
印
が
用
い
ら
れ
て
い
る 。
「

宗
理
改
北

岱
両」
の
署
名
は 、

党
政
十
年
秋
か
ら
約一
年
間
使
用
さ
れ
て

現
時
点
で 、
「

三
径」
印
は 、

党
政
十一
年
前
後

に
使
用
さ
れ
た
と
比
定
で
き
る
で
あ
ろ
う 。

(

8

)

花
押（

も
）

l
「

新
造
図」

署
名「
宗
理
改
北
齋
画」

紙
本
淡
彩

署
名「
北
壺
画」

(

7

)

朱
文
方
印「
三
径」

l
「

千
島
の
玉
川」

(

6

)

朱
文
方
印「
画
狂
人」

図
8

図
7

ーニ貨が：三 ー
“

I _• 
--- 一拿··; ―-

,-......... � 

真
頻
賛

応
こ
の
印
の
使
用
時
期
を
党
政
十一
ー

卒
相
元
年
頃
と
し
て

お
き
た
い 。

る）
中
の「
牛
島
図」
に
見
ら
れ
る
と
い
う 。
し
た
が
っ
て

紙
本
淡
彩

岬
名「
画
狂
人
北
岱」

を
主
題
と
し
た
俳
諧
摺
物
で
あ
り 、

寛
政
十
年
の
二 、
一
二
月

頃
刊
行
と
考
え
ら
れ
る 。
「

王
厄
弾
琴
図」
の
林
の
識
語
の
根

拠
は
不
明
で
あ
る
が 、

作
画
期
を
寛
政
卜

年
の
前
半
と
す
る

11
「

捉
々
図」

―
っ
―
つ
形
が
嬰
な

図
12

·r
 

那
須
ロ
イ
ヤ
ル
美
術
館
蔵

紙
本
淡
彩

料
名「
北
齋」

北
斎
と
そ

ギ
メ
芙
術
館
蔵

画」

10
「
口
蓮
図」

旧
ハ
ラ
リ
ー・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

紙
本
沿
色

判
名「
葛
飾
北
齋
裁
斗
拝

豆
ぶ
＄

紙
本
岩
色

署
名「
北

管」

図
11

旧
ハ
ラ
リ
ー・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

船
田
区
蔵

8
「

荼
苑
光
図」

紙
本
淡
彩

扇
面

署
名「
北
齋
放
斗

紙
本
淡
彩

扇
面

署
名「
北
齋
被
斗
画」

画」

フ
リ
ー

ア
美
術
館
蔵
（
図
11 、
12)

グ・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

6
「

新
年
風
俗
画」

7
「

鮎
図」

9
「

樵
夫
図」

店
裁
斗
両」

の
門
人
計
六
人
に
よ
る
寄
せ
魯

印
で
は
な
く 、

花
押
で
あ
る
か
ら 、

る
の
は
い
う
ま
で
も
な
い 。

二
曲一
笈
屏
風

北
斎
は 、

宗
理
期
に
も
化
押
を

使
用
し
て
い
る
が 、

そ
れ
と
は
形
が
巽
な
る 。
こ
の
花
押
は 、

お
そ
ら
く「

北」
の
卓
苫
体
の
変
形
で
あ
ろ
う 。

享
和
末
頃
と

思
わ
れ
る
必
判
摺
物「
唄
物
尽
し
図」（
歌
麿・
豊
国
等
六
人
の

絵
師
の
合
作

署
名「
画
狂
人
北
齋
画」

葛
飾
北
斎
美
術
館

他
蔵） 、

ま
た 、

文
化
九
年
春
刊
の
三
代
目
瀬
川
菊
之
丞
追

絹
本
若
色

双
幅

啓
名「
北
岱

焉
馬
賛

5
「

西
行
図」

紙
本
品
画

署
名「
北
壺
画」

日
ピ
ン

画」

替
教
寺
蔵

4
「

注
迪
縄
と
鶏
の
絵
馬」

紙
本
著
色

署
名「
北
齋

3
「

馬
超
図」

麻
布
美
術
工
芸
館
寄
託

絹
本
著
色

署
名「
画
狂
老
人
北
岱
両」

斎
館
蔵

3

はパ
手
の
玉
川」

葉
市
美
術
餡
蔵

4
「

調
布
の
玉
川」

紙
本
淡
彩

署
名「
北
裕
画」

5
「

萩
の
予
川」

紙
本
淡
彩

署
名「
不
染
居
北
岱
画」

板
橋
区
立
芙
術
館
蔵

※
以
上
の
五
点
に「
高
野
の
王
川」
を
加
え 、

も
と
六
面

一
皮
屏
風
で
あ
っ
た
も
の
と

推
定
さ
れ
る 。

6
「

筑
席
祭
図
屏
風」

二
曲一
隻

＿
二
幅
対

同
種
の
印
を
有
す
る
摺
物
に「
虫
籠
に
団
扇」（
大
奉
井
令
紙

判

署
名「
宗
理
改
北
齋
幽」

ィ
ン
テ
ィ

ア
ナ
大
学
美
術
館

蔵）
が
あ
る 。

心兄
政
十
年
六
／
十
五
n
に
没
し
た
三
代
H
吾
k

藤
蔵
の
一
周
忌
追
善
摺
物
で
あ
る 。

翌
十一
年
六
月
に
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
り（
註
4
)、

使
用
時
期
に
つ
い
て
五
変
な
手
が

か
り
を
与
え
て
く
れ
る 。
ま
た 、
こ
の
印
が「
不
染
居
北
岱
画」

の
署
名
と
と
も
に
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が
二
つ
あ
る
の
に
も

注
H
さ
れ
る 。
「

不
染
居
北
壺
両」
の
料
名
は 、

朱
楽
菅
江
追

苦
の
狂
歌
本『
こ
す
ゑ
の
雪』（
寛
政
十一
年
十
二
月
刊
と
さ
れ

図
10

8
「

翁
千
歳
三
番
皮
図」

狂
人
北
俗
画」

大
田
南
畝
賛

根
津
嘉一
郎
lLI
Ii

紙
本
著
色

野
名「
画

心忍
ぷ

梅
尾
賛

IIJ
ハ
ラ
リ
ー・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

案固直H
上今
トー、1
\

...●9● ●—-

「
東
楊
北
齋
画」

7
「

花
魁
図」

紙
本
淡
彩

フ
リ
ー

ア
美
術
館
蔵

岬
名「
不
染
居
北
齋
画」

紙
本
苫
色

2
「

燐
衣
の
玉
川」

畢
田
区
蔵

（
図
9 、
10)

料
名

紙
本
淡
彩

署
名「
北
寮
画」

紙
本
淡
彩

署
名「
北
俗
画」

千 北

図
9

＼

よ
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り
5 .1

＇
 

心

2

｀

ぶ
t ，べ＂ぐ

亀

J
‘·

£
1

.

­

尋｝
＇`
計ゞ

と
交
ゃ

ー

19 /8 



�, 

美
術
館
蔵

絹
本
杵
色

31
「

漁
師
図」

32
「

あ
ん
こ
う
図」

33
「

雉
子
図」

M
O
A
 

絹
本
著
色

署
名
r

北
齋
画」

署
名
「

北
齋
画」

紙
本
吝
色

署
名「
北
齋
画」

北
斎
館
蔵

幽」

23
「

兄
克
浅
其
舟
図」

画」

大
田
南
畝
賛

24
「

錢
を
見
る
芙
人
図」

得
器
賛

骰
北
齋
画」

ポ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵

※
欠
損
四 、

五
カ
所
以
上
と
な
る 。

27
「

Pl
窓
美
人
図」

画」

シ
ン
シ
ナ
テ
ィ

美
術
館
蔵

28
「

釣
狐
図」

紙
本
淡
彩

署
名
「

画
狂
人
北
硲
画」

※
文
化―
二
年(
-

八
0
六）
制
作 。

ー
ア
共
術
館
蔵

ポ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵

35
「

鋭
兄
芙
人
図
（
夏
の
朝）
」

抱
山
賛

37
「

布
袋
図」

北
齋」

36
「

八
朔
の
花
魁
図」

北
斎
館
蔵

一

絹
本
苫
色

39
「

源
氏
物
語
図」

太
田
記
念
美
術
館
蔵

40
「

化
粧
芙
人
図」

城
西
大
学
蔵

41
「

美
人
夏
姿
図」

42
「

酔
余
美
人
図」

氏
家
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

43
「

五

芙
人

図」

能
舞
亭
三
毬
賛

44
「

江
U
の
君」

45
「

Ji

美
人

図」

紙
本
苫
色

絹
本
苔
色

署
名
「

葛
飾

絹
本
者
色

シ
ア
ト

ル
美
術
館
蔵

46
「―

一
股
大
根
と
大
黒
図」

紙
本
者
色

齋
玲」

旧
チ
ャ
イ
キ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

47
「

縁
台
の＿―-
美
人
」

紙
本
著
色
(-
扇
面）

署
名
「

葛
飾

署
名
「

葛
飾
北

界
名
「

葛
飾
北
壺
箪」

30
「

立
美
人
図」

紙
本
淡
彩

署
名
「

北
齋
画」

フ
リ

絹
木
著
色

署
名

「

泌
飾
北
裕
画」

29
「

茶
摘
図」

絹
本
苦
色

料
名「
東
肋
北
釈
席
画」

太
出
記
念
美
術
館
蔵

絹
本
著
色

署
名
「

葛
飾
北
齋
画」

絹
本
杵
色

絹
本
著
色

署
名
「

葛
飾
北
齋
画」

署
名
「

葛
飾
北
齋
両」

絹
本
祈
色

署
名
「

九
；

恨
北
齋
席

26
「

達
磨
図」

麻
布
美
術
t
芸
館
寄
託

署

名
「

葛
飾
北
俗」

紙
本
淡
彩

料
名
「

九
；

蛍
北
齋
画」

滑
井
八
十
才
賛

絹
本
著
色

署

名
「

葛
飾

北
齋＇j

25
「

茶
苑
売
図」

紙
本
淡
彩

署
名
「

九
：

蜃
北
齋
画」

38
「

潮
干
狩
図」

阪
市
立
美
術
館
蔵 絹

本
苫
色

署
名
「

葛
飾
北
岱」

人
·

美
術
上
芸
館
寄
託

絹
本
著
色

署
名
「

獨
流
九
；

署
名
「

葛
飾
北
齋」

麻
布

日
本
浮
枇
絵
博
物
館
蔵

紙
本
著
色

岬
名
「

両
狂
人
北
齋

署
名
「

葛
飾
北
齋」

大
田
南
畝
賛

画」
美
術
館
蔵

22
「

n
本
堤
夜
屎」

紙
本
淡
彩

署
名
「

画
狂
人
北
岱

絹
本
著
色

哨
明
教
総
本
部
蔵

尿
伝
賛

旧
ハ
ラ
リ
ー・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

出
光

34
「

七
夕
図」

紙
本
苫
色

署
名
「

北
岱
画」

賛
あ
リ

M
O
A
美
術
館
蔵

21
「

月
ド

の
花
魁
」

紙
本
淡
彩

署
名
「

両
狂
人
北
岱

8
「

二
美
人
図」

絹
本
粋
色

署
名
「

両
狂
人
北
齋
画」

試
J.
".

刀”
lO
」

芍
楽
i"[1
k

根
賛

北
齋」

20
「

花
魁
図」

京
伝
賛

IU
ハ

ラ
リ
ー・

コ
レ
ク
シ
ョ
ン

紙
本
淡
彩

署
名「
両
狂
人

北
岱
画
」

7
「

美
人
と
東
方
朔
図」

紙
本
淡
彩

署
名

「

画
狂
人
北

浅
卒
庵
賛

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ

東
洋
芙
術
館
蔵

絹
本
著
色

岬
名
「

東
楊
画
狂
人

6
「

大
原
女
凶」

絹
本
杵
色

署
名
「

画
狂
人
北
齋
画」

美
術
t
芸
館
寄
託

18
「

矢
細
上
師
図」

画」

19
「

接
老
の
孝
子
図」

紙
本
淡
彩

料
名
「

画
狂
人
北
岱

大
田
南
畝
穀

「
蜀
山
人
囲
撓
名
蹟
北」
よ
り

麻
布

※
左
辺
下
方
に
も
欠
損
が
み
ら
れ
る 。

5
「

若
衆
図」

絹
本
淡
彩

岬
名
「

両
狂
人
北
店
画」

17
「

郭
十
儀
図」

絹
木
打
色

署
名
「

両
狂
人
北
壺
図」

※
左
辺
上
部・
れ
辺
下
部
の
欠
柑
か
は
じ
ま
る 。

千
裕
賛

山
束
ぷ
伝
佼

16
「

燕
雁
図」

絹
本
苫
色

冴
名
「

画
狂
人
北
齋
図」

4
「

花
魁
図」

紙
本
淡
彩

署
名
「

画
狂
人
北
齋
画」

麻
布
芙
術
［
芸
館
寄
託

謁
田
区
蔵

15
「

二
芙
人
図」

絹
本
若
色

阿
名
「

画
狂
人
北
岱
圃」

3
「

魚
貝
図」

糾
本
著
色

署
名
「

画
狂
人
北
齋
府
両」

IJ
本
浮
世
絵
博
物
館
蔵

齋
Iwi」

フ
リ
ー

ア
美
術
館
蔵

14
「
宕uI
士

凶」

紙
本
坦

両

岬
名
「

画
狂
人
北
寮
両」

2
「

擬
宝
珠
に
打
数
図」

紙
本
淡
彩

署
名
「

圃
狂
人
北

料
名
「

画
狂
人
北
硲
画」

東
京
国
立
栂
物
館
蔵

フ
リ
ー

ア
芙
術
館
蔵

北
齋
画」

13
「

獅
了
図」

紙
本
金
地
巣
画

四

曲
一

災
群
風

1
「

山
水
図」

紙
本
淡

彩

署
名
「

画
狂
人
北
齋
画」

9)

朱
文
長
方
印
「

亀
毛
蛇
足
」

12
「
う
ど・
わ
ら
び・
屯
子
」

絹
本
淡
彩

署
名
「

圃
狂
人

抱
一

佼

11
「

投
老
の
孝
子
図」

北
齋
画」

浅
卓
庵
賛

u

本
浮
世
絵
博
物
館
蔵

あ
ろ
う 。

絹
本
抒
色

料
名
「

東
腸
画
狂
人

す
「

亀
t
蛇
足」
印
と
ほ
ほ
伺
一

時
期
と
い
う
こ
と
に
な
る
で

使
用
さ
れ
た
も
の
と
比
定
で
き
る 。

し
た
が
っ
て 、

次
に
記

10
「

野
馬
図」

紙

本
畢
圃

冴
名
「

画
狂
人
北
店
画」

が
み
え
る
こ
と
な
ど
か
ら

学
和
期
か
ら
文
化
十
年
頃
ま
で

狂
人
北
齋
画」

太
田
記
念
美
術
館
蔵

善
文
集『
森
の
淵』
（
一

冊

署
名
「

北
俗
箪」）
に
も
こ
の
化
押

9
「

兄
立
三
番
皮」

紙
本
著
色

二
輻
対）

署
名
「

圃

21 
20 



58
「
反
粧
芙
人
図」

59
「
鯉
魚
図」

博
物
館
蔵

当
H
t
っ
ょ
う
に
な
り、

こ
こ
で、

「
葛
飾
北
齋
裁
斗」

料
名
「
北
齋」

埼
屯
県
立

絹
本
苫
色

東
京
芸
術
大
学
芸
術
査
料
館
蔵

紙
本
著
色

心
と
す
る
わ
ず
か
な
時
期
に
の
み
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る

（
註
8)
。

こ
の
四
点
の
亀
毛
蛇
足
印
の
四
周
に
は、

ん
辺
上
部

と
右
辺
ド
部
の
他
に、

右
辺
上
部
や
卜
辺
そ
の
他
の
箇
所
に

欠
捐
が
謀
め
ら
れ
る。

こ
の
頃
か
ら
印
の
四
周
の
欠
担
は
相

印
文
の
席
耗
も
は
っ
き
り
認
識
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る。

28
「
釣
狐
図」
に
つ
い
て
一

言
触
れ
て
お
き
た
い
。

こ
の
図
は、

文
化
三
年
の
木
更
沖
滞
在
の
折
に
描
か
れ
た
作

品
と
い
う（
註
9)。

印
の
欠
損
具
合
を
兄
て
も
伝
米
と
矛
盾
せ

ず、

践
重
な
一

幅
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う。

料
名
「
画
狂
人
北
齋」
と
の
組
み
合
わ
せ
が
但
毛
蛇
足
印
の

前
中
期
を
代
表
す
る
形
で
あ
る
と
す
れ
ば、

署
名
「
葛
飾
北
店」

と
の
糾
み
合
わ
せ
は、

亀
毛
蛇
足
印
の
後
半
期
を
代
表
す
る

形
で
あ
る。

そ
の
分
岐
点
は
文
化
三、

四
年
頃
で
あ
る。

あ

る
砕
期
か
ら
き
っ
ぱ
り
と
改
変
し
た
と
は
考
え
に
く
く、

あ

る
程
度
の
移
行
期
は
認
め
る
べ
き
で
あ
ろ
う。

両
11
人
号
符

を
伴
わ
な
い
「
北
齋」
料
名
の
作
品
も、

ほ
と
ん
ど
後
半
期
に

人
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う。

こ
の
時
期
の
亀
毛
蛇
足
印
の
前
後

を
さ
ら
に
細
か
く
比
定
す
る
こ
と
は
き
わ
め
て
困
難
で
あ
る。

「
葛
飾
北
齋」
及
び
「
北
齋」
署
名
と
屯
毛
蛇
足
印
の
組
み
合
わ

せ
は、

文
化
七、

八
年
頃
ま
で
と
芍
え
ら
れ
る。

48
「
ヒ
福
神
図」
は、

当
時
の
浮
柑
絵
界
の
大
御
所
に
歌
川

国
貞
を
加
え
た
寄
せ
描
き
で
あ
る。

豊
広
と
北
に
起
箪
し
た

問
国
の
「
大
黙
図」
に
「
文
化
庚
午
歳
甲
千
之
夜」
と
年
記
が
あ

る
の
で、

文
化
七
年
に
計
画
さ
れ、

遅
く
と
も
翌
八
年
に
は

57
「
柚
人
春
秋
山
水
図」

孵
名
「
北
岱
戴
斗」

絹
本
苫
色（一云一
幅
対）

署
名

56
「
朝
比
奈
図」

紙
本
淡
彩（
扇
面）

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
芙
術
館
蔵

署
名
「
北
寮」

紙
本
苔
色

署
名
「
北
松」

萬

卓
和
三
年
か
ら
文
化
元
年（
一

八
0
四）
の
制
作
と
比
定
で
き

る。

中
に、

下
辺
左
方
あ
る
い
は
左
辺
下
方
に
も
欠＂
洛
箇
所

を
見
出
せ
る
も
の
も
あ
る
が、

こ
れ
ら
が
は
っ
き
り
と
印
の

印
付
き
が
悪
い
だ
け
な
の
か
を

欠
捐
を
ぷ
し
て
い
る
の
か、

判
断
す
る
の
は
難
し
い
。

次
に
指
標
と
な
る
の
は
24
か
ら
27
の
”
九
；
蜃
北
岱
“
署
名

の
作
品
四
点
で
あ
ろ
う。

九
；
蜃
号
は、

文
化
二
年
呑
を
中

完
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
作
品
で
あ
る（
註
10)。

北
斎
が
「
tti

袋
図」
を
描
い
た
の
も
文
化
ヒ、

八
年
と
い
う
こ
と
に
な
り、

こ
の
印
の
摩
耗
具
合
を
知
る
う
え
で
―

つ
の
参
名
と
な
る
で

あ
ろ
う。

57
「
柚
人
杯
秋
山
水
図」（
註
11
)

と
58
「
夏
粧
共
人
図」
は、

戴

斗
号
と
一

緒
に
川
い
ら
れ
た
珍
し
い
例
て
あ
る。

北
斎
が
載

中
号
を
用
い
始
め
る
の
は
文
化
七、

八
年
頃
で
あ
る
か
ら

（
註
12)、

文
化
十
年
四
月
に
こ
の
印
を
譲
渡
す
る
（
後
述）
ま
で

の
期
間、

も
っ
と
多
く
の
＂
北
舟
戴
斗＂
署
名
の
作
品
に
こ
の

印
を
兄
出
せ
て
も
よ
い
の
で
あ
る
が、

実
際
は
炭
な
る。
”
北

齋
故
斗
“
署
名
の
肉
筆
画
に
は
朱
文
方
印
「
ふ
も
と
の
さ
と」
が

桧
さ
れ
て
い
る
例
が
最
も
多
い
。

こ
れ
は
推
定
で
あ
る
が、

北

斎
は、

白
文
方
印
「
宙
姦」
を
用
い
始
め
た
文
化
七
年
頃
か
ら、

亀
毛
蛇
足
印
を
あ
ま
り
使
用
し
な
く
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る。

亀
毛
蛇
足
印
か
ら
山
姦
印
へ
の
移
行
が
前
提

と
し
て
あ
っ
て、

亀
毛
蛇
足
印
の
北
明
へ
の
譲
渡
が
行
わ
れ

た
と
ガ
え
る
の
が
自
然
で
あ
ろ
う。

さ
て
北
斎
は、

あ
れ
ほ
ど
愛
用
し
た
こ
の
印
を
必
飾
北
明

へ

譲
り
渡
す。

59
「
鯉
魚
図」
の
左
端
に
は
次
の
よ
う
な
厳
話
が
あ
る。

年
米
持
伝
保
亀
毛
蛇
足
之
印
御
譲
リ
中
候
間

御
出
精
可
致
候
以
上

文
化
十
癸
酉
年
四
月
廿
丘
H

北
店
「
亀
毛
蛇
足」

こ
の
疵
語
に
は
誰
に
印
を
譲
っ
た
か
明
記
さ
れ
て
い
な
い

が、

読
本
『
月
桂
新
話』
（
栗
杖1"
9
亀
卵
作）
の
刊
記
に
「
文
政

野
美
術
館
成

55
「
月
に
は
と
と
ぎ
す」

館
蔵

54
「
獅
子
図」

紙
本
竹
色

界
名
「
北
殆」

＂
問
野
美
術

術
館
蔵

52
「
術
萄
図」

53
「
猿
図」

紙
木
淡
彩

紙
本
淡
彩

署
名
「
北
沿」

署
名
「
北
齋」

葛
飾
北
斎
美

図
書
館
成

枠
嘉
堂
文
廂
美
術
館
蔵

51
「
思
竹
図」

紙
本
銀
圃

腎
名
「
北
齋
L

パ

リ
国
立

50
「
花
下
花
魁
と
禿
図」

絹
本
苫
色

署
名「
北
岱」

リ
ー・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

北
齊
箪」

48
「
ヒ
福
神
図」

寄
杏

北
齋
は
布
袋
図
を
描
く

文
化
ヒ、

八
年

49
「
猿
曳
図」

紙
本
淡
彩

署
名
「
北
齋
箪」

IU
ハ

ラ

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
東
洋
美
術
館
成

岬
名
「
北
齋
箪」

――-)
刊
の
狂
歌
絵
本
『
夷
歌

月
徴
妙』（
註
6)
の
挿
図
の
一

っ

に
こ
の
印
が
見
え、

そ
し
て
す
で
に
左
上
部
が
欠
落
し
て
い

る
こ
と
か
ら、
i
半
利
三
年
に
は
北
斎
は
こ
の
印
を
使
用
し
て

い
た
こ
と、

そ
し
て
さ
ら
に
そ
れ
以
前
に
湖
れ
る
可
能
性
が

あ
る
こ
と
を
示
唆
さ
れ
た。

氏
は、

ほ
と
ん
ど
周
冊
の
欠
損

が
認
め
ら
れ
な
い
例
と
し
て、

3
「
魚
貝
図」
を
挙
げ
て
お
ら

れ
る
が、

阿
様
の
例
と
し
て
l
「
山
水
図」
と
2
「
擬
宝
珠
に
白

盤
図」
を
挙
げ
て
お
き
た
い
。

こ
れ
ら
三
点
は、

けヂ
和
一
、
―
―

年
頃
の
作
画
と
比
定
で
き
る
で
あ
ろ
う。

北
斎
は、

両
狂
人

ロ
方
を
寛
政
十
一

年
(
-

ヒ
九
九）
に
は
用
い
て
お
り、
＂
画
狂
人

北
齋“
の
呼
名
も
遅
く
と
も
党
政
十
二
年
に
は
用
い
て
い
る
こ

と
が
確
か
め
ら
れ
る（
註
7
)

の
で、

卜
限
が
さ
ら
に
上
が
る
可

能
性
も
あ
る
が、

過
度
の
節
測
は
避
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う。

亀
毛
蛇
足
印
は、

左
辺
上
部
に
続
い
て
右
辺
下
部
も
欠
け

は
じ
め
る。

4
「
花
魁

図」、

5
「
若
衆
図」、

8
「
二

美
人

図
L、

13
「
帥
子
図」
な
と
が
そ
の
典
型
例
で
あ
る。

こ
れ
ら
は

絹
本
著
色

浮
世
絵
師
七
人
に
よ
る

永
田
氏
の
考
察
が
あ
る（
註
5)。

氏
は、

卒
和
三
年(
-

八
0

太
田
記
念
美
術
館
蔵

屯
毛
蛇
足
印
の
摩
耗．
欠
落
の
変
迩
に
つ
い
て
は、

す
で
に

23 
22 



.. ⇒ 

妓
斗
冷」

大
川
南
畝
讃

2
「

ほ
と
と
ぎ
す
図」

紙
本
淡
彩

署
名「
北
齋
改
葛
飾

喰
L..

大
田
南
畝
讃
（
図
15 、
16)

図
16

図
15

こ
と
で
あ
る 。
こ
れ
ら
の
研
究
も
今
後
の
諜
辿
で
あ
る 。

（
絹
本�者
色

ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
芙
術
館
蔵）
に
こ
の
印
が
あ
る

タ
'
3 '
II9.
J

で
t
t

;
*'

5上
人
う

.5
．

一
｀
ー
る

グ

を
二
代
北
斎
に
譲
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
文
化
ト一

年
前
後
と

考
定
さ
れ
る 。

す
な
わ
ち
文
化
し

年
煩
か
ら
文
化
ト

ニ
年
頃

で
あ
る 。

署
名
及
び
印
の
窮
耗
度
か
ら 、

ま
で
の
四
作
と 、

一
年
以
前 、

査
料
の
出
現 、

最
後
に 、

本
印
の
仙
用
に
関
し
て
一

、

し
て
お
き
た
い 。

（
第

5

日 ―
つ
は 、

漁
人
図」（
紙
本
淡
彩

（
第
二
種）

日

次
に
例
ホ
す
る
の
は 、

ー
「

而
岐
逹
閉
図」

こ
の
印
を
持
つ
作

品
は
さ
ら
に
二
群
に
分
け
ら
れ
る 。
「

官
女
図」
か
ら「
海
老
図」

そ
の
後
の
二
作
で
あ
る 。

前
者
を
文
化
十

後
者
を
文
化
十一
年
以
降
と
椎
定
し 、

研
究
の
辿
展
を
侯
ち
た
い 。

今
後
の

二
の
問
題
点
を
記

ミ
ネ
ア
ホ
リ
ス
美
術
館
蔵「
千ー
中

署
名
「

北
在
伐一
惰」）
と
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ

東
洋
文
術
館
蔵「
諌
鼓
鶏
図」（
糾
本
淡
彩

評
名「
北
店
改
伐

ごド」）
に
こ
の
印
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と 、

も
う

―
つ
は「
北
俗
娘
辰
女
↑」
の
署
名
を
有
す
る「
朝
頻
芙
人
図」

(

12

)

朱
文
方
印「
よ
し
の
や
ま」（
第＿
種）

朱
文
方
印「
よ
し
の
や
ま」
に
は
次
の
二
種
類
が
あ
る 。

第一
秤
に
屈
す
る
も
の
で
あ
る 。

絹
本
署
色

署
名
「

北
俗
改
妓
中

5
「

閉
図」

6
「

妊
船
図」

月

絹
本
淡
彩

7
「

鶏
飼
凶」

署
名
「

前
北
齋
妓
斗
箪」

絹
本
苦
色

前
北
齋
妓
中
箪」

絹
本
苫
色

料
名「
文
化
|

四
ー

丑
年
六

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
東
洋
美
術
館
蔵

評
名「
葛
飾
戟
斗
筆」

の
か
火
に
て
ら
す
や
吊
月
闇
の
業

索
外
」

の
賛
が
あ
り 、

祈
賛
と
知
れ
る（
註
13)

下
池
八
十
七
翁

文
政
几
年
あ
る
い
は
同
二
年
の

M
O
A
美
術
館
蔵

『
北
斎
慢
両』
二
篇
—

十
篇（
文
化
十
二
年
孟
反
ー

文
政
二

年
作
rll

)

の
刊
記
に 、
「

北
齋
改
葛
飾
妓
斗」
の
署
名
と
共
に
使

Jll
さ
れ
て
い
る
の
で 、

こ
の
印
の
使
用
時
期
を
文
化
ト

ニ
年

か
ら
文
政
二
年
頃
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う 。

そ

し
て
そ
れ
は 、

作
例
の
画
風・
料
名
及
び
6 、

7
か
ら
得
ら
れ

る
梢
報
と
一
致
す
る 。

す
な
わ
ち 、
「

ふ
も
と
の
さ
と」
に
連

紬
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る 。

第
二
種「
よ
し
の
や
ま」
印
は 、

「

お

文
政
二
年
四
月
刊
北
斎
画

式二
の
川
記
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る 。
こ
の
タ
イ
プ
の
印
を

布
す
る
肉
墳
画
も
什
在
す
る
が 、

そ
れ
は
後
芍
に
侯
ら
た
い 。

な
お 、

上
方
の
絵
師
で
あ
る
北
洲
と
北
罪
が
用
い
て
い
る
第

二
種
タ
イ
プ
の
印
に
つ
い
て
は 、

松
中
進「
北
点
と
上
力
絵」

（ ・
北
斎
研
究』
ニ
ト一

号 、

ャ
成
八
年）
に
詳
し
い 。

フ
リ
ー

ア
美
術
館
蔵

4
「

花
魁
図」

絹
本
丑者
色

料
名「
前
北
危
戴
斗
箪」

Lーt̀·

‘
‘

―

ャ

T
」

3
「

T↑
中
傘
持
美
人
図」

絹
本
苦
色

著
名「
前
北
齋
戴

の
署
名
と
と
も
に
こ
の
印
が
み
え
る
が

）
の
初
節
の
下
絵

印
の
使
用
期
は 、

画
風
及
び
署
名
か
ら 、

北
斎
が
北
斎
号

化
卜＿

年
刊『
北
斎
悛
画』
初
篇
の
刊
記
に

「
葛
飾
北
齋
惰」

戴
斗
号
と
の
併
川
期
に
か
け
て
使
用
し
た
印
衆
で
あ
る 。

文

と」
に
は
そ
れ
に
加
え
て
亜
欧
党
田
泣
11

の
印
の
影
郭
を
ガ
え
た

＇ヽ

 

作
例
か
ら
も
解
る
よ
う
に 、

北
斎
号
使
用
期
の
後
期
か
ら

か
し
た
表
記
を
し
て
い
る
が

こ
の
朱
文
方
印「
ふ
も
と
の
さ

8
「

荼
苑
売
図」

紙
本
淡
彩

署
名「
北
岱
戴
斗
喰」

北
斎
は口千
く
か
ら 、

ひ
ら
が
な
を
迎
ね
て
オ
ラ
ン
ダ
語
め

文
化
八
年
冬
の
馬
琴
の
賛
あ
リ

大
英
博
物
館
蔵

中
Jf
煎
堂
の
代
あ
り

ポ
ス
ト
ン
芙
術
館
蔵

7
「

為
朝
図」

紙
本
苫
色

署
名「
葛
飾
北
齋
戴
斗
圃」

図
14

6
「

大
原
女
図」

紺
本
著
色

料
名「
北
岱
改
戴
斗
笙」

術
館
蔵
（
図
13 、
14)

Lー
ド

`ヽ
-

ケ-

」

大
川
南
畝
炊

フ
リ
ー

ア
美
術
館
蔵

五
ll
犬
水
黙
箪
前
俵
届
宗
理
北
俗
幽」

ポ
ス
ト
ン
芙

5
「

煙
管
を
持
つ
美
人」

紙
本
杵
色

料
名「
北
岱
改
被

6
「

朱
鍾
旭
図」

紙
本
朱
色

料
名
「

文
化
八
辛
未
五
月

ス
ト
ン
芙
術
館
蔵

5
「

山
辺
赤
人
図」

絹
本
許
色

署
名「
葛
飾
北
店
箪」

4
「

海
名
図」

紙
本
著
色

署
名「
北
俗
戴
十
箪」

ポ

寸
肴
多

侶
箪」

フ
リ
ー

ア
美
術
館
蔵

北
斎
館
蔵

4
「

扇
を
持
つ
立
芙
人
図」

絹
本
苫
色

署
名「
葛
飾
北

3
「

枯
梗
図」

紙
本
苫
色
扇
面

署
名「
北
俗
戴
干
策」

齋
箔」

出
光
芙
術
館
蔵

京
国
立
博
物
館
蔵

図
13

3
「

春
秋
美
人
凶」

絹
本
苫
色

双
幅

署
名「
葛
飾
北

2
「

羅
漢
図」

紙
本
淡
彩

坪
名「
北
齋
栽
斗
箪」

束

川
記
念
芙
術
館
蔵

リ
ー

ア
美
術
館
蔵

2
「

化
魁
図」

紙
本
淡
彩

署
名「
葛
飾
北
俗
朋」

太

1
「

官
女
図」

絹
本
杵
色

料
名「
北
壺
妓
斗
箪」

フ

齋
箪」

氏
家
諄
flt
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

(

11

)

朱
文
方
印「
ふ
も
と
の
さ
と」

l
「

鶴
助
図」

絹
本
杵
色

ニ
曲一
災
屏
風

署
名「
北

(

10

)

白
文
方
印「
雷
震」

た
印
と
芍
定
し
て
お
き
た
い 。

点
で
は 、

文
化
八
年
を
中
心
に 、

文
化
七
ー

九
年
頃
に
用
い

在
に
よ
り
葛
飾
北
明
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る 。

滋
本r
勢
田
橋
竜
女
本
地』
に
こ
の
印
が
あ
る
と
い
う 。

現
時

本
杵
色

料
名
11

葛
飾
北
明
墳 ‘

印
5星
11

亀
毛
蛇
足）
の
存

辿
断
す
る
の
は
危
険
で
あ
る 。

別
に 、

文
化
八
年
正
月
刊
の

み
え
る
こ
と
と 、

麻
布
美
術
上
芸
館
寄
託
の「
立
芙
人
図」（
紙

る
の
で 、

文
化
十
一
年
ま
で
こ
の
印
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と

ヒ
稔
申
正
月
発，
1

東
都
総
飾
北
明

印
11

亀
毛
蛇
足
L

と

は
文
化
九
年
中
に
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
て
い

25 
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改
筏一
墳」

こ
の
印）
の
写
真
を
見
た
こ
と
が
あ
る。

次
項
で
挙
げ
た
肉
竿

3
「
月
見
る
婦
人
図」

紙
本
若
色

后
面

料
名「
北
寮

二
枚
組
の
肉
律
扇
面
画（
界
名「
前
北
齋
総
一
箪」

印
章
は

改
総一
喰」

閑
出
区
蔵

飾
北
齋
翁
筆

十
ニ
ヶ
月」
と
い
う
木
版
の
包
紙
に
入
っ
た
＋

2
「
美
人
と
蛍
狩
図」

紙
木
苫
色

扇
面

署
名「
北
壺

揃
の
扇
面
画
を
描
く
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で、

箔
者
も「
葛

フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵

北
斎
は
こ
の
時
期、

十
二
箇
月
を
テ
ー
マ
に
し
た
十
二
枚

1
「
螢
尽
し
図」

絹
木
苫
色

署
名「
北
齋
改
伐
一
喧」

の
も
の
に
基
準
的
作
例
が
多
い。

(

14

)

朱
文
長
方
印

可皿]

策
画
を
み
て
も、

1
や
6
な
ど、

文
政
中
期
か
ら
天
保
初
年

っ
て
い
え
ば
為一
期
以
外
の
も
の
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い。

肉

べ
き
で
あ
ろ
う。

と
ほ
ぼ
同一
）
に
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
で、

版
画
版
本
に
限

い
て
も
複
数
使
用
し
た
か
に
つ
い
て
は
慎
頂
に
検
討
さ
れ
る

「
野
馬
図」（
署
名「
月
凝
老
人
為
一
筆」

印
形
は
こ
の
扇
而

種
使
用
し
た
可
能
性
が
あ
る
が

富
七
形
印
と「
百」
印
に
つ

年
fll『
二
代
LJ
立
川
競
馬
襲
名
記
念
文
集（
仮
姐）』
中
の
挿
図

以
上
使
用
し
た
と
す
る
の
は
疑
問。
「
砧
し
か」
印
は一
―
—

通』
二
編
の
中
の
挿
図（
形
は
正
方
形
に
近
い）
や、

文
政
十

―
つ
に
つ
な
が
っ
て
い
る
必
要
が
あ
る）、

そ
れ
ぞ
れ
を＝一
種

の
印
形
は、

文
政
八
年(-
八
二
五）
刊『
江
戸
流
行

料
理

は
有
力
な
説
と
思
わ
れ
る
が（
型
紙
印
は
臼
文
部
分
が
す
べ
て

印
形
が
簡
単
す
ぎ
て
比
較
す
る
こ
と
の
難
し
い
印
で
あ
る。
こ

の
印
が
型
紙
印
に
非
常
に
適
し
た
形
を
し
て
い
る
点
で
そ
れ

れ
も
確
た
る
根
拠
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る。

そ
れ
ら
は
型
紙
印
で
あ
る
可
能
性
が
大
き
い
と
い
う。
ー
ニ
種

な
い。

先
学
の
中
に
は
一
人
人
形
と
呼
ぶ
人
も
い
た
が‘

こ

少
な
く
と
も
千
種
以
上
確
認
さ
れ、

富
上
形
印
は
同
じ
く

種、
「
百」
印
は
同
じ
く
四
種
確
認
さ
れ
る
と
い
う。

そ
し
て

判
読
不
明
の
小
印
で
あ
る。

文
字
で
あ
る
か
も
判
然
と
し

7
「
芋
に
桔
梗
図」

絹
本
著
色

料
名「
代一
筆」

天
保
二
年(-
八
三
一
）
改
印
の
父
版
団
扇
絵「
鯉

図」（
署
名「
北
壺
改
灼一
笥」

ギ
メ
美
術
館
蔵）
に
み
え、
こ

の
印
の
使
用
時
期
を
考
え
る
う
え
で
盾
要
な
情
報
を
提
供
し

て
く
れ
る。

始
期・
終
期
を
推
定
す
る
の
は
難
し
い
が、
一
応

文
政
初
め
頃
か
ら
天
保―
二、

四
年
頃
ま
で
と
し
て
お
き
た
い。

永
田
生
慈
氏
は、

晩
年
の
三
印「
葛
し
か」、
（
富
七
形）、

「
百」
に
つ
い
て、
「
葛
し
か」
は
真
筆
と
見
な
さ
れ
る
作
品
で

日
本
浮
柑
絵
博
物
館
Ii

北
斎
は
毘
沙
門
天
を
描
く

署
名「
総
飾
岱
一

箪」

6
「
七
福
神
図」

絹
本
淡
彩

北
斎一
門
に
よ
る
寄
書。

一
筆」

ギ
メ
芙
術
館
蔵

5
「
茶
苑
売
り」

扇
面

署
名「
北
齋
改
筏

箪」

の
印
が、

扇
面

署
名「
北
釈
改
偽

10
「
巖
頭
の
鵜
図」

絹
本
苫
色

署
名「
前
北
俗
為

一
拝
葛」

北
斎
館
蔵

9
「
釈
迦
灸
治
図」

紙
本
淡
彩

署
名「
捐
流
北
齋
改
為

芍ご

8
「
旭
R
に
狗
子
図」

組
本
苫
色

署
名「
北
俗
改
伐

7
「
堀
川
夜
討」

本
居
大
ヤ
賛

萬
野
美
術
館
祓

絹
本
存
色

署
名「
葛
飾
北
壺

絹
本
苫
色

岬
名「
北
齋
改
代
＾
平」

署
名「
不
染
居
為
一
筆」

17
「
風
景
図」

名「
前
北
齋
伐
一
惰」

フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵

―
-

n

管
始

4
「
菊
に
虻」

紙
本
著
色

ギ
メ
美
術
館
蔵

紙
本
著
色

大
英
博
物
館
蔵

19
「
花
和
尚
魯
智
深
凶」

総i
知ド」

本
印
は、

文
政（

：八
一
八
—
三
0)

期
に
お
け
る
北
斎
の

土
要
な
印
程
で
あ
る。
5
の
署
名「
不
染
居
総i
布」
は、

文

政
五
年
正
月
の
シ
リ
ー
ズ
摺
物「
馬
尽」
に
用
い
ら
れ
て
い
る

も
の
で
あ
り、

時
期
も
ほ
ぼ
伺
じ
頃
を
椎
定
で
き
る。

同
秤

喰」

18
「
歌
占
図」

紙
本
淡
彩

北
俗
為一
敬
両」 料

名「
文
政
十
丁
亥
年
正
月

6
「
女――一
の
宮
図」

絹
本
著
色

署
名「
北
齋
改
鯰

雛
麿
賛

フ
リ
ー
ア
芙
術
館
蔵
（
図
17、
18)

4
「'
日
拍
子
図
’l

箪」

北
斎
館
蔵

5
「
餅
揖
き
図」

絹
本
苫
色

紙
本
著
色

右
隻
界

左
隻
署
名「
北
齋
改
為
一
筆」

ハ
曲一
双
肘
風

ポ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵

絹
本
笞
色

16
「
月
ド
猪
図」

紙
本
淡
彩

署
名「
前
北
齋
為
一
窄」

絹
本
淡
彩

啓
名「
前
北
齊
戴
斗
TL

署
名「
北
俗
戴
斗
改
為

月

戸
塚
弥
占

絹
本
苫
色

双
輻

署
名「
前
北
齋

賛
あ
り

フ
リ
ー
ア
美
術
館
蔵

絹
木
苫
色

署
名「
北
齋
戴
斗
第」

絹
本
苫
色

界
名「
前
北
俗
総

(

13

)

白
文
方
印「
葛
し
か」（
第一
種）

こ
の
印
章
の
説
み
は
確
定
し
て
い
な
い。

今
仮
に「
葛
し
か」

印
と
呼
ぶ。
こ
の
印
は
後
述
す
る
よ
う
に
多
数
存
在
し、

中

に
偽
印
も
多
い
と
思
わ
れ
る。
こ
こ
で
い
う
第一
種
と
は、

大

英
博
物
館
蔵「
歌
占
図」
に
使
用
さ
れ
て
い
る
印
で
あ
り、

そ

の
印
と
印
影
を
同
じ
く
す
る
と
思
わ
れ
る
作
品
を
次
に
掲
け

る。l
「
砧
と
美
人
図」

2
「
春
秋
風
漿
画」

戴
斗
午」

3
「
甥
図」

筆」

15
「
錢
旭
図」

絹
本
淡
彩

署
名「
前
北
齋
為
一

筆」

熊
本
県
立
美
術
館
蔵

表
装
の
裏
に「
文
政
九
戌
年
五

四
代
目
弥
吉」
と
あ
る
と
い
う。

管」

M
「
南
瓜
花
に
虻」

謁
田
区
蔵

13

「
寒
山
拾
得
図」

絹
本
苫
色

署
名「
前
北
壺
総

M
O
A
美
術
館
蔵

12
「
軍
劾
図」

界
名「
前
北
店
偽
一

箪」

代Fタ
」

11
「
朝
頻
に
鵜
図」

絹
本
苫
色

署
名「
前
北
寮
偽

箪」

林
原
美
術
館
蔵

大
英
博
物
館
蔵

絹
本
著
色

図
18

名
r

図
17

27 26 



己
酉
年
正
月
辰
ノ
u

九

あ
る 。

九
十
名
人
卍
箪」

17
「

富
七
越
の
能
図」

絹
本
坦
画
淡
彩

署
名「
嘉
水

16
「

鈍
旭
図」

紙
本
晶
圃北

斎
館
蔵 署

名「＂
品
氷
二
己
西
年
正
月

齢
八
十
JL
改」

15

「
三
す
く
み
図」

絹
本
著
色 齢

八
十
九

歳幽
狂
老
人
卍

紙
本
著
色

署
名「
卍
老
人
箪

齢
八
十
九
改」

23
「

樵
夫
漁
夫
図」

人
卍
筆」

フ
リ
ー

ア
美
術
館
蔵

12
「

狐
狸
図」

紙
本
苫
色

双
幅

絹
本
竹
色

双
幅

八
蔽」

旧
ハ
ラ
リ
ー・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

改
画
狂
老
人
卍

22
「

舟
亀
図」

紙
本
淡
彩

署
名「
九
十
老
人
卍
筆」

大
英
博
物
館
蔵

11
「

郭
矛
儀
子
孫
緊
栄
図」

署
名「
前
北
齋

俗
称
中
秘
鐵
蔵
藤
原
総
一
齢
八
十

絹
本
者
色

太
田
記
念
芙
術
館
蔵

21
「

雨
中
の
虎」

署
名「
九
卜

老
人
卍
箪」

10
「

流
水
に
鴨’j

絹
本
杵
色

署
名「
齢
八
十
八
卍」

箪」

山
種
美
術
館
蔵

紙
本
蒋
色

9
「

七
面
大
明
神
応
現
図」

老
人
卍
敬
箪」

妙
光
寺
蔵

20
「

扇
面
散
し
図」

絹
本
若
色

署
名「
九
卜

老
人
卍

紙
本
苫
色

狂
老
人
卍
筆」

ポ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵

箪」

19
「

李
白
観
瀑
図」

絹
本
著
色

署
名「
齢
JL
十
歳

画

8
「

西
瓜
に
都
烏」

絹
本
著
色

甲
子
ノ
出
生

9
「

朱
鋒
旭
図」

署
名「
画
狂
老
人
卍
箪

署
名「
八
十
八
老
卍

署
名「
八
十
八
老
卍

砥
野
芙
術
館
蔵

佐
野
美
術
館
蔵

署
名「
八
十
八

署
名「
卍
老
人
竿

13
「

ほ
と
と
ぎ
す
虻
図」

齢
八
卜

九
歳」

ニ
ュ
ー

オ
ー
タ
ニ
美
術
館
蔵

14
「

鬼
図」

紙
本
淡
彩

署
名「
嘉
永
元
戊
申
年
六
月
八

H
門
人
北
曜
子
お
く
る

箪」

玄
斎
賛

署
名「
両
狂
老
人
卍
争

宝
暦
十
庚
辰
ノ
年
出
生

工
芸
館
寄
託

玲」

ノ
月

麻
布
美
術

7
「

赤
岐
の
曹
操
図」

絹
本
著
色

18
「

雪
中
虎
図」

絹
本
蒋
色

署
名「
嘉
永
二
己
西
年
演

フ
リ
ー

ア
美
術
館
蔵

十
老
人
卍
箪」

北
斎
館
蔵

絹
本
朱
彩

署
名「
八
十
七
老
卍
墳」

卜
七
歳」

大
英
博
物
館
蔵

6
「

鉢
叩
き
図」

紙
本
者
色

署
名「
八
十
八
老
卍
筆」

8
「

龍
図」

絹
木
淡
彩

齢
八

卜
六
淑
卍
箱」

ポ
ス
ト
ン
美
術
餡
蔵
（
図
19 、
20)

玲」

7
「

か
字
と
唐
子」

紙
木
淡
彩

署
名「
唐
子
ハ

齢
八

葛
飾
北
斎
美
術
飴
蔵

果
田
区
蔵

4
r

渡
船
山
水
図」

箪」

北
斎
館
蔵

5
「

杭
卜

の
鵜」

画
狂
老
人
卍
老
人
叩
齢
九
十
淑」

三 、

印
ャ¥
の
使
用
時
期

料
名「
九
卜

老

弘
化
四
年（一
八
四
七 、

八
十
八
淑）
か
ら
没
す
る
嘉、
水
二

年(-
八
四
九 、

JL
O
歳）
ま
で ｀

品
晩
年
の
足
掛
け
三
年
間

JTI
い
た
印土早
で
あ
る 。

管
兄
の
範
囲
で
は
あ
る
が 、

こ
れ
ら

の
印
店
を
検
討
す
る
限
り
に
お
い
て 、
「

白」
印
は
一
種
し
か

な
い
と
考
え
て
よ
い
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か 。

こ
れ
に
つ
い
て
ま
と
め
て
み
た
の
が
別
表
で
あ
る 。

太
線

で
表
し
た
の
は 、

後
述
す
る
よ
う
に 、

セ
要
な
印
章
JL
種
で

紙
木
件
色

署
名「
八
卜

八
名
卍
箪」

紙
本
著
色

署
名「
八
卜

八
老
卍

6
「

月
見
る
虎
図」

紙
本
著
色

署
名「
八
十
五
老
卍

紙
本
淡
彩

署
名「
八
卜

八
老
卍
筆」

図
20

画
狂
老
人
卍
箪

齢
八
十
丘
歳」

箪」

3
「

柳
に
燕
図」

m和
田
区
歳

了
ノ
月
甲
子
ノ
朔
n
子
ノ
刻

宝
肝
|

庚
辰
年
九
月

2
「

南
瓜
花
に
虻」

紙
本
苫
色

署
名「
八
十
八
老
卍

5
「

大
黒
天
図」

紙
本
淡
彩

啓
名「
天
保
十
n
甲
辰
年

フ
リ
ー

ア
美
術
館
蔵

齢
八
十
五
政」

l

ぶ山
神
図」

紙
本
特
色

署
名「
八
卜

八
老
卍
筆」

`
1'
 

核’ー

・窯｀士
f'

4
「

鼠
と
小
槌
図」

紙
本
背
色

署
名「
画
狂
と
人
卍
箪

16)

白
文
方
印「
百」

図
19

ス
ト
ン
美
術
館
蔵

年
七
十
六
歳

前
北
齋
岱一
改
画
狂
老
人
卍
平」

ポ

の
と
考
え
ら
れ
る 。

立
入＇4
名
＄

3
「

鳳
凰
図」

紙
本
苫
色

八
曲一
隻
屏
風

署
名「
齢

か
ら
弘
化
三
年（一
．

八
四
六

八
十
ヒ

歳）
ま
で
使
用
し
た
も

美
術
館
蔵

箪
画
の
迫
例
と
合
せ 、

天
保
五
年（一
八＿―-
四 、

七
ト

ji
改）

署
名「
前
北
齋
代一
改
両
社
老
人
卍
笥」

香
叩ー

刊
の
い
く
つ
か
の
版
本
に
も
同
種
の
印
が
認
め
ら
れ
る 。

肉

店
すb．
比
ヵ9ヽみ ．J

←ヽ
み
J,.4

 

2
「

肉
策
両
帖」

紙
本
竹
色

全
卜

図（
l
と
図
柄
は
M

狂
老
人
卍」）
や『
富
欺
Fi
景』
初
編
な
ど 、

天
保
五
か
ら
ヒ

年

為一
改
画
狂
名
人
卍
箪」

北
斎
館
蔵

た
と
い
う 。

団
扇
絵「
戦
凶」（
署
名「
総
防
旅
客
前
北
俗
改
両

l
「

肉
箱
両
帖」

紙
本
許
色

全
卜

図

署
名「
前
北
齋

卍
箪

齢
八
十
五
歳」
の
野
名
と
と
も
に
同
種
の
印
彩
が
あ
っ

(

15

)

方
印（
富
士
形

象
形
印）

幼
神
社
の
絵
馬「
須
佐
之
男
命
厄
神
退
治」
に
は

「
前
北
齋

の
で
厄
介
で
あ
る 。

大
正
大
震
災
で
焼
失
し
た 、

東
京
の
牛

印
と
い
え
る
で
あ
ろ
う 。

あ
る 。

子
細
に
み
る
と 、

ど
れ
も
皆
微
妙
に
哭
っ
て
み
え
る

の
点
も
含
め
て
今
後
慎
頂
に
検
叶
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
れ
も
ま
た 、

印
形
が
節
単
す
ぎ
て
比
較
の
難
し
い
印
で

画
帖
と
同
じ
く

工
房
制
作
的
色
合
い
の
濃
い
も
の
で
あ
り 、

そ

メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
芙
術
館
蔵
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占

と」
↓
朱
文
方
印「
よ
し
の
や
ま」
↓
白
文
方
印「
葛
し
か」
↓
方

「
亀
毛
蛇
足」
↓，
日
文
ガ
印
「
m
設」
v

朱
文
方
印「
ふ
も
と
の
さ

臼
文
方
印「
完
知」
↓
朱
文
円
印「
辰
政」
↓
朱
文
長
方
印

3

)

朱
文

晶

麟

2

)

朱
文
方
印「
よ
し
の
や
ま」
（
第
二
種

l

)

朱
文
円
印「
3JC
知」

第
二
章
で
取
り
上
げ
た
十
五
の
印
窄
と
―
つ
の
花
押
以
外

に、

今
後
芍
察
さ
れ
る
べ
き
印
程
を
次
に
揚
げ
る。

(

4

)

第
一

種「
葛
し
か」
印
以
外
の
種
々
の
「
＂品
し
か」
印

他
に
も
北
斎
が
使
用
し
た
印
は
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が、

従

米
紹
介
さ
れ
て
き
た
す
べ
て
の
印
を、

北
斎
が
使
用
し
た
と

名J
え
る
の
は
無
理
が
あ
る。

今
後、

伯
重
に
整
理
さ
れ
て
し

か
る
べ
き
で
あ
ろ
う。

現
時
点
で
拍：
き
出
せ
る
結
論
を
ま
と
め
る
と、

う
に
な
る
で
あ
ろ
う
か。

(

l

)

北
斎
は
肉
噴
画
に
お
い
て、

用
し
て
い
る。

(

2

)

特
定
の
印
は
特
定
の
期
間
の
み
使
用
さ
れ、

わ
た
っ
て
使
用
し
た
印
章
は
な
い。

み
る
と、

す
る。

す
な
わ
ち

（
二
人
人
形）

四、

お
わ
り
に

以
下
の
よ

印
章
を
秩
序
を
も
っ
て
使

仝
生
涯
に

(

3

)

北
斎
の
印心＂｝
の
中
か
ら
七
要
な
も
の
を
JL
種
抽
出
し
て

そ
れ
ら
は
使
用
時
期
が
あ
ま
り
重
な
ら
ず
に
連
統

参
考
文
献（
主
要
な
も
の
の
み）

令、

文（
水
他

ぶ閑＇
必
飾
北
斎

毎
U

新
聞
礼

永
川
生
怒

北
斎
美
術
餡L
l
|
5
tfぶ
炎
社

永
111
生
慈
r
硲
飾
北
斎
肉
宅
裟
礼
L

ー
ー
48

内
又
術
71
I
IOj

14
ー
JL―――

*
111
生
怒
r"
い
飾
北
斎
肉
官
鑑
打」
49
|
55

北
令
研
究I
16
|
19

JL

几
四
1

JL
"�

水
田
生
愁
「
北
斎
研
究
の
祝
段
階
ー
没
後，
四
0
年
を
迎
え
て
1‘

入
術
91
·
JL・
ハ
JL

浮
机
絵
緊
化
フ
リ
ー
ア
美
術
館

小
学
館

j•
Hillier:
 T
he
 Ari
 o
f

苓

言ミ
in
Bミ）0k
lllI{Sh、olion·
1980

India『1a
Universi
t
y

>
rt
 
Museu
m:
 Ari
 of
 /he
 S11ri
mo
芦
1979

）し

I\ 

王u-9ロm

久
保
田一
洋「
葛
飾
北
斎

柑
物
と
汀．
p
狂
歌
辿」（一
九
几
四
年
五

月、
ヴェ
ネ
チ
ア
大
学
で
開
催
さ
れ
た
川
際
会
ぶ「
北
斎
と
そ
の
時
代」
に
お
け

る
11
頭
発
表）
で
指
摘。

②

市
川
究
町・
我
兵
直
必r『
風
流
勧
化
板』
に
つ
い
て」（『＂
品
飾
北
斎
展』

凶
鉢‘
f
成
ヒ
年、
江
戸
束
求
咄
物
館）

③

北
斎
が
宗
理
号
を
琳
斎
宗
二
に
浪っ
た
時
期
に
つい
て
は、
ハ
リ
国
立
図
丸

館
蔵
の
デュ
レ
111
祓
柑
物
帖
の
中
の一
図「
阻圧
r

と
き
り
ぎ
り
す」
に「
宗
理
改

北
岱
Wll」
と
冴
名
が
あ
り、
更
に「
う
ま
の
葉
月」
と
あ
る
こ
と
に
よ
リ
ぶ兄
政
ト

年．八
川
以
前
で
あ
る
こ
と
が
近
藤
映
子
氏
に
よっ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る。「
三
匹

の
亀
図」
の
亀
は、
放
生
会
の
放
し
亀
に
辿
じ
る
こ
と、
低
沢
の
賛
に「
衆
生
与

い
う
仏
教
川
語
が
出
て
く
る
こ
と
か
ら、
こ
の
図
は
八
月
1
L
H
の
放
生
会
を

念
頭
に
四
い
た
作
品
と
芍
え
ら
れ
な
い
で
あ
ろ
う
か。
と
す
れ
ば
哉
渡
時
期
に

つ
い
て
は、
八
月
頃
と
い
う
こ
と
に
な
る。(
3)
の
上
朱
ド
い
文
jj
形
連
印「
版

政」
の
項
で
む
察
し
た
3「
張
良
図」
に「
究
政
卜
戊
午
淑
中
秋（
つ
ま
リ・
ハ
月）

丹
岱
辰
條

應孟

北
点
辰
政
両」
と
あ
る
の
も
巾
な
る
偶
然
で
は
ない

かb
し

れ
な
い。

凶

Art
of
 the
 S
111
i
1110110·
I
 979,
 Indiana
 Universit
y
 Art
 
Museu
m
 

⑤

永
Ill
生
慈r
凸
飾
北
斎
肉
邪
鑑
買
ニ
ト
ヒ」（『
占
美
術
k

90｀
ヤ
成．
氏

年）‘
rnl「
北
点
研
究
の
現
段
陪」（『
占
美
術』
91、
f
成．
JC
年）

⑮
Jack
 llillter.
 The
 Art
 

of
 Hok11s
a,
 i11
 Hook
 11/usflベ1/
1011.
1980,

London
に
紹
介
さ
れ
て
い
る。

(

4

)

譲
渡
さ
れ
た
印
京
は
「
亀
毛
蛇
足」
の
み
か。

3

)

使
用
さ
れ
な
く
な
っ
た
印
章
は
ど
う
な
っ
た
か。

(

4

)

各
印
習ぷ
の
欠
損・
崩
耗
具
合
に
よ
っ
て、

よ
り
年
代
を
絞

り
込
む
こ
と
が
可
能
で
あ
る。

(

5

)

北
斎
の
肉
筆
作
品
の
真
肝
判
定
に
は
印
店
の
照
合
が
か

な
り
布
力
で
あ
る（
こ
こ
で
い
う
真
窄
と
は、

北
斎
自
身
が
捺

し
た、

あ
る
い
は
捺
す
こ
と
を
認
め
た
印
窄
の
意
で
用
い
て

い
る）
。

最
後
に、

し
た
い
。

い
く
つ
か
の
問
題
点・
課
題
を
指
摘
し
て
終
り
と

(

1

)

宗
理
時
代
前
期
に
使
用
し
た
印
寇
は
あ
る
か。

(

2

)

白
文
方
印「
葛
し
か」
の
説
み
は
こ
れ
で
よ
い
か。

第
一

種「
偽
し
か」
印
以
外
の
種
々
の
「
窃
し
か」
印
を
持
つ
作
品
を

ど
う
考
え
る
か。

仮
に、
「
葛
し
か」
印
を
第
一

種
し
か
認
め

な
い
と
す
る
と、

天
保
五
年(
-

八
三
四）
か
ら
弘
化
三
年（
一

八
四
六）
ま
で
は
富
士
形
印
の
み
と
な
リ、

迫
存
作
品
が
あ
ま

リ
に
も
少
な
い
。

ま
た‘

手
紙
に
捺
さ
れ
て
い
る「
窃
し
か
」

印
に
つ
い
て
も
考
察
す
る
必
要
が
あ
る。

(

5

)

lE

し
い
印
を
持
つ
作
品
は
す
べ
て
真
箔
か。

印
姦
が
合

わ
な
い
作
品
は
す
べ
て
朋
作
か。

北
斎
エ
防
の
問
題
は
ど
う

考
え
る
べ
き
か。

m

既
述
の
ご
と
く、
突
政
ト一
年（一
ヒ
几
九）
六
月
の
三
代
H
g
ど
藤
←成

一
周
忘
追
善
摺
物「
虫
籠
に
団
届」（
大
屈
沖
全
紙
判、
イ
ン
ディ
ア
ナ
大
学
芙

術
館
成）
に、
「
宗
理
改
北
寮
両」
の
抒
名
と
共
に「
北
狂
人」
の
朱
文
h
印
が
み

ら
れ
る。
ま
た、
ロ
ジ
ャ
ー・
キ
ー
ズ
氏
に
よ
る
と、
横
判
柑
物
の
揃
物「
11
四
年」

（
署
名
はr
幽
狂
人
北
店
画」）
の．
図「
放
水」
の
仕
歌
は、
こ
の
摺
物
が
寛
政

1-9
年
在
に
出
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
てい
る
と
い
う

ぶ貶ド
幽

では、
「
富
上
図」

（
紙
木
巣
画
届
面`
界
名r
画
狂
人
北
鉗」、
印ャげ＋「
辰」「
政」`
太
山
心
念
芙

術
館
蔵）
か、
「
決
中
反
H」
と
年
紀
の
あ
る
K
IIJ
南
畝
の
賛
に
よ
り心兄
政
ト
ニ

年
作
と
推
定
さ
れ
る
の
が
い十
い
例
で
あ
る。

⑲

r
JL»＇
盛
北
恋
画」
と
署
名
し、
文
化―一
年（―
-
八
0

五）
四
H
と
名
証

さ
れ
てい
る
長
判
摺
物「
桜
に
山
吹
凶」（
葛
飾
北
斎
美
術
館
蔵）

かあ
る。
こ
の

摺
物
が
文
化
二
年
の
も
の
と
確
定
で
き
る
か
ど
う
か
遺
憾
な
が
ら
小
明
で
あ

る
が
追
苦
句
の
内
容
と
頻
触
れ
か
ら
文
化
二
年
か
三
年
の
四
H
頃
の
も
の
で

あ
る
こ
と
は
聞
遠
い
な
い。
ま
た、
．
0
0
枚
出
た
か
と
f
想
さ
れ
る
壼
側
の
狂

歌
師
図
像
集（
摺
物）「
札
歌
百
人
一
ザ目」
の
中
の「
勝
山
結
女」
の
署
名
が「
九

：
蜃
北
齋
両」
と
なっ
てい
る。
こ
の
摺
物
は、
想
川
作
村『
壺
す
み
れ』
に「
文
化

―一
年
乙
什
呑‘
百
人一
竹
切
物
成」
と
あ
る
こ
と
に
よ
り、
文
化一．
年
の
淑
Ij

柑
物
と
判
明
す
る
も
の
で
あ
る。

⑨

水
Ill
牛
慈r
葛
飾
北
斎
肉
布
鑑
貸（
二）」（『
占
美
術』
72、
昭
和
五
卜

九
年）

血

た
だ
し
翌
在
のr
か
老
人
図」
に「
行
年
し
卜
几
翁」
と
あ
る
の
が
気
に
か

か
る。
豊
作
の
ヒ
十
九
改
は
文
化
＋
れ（一
八i
＿
ニア
と
な
る
か
ら
で
あ
る。
老

齢
に
な
る
と
尖
年
齢
よ
り
も
い
く
つ
か
加
籾
し
た
年
齢
を
称
す
る
こ
と
が、
当

時
稀
に
あっ
た
の
で、
こ
の
場
合
も
そ
の
例
で
あ
ろ
う
か。

仰
『
関
箪
葛
飾
北
斎」（
昭
和
L

卜
年、
毎
H

新
聞
H)
所
栽。
た
だ
し
哨
者

は
未
兄。

⑫

肉
平
画
で
制
作
年
の
判
明
す
る
も
の
と
し
て、
大
炎
博
物
館
所
蔵
の「
為

朝
図」（
絹
本
苦
色、
署
名「
葛
飾
北
む
載
斗
血」、
印
令＇

点患成」）
が
あ
る。
そ

れ
に
は
曲
卒
馬
琴
に
よ
る「
文
化
名
未
隆
冬
除
夜」
の
賛
が
あ
る
の
で、
絵
も
文

化
八
年
と
判
明
す
る。

⑬

谷
索
外
は
文
政
六
年
没。
没
4
齢
は
几
ト
ー
几
卜．
一
改
の
諸
説

があ
る

の
で、
tiJ
賛
は
文
政
ー
ー
三
年
と
い
う
こ
と
に
な
る。
北
斎
の
作
両
直
後
の
賛

と
す
る
と、
文
政
二
年
に
は
既
に
北
斎
は
恥一
に
改
名
し
てい
る
の
で
署
名
と

翻
蝕
が
生
じ
る。

印（
富
上
形）
↓
白
文
方
印「
L日」
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章
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Concerning the Seals on Hokusai 's Paintings Asano Shugo

1. Purpose
Hokusai used many different types of seal on his paintings. These seals are not only a very
important key to determining the authenticity of his works, but are also a vital tool in the

study of the dates at which these works were produced. The study of seals is fundamental
to the study of paintings and has already in the past been widely discussed in relation to the
works themselves. But I think that there have been few discussions of the various seals which
consider the paintings on which they are impressed as whole groups. In my talk I will con­

sider briefly 15 seals and one hand-written seal (ka6) thought to have been used by Hokusai;
will show examples of works on which they are used; and will discuss the periods of their use, etc. 

2 . Remarks 
(1) My talk will focus primarily on works which I have actually seen, supplemented by 

other works introduced by various scholars in different contexts. It is neither complete nor 
exhaustive. 

(2) Hokusai probably used other seals in addition to those considered in my talk.
(3) Discussions of the authenticity of Hokusai's paintings should of course focus primarily

on the works themselves and any accompanying information; however, signatures and seals 
are also vital elements in the discussion 

3 . Seals thought to have been used by Hokusai and examples of works on which they
appear. (Separate list in Japanese)

4. The periods of use of the above seals. (Separate diagram in Japanese/English).

5言
□言

1
:

d
:
]

r
c`

l

a

n

C
］：言゜ここb：ロ

(3) ‘[Two human figures]', square seal (characters m red）：璽筐

(4) Various'Katsushika'seals in addition to Type One
Nagata Seiji has written concerning the three seals used in Hokusai's later years -

'Katsushika','[Mt. Fuji]', and'Hyaku'. He says that based on works he considers authentic, 
4 or more types of the'Katsushika'seal , 3 types of the'[Mt. Fuji]'seal and 4 types of the'Hyaku' 
seal can be identified. He also says that it is highly likely these were applied using paper sten­
cils. In as much as all these seals have shapes suitable to be produced by stencils , this is a 
reasonable arguement. (For a stencil'seal'it is necessary that the white characters are all joined 
together in a continuous line). However, it is doubtful that Hokusai would have used three 
or more types of each seal. There is a possibility that Hokusai used 2-3 types of'Katsushika' 
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seal; but the idea that he used multiple types of the'[Mt. Fuji]' and'Hyaku' and should be 
examined rigorously. 

6. Conclusions
(I) Hokusai used seals on his paintings in a methodical manner.
(2) Particular seals were used for particular periods of time. No seal was used for the whole

duration of Hokusai's career 
(3) If we select nine examples of the main seals used by Hokusai, we see that their periods

of use do not overlap significantly and follow one after another, namely: 
'Kanchi', square (white characters) →

‘Tokimasa', circular (red characters) →
‘Kim6dasoku', 

oblong (red characters)→'Raishin', square (white characters)→ ‘Fumoto no sato', square 
(red characters) →

‘Yoshinoyama', square (red characters) →'Katsushika', square (white charac­
ters) →

‘[Mt. Fuji]', square →
‘Hyaku', square (white characters) 

(4) It is possible to narrow down the chronology even further based on the progressive
losses and wear to each seal 

(5) In �etermining the authenticity of Hokusai's paintings the comparison of seals is fairly
effective. (By genuine painting I mean those works on which Hokusai applied the seal himseif 
or authorised someone else to apply it). 

7. Problems/topics for further study
(I) ls these a seal used by Hokusai in his early'Sori' period?
(2) ls the reading of the square, white character seal now known as'Katsushika'correct?

�ow should we regard those works that bear a'Katsushika' seal different from Type One? 
I! for the sake of argument we accept only the Type One seal, then we are only Iefi �ith the 

'[Mt. Fuji]'seal for the period Tempo 5 (1834) to Koka 3 (1846) and the number of extant works 
from this period becomes extremely small. We should take account of any'Katsushika'seal(s) 
that are impressed on Hokusai's letters. 

(3) What happened to the seals after Hokusai ceased to use them?
(4) Was'Kim6dasoku' the only seal to be ceded to a pupil?
(5) Are all works that bear correct seals to be considered genuine? Are all works that bear

false seals to be considered fakes? How should we consider the issue of Hokusai's studio? 

8 . References
Kaneko Fusui, et al. Nikuhitsu Katsushika Hokusai. Mainichi Shimbunsha
Nagata Seiji. Hokusai bりutsukan. 5 vols. Shueisha

. ·�atsushika Hokusai nikuhitsu kansh6 (1-48)', Kobりustu nos. 71-105 (1984-93) 

. 'Katsushika Hokusai nikuhitsu kansh6 (49-55)', Hokusai-kenkyiJ nos. 16-19 
(1994-95) 

.'Hokusai kenkyii no gen dankai - botsugo 140-nen o mukaete', Kobりu/su 91 
(1989) 
Jack Hillier. The Art of Hokusai in Book 1/{ustration. Sotheby's 
Ukiyo-e shiJka: Freer Gallery of Art. Shogakkan 
Theodore Bowie, ed. The Art of Surimono. Indiana University Art Museum, 1979 

(Translated by Timothy Clark) 
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な
り
ま
し
た。

な
と
ま
ど
い
は、

そ
の
当
時、

東
洋
美
術
に
関
心
を
持
つ
一
般
の
人
々
や
勉

強
を
始
め
て
聞
も
な
い
学
生
た
ち
の
間
の、

も
っ
と
も
大
き

n

本
美
術
と
111

川
美
術
の
区
別
が
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
し
た。
つ
ま
り、

IJ
本
の
絵
凹、

彫
刻
は、

仏
教
的
な
題
材
に
し
ろ
tit
俗
的
な
も
の
に
し
ろ、

お
お
む
ね

は、

中
国
か
ら
派
牛
し
た
も
の
だ、

と
一
般
的
に
い
わ
れ
て

い
た
の
で
す。

西
洋
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
美
術
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
と
い
え
ば
ほ
と
ん
ど
は、

浮
枇
絵
版
両、

根
付、

印
篭、

歩
を
歩
み
だ
し

お
お
い
に
美
術
史
的
関
心
を
抱
く
よ
う
に

ル
芙
術
館
に
戻
っ
た
の
で
す。

H
本
芙
術
の
理
解
へ
の
第

と
伴
に
学
ぶ
と
い
う
豊
か
な
経
験
を
得
て、

米
田
の
シ
ア
ト

）
と
に
な
り、

沢
山
の
美
術
品
を、

じ
か
に
11
本
の
5
門
家

年
間
に
わ
た
り、

11
本
美
術
の
輻
広
い
セ
ミ
ナ
ー
を
受
け
た

将
校
と
し
て、

H
本
に
滞
在
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す。

H
Q)
の
市
民
情
報、

教
育
部
の
芙
術・
記
念
物
部
門
の
文
民

私
が
本
格
的
に
11
本
美
術
を
研
究
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は、
い
ま
か
ら
几
十
年
ほ
ど
前、

辿
合
駐
留
市
総
司
令
部
(
G

前
コロ

講
演
記
録

「
日
本
美
術
の
芸
術
的
想
像
力」

こ
れ
を
始
ま
り
と
し
て、

日
本
美
術
の
公
飾
様
式
と
い
う

る
と
い
う
こ
と
で
し
た。

狩
野
派
の
絵
画
そ
し
て
時
代
か
下
が
る
仏
像
で
し
た。

派
の
絵
画
と
仏
像
は、

大
体、

館
で
み
ら
れ
る
も
の
で
し
た。

狩
野

い
く
つ
か
の
大
都
市
の
美
術

美
術
館
で
の
仕
ボ
の
か
た
わ
ら、

私
は
シ
ア
ト
ル
の
ワ
シ

ン
ト
ン
大
学
の
客＂
只
教
授
と
し
て
芙
術
史
の
勉
強
を
始
め
た

ば
か
り
の
学
生
た
ち
を
教
え、

ま
た
n

本
芙
術
と
中
国
共
術

の
述
い
を
明
ら
か
に
で
き
る
も
の
を
引
き
出
そ
う
と
し
ま
し

た。
こ
の
こ
と
は、
『
美
学
と
美
術
批
評』
ニ
一
巻
の
一
号、
と

い
う
学
術
雑
誌
に
発
表
し
た「
H
本
と
中
国
芙
術
の
対
比」
と

い
う
論
文（
註
1)
に
ま
と
め
ま
し
た。

H
中
対
比
の
例
か
ら
明
ら
か
と
な
っ
た
の
は、

H
本
美
術

の
い
く
つ
か
の
様
式、

と
り
わ
け
琳
派
そ
し
て
陶
磁
器
の
装

飾
に
み
ら
れ
る
要
索
で
す。

そ
れ
は、

ニ
ト
世
紀
初
め
の
四

半
祉
紀
に
マ
チ
ス
や
ピ
カ
ソ
等
の
作
品
に
み
ら
れ
る、

よ
い

怠
味
で
の
装
飾
的
な
特
徴
に
通
じ
る
も
の
で
す。

加
え
て
特

箪
で
き
た
の
は、

n
本
の
画
家
が
説
話
的
な
主
辿
を
描
く
楊

合、

中
国
の
画
家
よ
り
も
は
る
か
に
情
熱
を
注
い
で、

や
紡
い
を
表
わ
そ
う
と
し、

講
師
11
シ
ャ
ー
マ
ン•
E・
リ
ー

風
剌
的、

動
き

戯
画
的
手
法
を
用
い

こ
の
講
浙
会
は、
十
月一
H
か
ら
十一
月
卜
六
n
ま
で
開
催
さ
れ
た
聞
館

一
間
年
記
念
展「
珠
£
の
＂
＊
芙
術

ーー
細
兄コレ
ク
ションの
全
貌
と
ポス
ト

ン、
ク
リ
ー
プ
ラ
ン
ド、
サッ
ク
ラ
ー
の
話
起
作」
に
あ
わ
せ
て
企
圃
さ
れ
た。

ぷ
帥
の
リ
ー
団
士
は、
ア
メ
リ
カ
の
ク
リ
ー
プ
ラン
ド
美
術
館
の
元
館
K
で、

中
国
絵
画
史
の
権
威
と
し
て
知
ら
れ
る
が、
M
時
に
第
二
次
大
戦
後の
H
本
滞

介
を
通
じ
て
H
本
美
術へ
の
追
詣
を
深
め
ら
れ、
苫
苫’,Japanese
Decora,
 

tiv
e
 Ar
t

及

ぴ上^

Re
flec
tions
o
f
 Real
i
t
y
 in
 Ja
panese
 /\r
t"
 

!l、
H

本
芙
術
の
特
質
につい
て
の
博
上
の
長
年
の
名
察
が
ま
と
め
ら
れ
てい
る。
lUlじ
u

はい
ず
れ
も、
最
近
あ
ま
り
み
ら
れ
な
く
なっ
た
欧
米
の
美
術
史
家
に
よ
る
lJ

木
芙
術
の
特
骰
論
と
し
て
独
自
の
価
伯
を
持つ
も
の
で
あ
る。
今
圃
の
講
演
は

さ
ら
に
広
が
り
深
まっ
た
氏
の
11
木
又
術
観
が
披
露
さ
れ
た
も
の
て、
博
上
の

A
本
で
の
講
涸
は
こ
れ
が＂血
初
で
も
あ
り、
二
F
0
名
近
く
の
聴
衆
が
参
加
し

、

J

o当
II
の
通
訳
を
中
国
絵
画
史
の
小
林
宏
光
教
授
に
依
頼
し
た。
本
秘
は、

リ
ー
博
上
の
歴油
原
松
の
小
林
教
授
に
よ
る
翻
訳
で
あ
る。

＊
一
九
几
六
年
十
JI
二
十
じ
R
⑪

於
千
菜
市
芙
術
館
講
堂
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す。 っ
て、

仏
教
は
様
々
な
宗
教
観
を
生
み
出
す
こ
と
に
な
り
ま

虔
な、

お
そ
れ
と
驚
き
に
み
ち
た
複
雑
な
教
義
の
展
開
に
よ

考
え
が
発
展
し、
一
九
六
一
年
の
ク
リ
ー
プ
ラ
ン
ド
芙
術
館

と
シ
カ
ゴ
美
術
館
で
の
展
唸
会
の
主
題
に
な
り
ま
し
た。

H

本
側
の
好
怠
で
行
し
出
さ
れ
た
作
品
を
含
む、
一
七
六
点
の

様
々
な
芙
術
品
が
展
示
さ
れ、

日
本
の
芸
術
家
た
ち
に
よ
っ

て
生
み
出
さ
れ
発
逹
し
た
装
飾
技
法
が、

平
安、

桃
山、

江

戸
時
代
を
中
心
と
し
て、

幅
広
く
紹
介
さ
れ
た
の
で
す。

そ
こ
に
は、

コ
ラ
ー
ジ
ュ、

劇
的
な
非
対
称
構
図、

移
動

す
る
複
雑
で
反
具
象
的
な
意
匠
や
文
様、

建
築
や
風
製
の
図

式
的
な
空
間
の
表
現
が
み
ら
れ
る
わ
け
で
す。

よ
い
怠
味
で

大
胆
な、

お
も
い
き
っ
た
色
彩
の
介
在
は、

装
飾
様
式
に
不

可
欠
で
あ
り、

浮
惟
絵
版
画
に
基
盤
を
与
え
る
も
の
で
し
た。

さ
ら
に
浮
世
絵
版
画
は、

十
JL
世
紀
末
か
ら
ニ
ト
世
紀
初

頭
の
印
象
派
お
よ
び
後
期
印
象
派
の
西
洋
の
画
家
た
ち
の
目

を
見
開
か
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す。

長
い
間
日
本
の
伝
統
と

し
て
生
き
続
け
て
き
た
美
術
様
式
が、

西
洋
美
術
が
革
新
的

な
変
化
を
始
め
る
時
機
に
海
を
わ
た
る
や、

近
代
化
の
或
い

は
現
代
化
の
た
め
の
杵
想
の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
の
で
す。

「
H
本
美
術
と
中
国
美
術
の
対
比」
の
研
究
に
始
ま
り‘

そ

こ
で
多
少
は
好
奇
心
を
み
た
し
た
の
で
し
た
が、

以
後、

私

は
装
飾
的
な
美
と
は
別
に、

い
わ
ゆ
る
写
実
ヽ七
義
或
い
は
現

実
主
義
に
大
き
な
関
心
を
寄
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す。

そ
れ

は、

風
剌
そ
し
て
風
俗
と
い
う
形
で、

日
本
美
術
に
い
つ
も、

繰
り
返
し
現
わ
れ
る
表
現
上
の
特
竹
で
す。

こ
う
し
た
写
実

或
い
は
現
実
的
表
現
を、

徹
底
し
た
或
い
は
極
端
な
方
法
で

実
現
す
る
の
は、

い
か
な
る
場
合
も、

決
し
て
中
国
美
術
に

術
的
で、

し
か
も
ユ
ー
モ
ア
に
あ
ふ
れ、

説
得
力
の
あ
る
も

の
で
す。

先
生
は、

装
飾
性
と
写
実
性
と
い
う
二
つ
の
特
質

に
加
え、

遊
戯
性
と
い
う、

U
本
美
術
の
第
三
の
特
質
を
提

示
さ
れ
た
の
で
す。

そ
れ
は、

明
ら
か
に
H
本
美
術
の
大
き

な
特
殊
性
で
あ
る
と
思
い
ま
す。

こ
の
遊
戯
性
と
い
う
考
え

方
に、

H
本
美
術
の
さ
ら
な
る
特
質
を
発
掘
し
よ
う
と、

私

そ
こ
で、

本
題
に
入
リ
ま
す。

本
H
の
発
表
の
H
的
は、

米

迎
図
と
茶
の
湯
と
い
う
も
の
を
通
し
て、

H
本
美
術
の
新
た

な
理
解
を
深
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す。

説
得
性
の
あ
る
議

論
に
よ
っ
て、

そ
う
し
た
理
解
の
一
助
と
し
た
い
の
で
す。

来
迎
図
の
美
的
独
自
性

仏
教
は
他
の
い
か
な
る
侶
仰
よ
り
も、

表
現
内
容
が
多
彩

な
図
像、

図
様
を
持
ち、

深
い
宗
教
的
感
梢
を
有
す
る
も
の

で
す。

原
初
の
仏
教
の
修
行
に
み
ら
れ
る
厳
格
さ
に
始
ま
り、

チ
ベ
ッ
ト、

中
央
ア
ジ
ア
そ
し
て
極
束
地
域
に
拡
が
る、

敬

こ
れ
は、

繊
細、

微
妙
な
教
義
に
も
と
づ
い
て
曼
荼
羅、

図

像
に
表
わ
さ
れ
ま
す。

歴
史
的
説
話
が、
Jfn主
人、

聖
職
者
す

な
わ
ち
僧
侶
そ
し
て
民
間
の
信
者
た
ち
に
よ
る
寄
進‘

協
力

で
具
体
的
に
絵
画
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す。

仏
画
や
仏

も
励
ま
さ
れ
た
わ
け
で
す。

を
改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た。

辻
教
授
の
論
文
は、

学

み
ら
れ
な
い
こ
と
で
す。

し
か
し、

方
の、

高
度
に
洗
練
さ
れ
た
芸
術
的
な
装
飾
的
特
質
と
の
均

衡
を
保
つ
も
の
で
あ
り、

両
者
が
現
わ
れ
る
時
代
も
ほ
ぽ
濯

な
り
ま
す。
つ
ま
り、

硬
貨
の
一
面
が
写
実
性
で
あ
り、

も

う
一
面
が
装
飾
性
で
す。

日
本
美
術
の
＂
写
実
主
義“
が
も
つ
意
味
は、

胆
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
簡
略
単
純
に
み
え
る
装
飾
的
側
面
と

は
迫
っ
て、

は
る
か
に
複
雑
で
す。

禅
宗
の
月
像
画、

浮
棋

絵、

花
島、

動
物
の
正
確
な
描
rそ

風
刺
画
や
戯
画、

西
洋

画
法
で
風
尿
画
を
描
く
試
み、

地
獄
絵
の
た
ぐ
い、

成
話
絵

巻
な
ど
を
み
る
と、
一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
複
雑
な
意
味
合

い
の
あ
る
リ
ア
リ
ズ
ム
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す。

そ
れ

は、

ど
の
よ
う
な
理
解
が
な
さ
れ
る
に
し
て
も、

簡
単
に
言

え
ば、

確
信
を
も
っ
た
で
き
得
る
か
ぎ
り
の
手
法
に
よ
っ
て

描
か
れ
て
お
り、

対
象
の
姿
形
に
た
い
す
る
襄
梵
な
関
心
の

現
わ
れ
な
の
で
す。

ク
リ
ー
プ
ラ
ン
ド
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
私
に
と
っ
て
の

二
回
目
の
展
覧
会
は、
「
n
本
美
術
に
み
ら
れ
る
現
実
の
反
映」

で
し
た。

し
か
し
な
が
ら、

写
実
性
と
い
う
主
題
の
複
雑
さ

と
古
代
仏
教
美
術
の
特
質
を
示
す
こ
と
に
は、

必
ず
し
も
成

功
し
た
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た。

-
JL
八
六
年
の
こ
と
で
す
が、

当
美
術
館
館
長
の
辻
惟
雄

先
生
の「
H
本
美
術
の
遊
戯
性」（
註
2)
と
い
う
御
高
論
を
拝
読

し
て、

世
界
の
美
術
に
お
け
る
日
本
芙
術
の、

特
別
な
役
割

教
彫
刻
が、

或
い
は
単
独
に
或
い
は
複
数
の
形
で
礼
拝
の
た

め
に
制
作
さ
れ、

神
型
な
教
義
や
如
米、

舒
蒔、

天
部
な
ど

も
ろ
も
ろ
の
仏
像
の
関
係、

日
本
に
お
い
て
は、

一
方
の、

大

天
上
の
そ
し
て
歴
史
的
な
場
所

が、

目
で
み
え
る
形
に
表
わ
さ
れ
ま
す。

仏
教
美
術
で
は
圧

固
的
に、

人
物
像
を
用
い
る
こ
と
が
多
く、

そ
れ
が
洗
練
さ

れ
た
具
象
的
な
表
現
に
よ
っ
て
発
達
し、

信
仰
の
並口
遍
的
な

性
質
と
力
に
よ
っ
て、

俯
侶
や
俗
人
た
ち
を
説
得
教
化
す
る

手
段
と
な
っ
た
の
で
す。

極
東
の
仏
教
の
図
像
や
凶
様
は、

イ
ン
ド
か
ら
中
央
ア
ジ

ア
を
経
て
中
国、

朝
鮮
へ、

さ
ら
に
海
を
わ
た
っ
て
両
国
か

ら
日
本
へ、

西
暦
五
七
五
年
以
前
に
伝
え
ら
れ
ま
し
た。

中

国
文
化
と
と
も
に
仏
教
は、

日
本
と
い
う
島
の
王
国
の
社
会

と
信
仰
に
変
化
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す。

寺
院
の
建
立、

仏
教
図
像
そ
し
て日
器
荼
羅
の
制
作
は
大
規

校
に
行
な
わ
れ、

建
築
家、

画
家、

彫
刻
家
た
ち
の
技
術
と

能
力
は、

す
で
に
五
0
0
年
以
上
の
経
験
を
も
つ
中
国
で
の、

中
国
化
し
た
仏
教
美
術
の
伝
統
に
直
接
触
発
さ
れ
る
形
で、

急

速
に
進
歩
し
ま
す。

そ
の
結
果、

初
期
の
A
本
の
仏
教
美
術

は、

隣
国
で
あ
る
中
国
大
陸
の
仏
教
美
術
に
習
い‘

校
倣
し

た
も
の
と
な
り
ま
す。

平
安
時
代
も
ト一
世
紀
と
な
る
と、

支
配
的
で
あ
っ
た
伝

統
的
な
仏
教
勢
力
が、

よ
り
ゆ
る
や
か
で
一
般
向
け
の、

当

時
の
末
法
思
想
に
応
え
る
一
面
を
も
つ
教
義
を
取
り・
人
れ
た

改
革
派
の
挑
戦
を
う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す。
I
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に
始
ま
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と
考
え
ら
れ
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木
法
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世
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中
に
は、

西
方
の
極
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ま
り、

法
華
寺
本
は、

本
来
来
迎
図
で
は
な
く、

後
に
三
輻

対
と
し
て
合
成
さ
れ
た
の
で
す。

仏
や
菩
薩
な
ど
が、

神
々
し
い
●―＝
に
囲
ま
れ、

さ
ま
ざ
ま

の
極
楽
に
い
る
様
子
は、

唐
時
代（
六
一
八
ー
九
0
七）
の
中

困
絵
画
に
よ
く
み
ら
れ、

中
国
西
北
部、

敦
灼
の
壁
両
に
主

な
迫
品
が
あ
り
ま
す。

例
え
ば、

第
三
ニ
ー
窟
の
咄
画（
図
2
)

に
は、

若
薩
た
ち
が
手
す
り
ご
し
に
兄
ド
ろ
し、

如
米
が
坐

像
の
二
菩
両
を
左
右
に
従
え、
小去
に
釆
っ
て
左
か
ら
右
へ
と

移
動
す
る
様
が
み
ら
れ
ま
す。

し
か
し、

そ
の
光
誤
は、

お

お
ま
か
で、

阿
弥
陀
の
信
者
を
西
方
の
極
楽
に
迎
え・
人
れ
る

と
い
う、

米
迎
の
考
え
と
は
結
び
つ
か
な
い
の
で
す。
さ
ら

に‘

敦
灼
の
極
楽
凶
で
は、

［
宮
の
よ
う
な、

左
右
に
廊
下

で
つ
な
が
れ
た
対
届
を
も
つ
殿
閣、

欄
千
を
も
つ
阿
廊
と
形

式
的
な
庭
が
描
か
れ
て
い
て、

当
麻
波
荼
羅
の
よ
う
な、

浄

上
曼
荼
羅
の
脱
型
を
示
し
て
い
る
の
で
す。

そ
こ
で、

平
等
院
鳳
肌
堂
の
両
面（
図
3
)

こ
そ
が、

米
迎
図

の
は
じ
ま
り
の
盤
を
に
ぎ
る
の
で
す。

そ
の
来
迎
の
楊
面
は、

大
和
絵
に
よ
り、

な
だ
ら
か
に
波
打
つ
緑
の
丘
や
松
が
繁
る

山、

色
付
い
た
落
菓
樹
や
花
咲
く
木
々
が
お
り
な
す
風
最
の

内、

外
に
描
き
表
わ
さ
れ
て
い
ま
す。

阿
弥
陀
と
そ
の
従
者

た
ち、

評
社
や
斉
楽
を
演
奏
す
る
天
人
た
ち
が
霙
に
釆
り、

斜

め
下
方
に、

僧
侶
に
付
き
添
わ
れ
た
死
が
近
い
念
仏
者
の
も

と
に'
lUl
か
っ
て
降
り
て
行
く
の
で
す。

米
迎
の
場
面
は、

俯

侶
の
源
信
が
JL

八
四
年
の
十一
月
か
ら
翌
年
の
四
月
の
聞
に

苫
わ
し
たr
往
生
愛
集』
の
記
述
に
基
づ
い
て
い
ま
す。

を
と
と
の
え
る
た
め
に
描
き
加
え
ら
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す。
つ

は
Ii
ト
年
或
い
は
そ
れ
以
ヒ
後
に、

米
迎
図
と
し
て
の
形
式

に
幡
を
も
っ
た
南
子
が
描
か
れ
ま
す。
た
だ
し、

は、

ト一
批
紀
前
中
に
描
か
れ
た
に
追
い
な
い
阿
弥
陀
よ
り

脇
の
二
幅

描
い
て
い
ま
す。

脇
の
一
幅
の
一
方
に
観
・竹
と
勢．．
 で、

他
方

な
り、

中
央
に
阿
弥
陀
の
姿
を
正
面
，回
き
に
礼
拝
像
と
し
て

ま
ず、

法
前
寺
の
凹
血
は、

大
き
さ
の
晃
な
る
三
幅
か
ら

じ
―
o
h．
二
年
制
作、

と
考
え
ら
れ
ま
す。

迎
の
場
雁
で
す。

後
者
は、

鳳
瓜
堂
の
洛
成
法
要
の
年
と
闘

治
の
f
等
院
鳳
凰
党
の
内
扉
に
描
か
れ
た
几
つ
の
果
な
る
米

年
1寸

に
あ
る「
阿
弥
陀
三
サ
持
幡
r

埠
�」
の
三
輻
対（
図
1)
と
字

n
水
に
お
け
る
米
迎
図
の
畝
も
1111
い
作
例
は

奈
良
の
法

描
か
れ
ま
す。

し
た
美
し
さ
で、

辿
築
に
し
ろ
風
穀
に
し
ろ
凹芸
か
な
光
殻
に

し
み
や
す
く、

我
々
を
迎
え
入
れ
る
よ
う
な
姿
と
校
を
つ
く

ま
す。

浄
上
宗
の
図
像
は、

法
然
の
布
教
il
的
に
そ
っ
て、

親

は、

繰
り
込
し
い
心
深
く
念
仏
を
叫`
た
る
こ
と
だ
と、
ビ
張
し

が
阿
弥
陀
と
西
方
極
楽
浄
上
に
つ
い
て
の
著
述
と
説
法
を
読

け、

救
済
を
符、

極
楽
に
い
た
る
た
め
に
唯一
効
果
的
な
の

ト
ニ
祉
紀
の
終
わ
り
頃、

法
然――
―
―
ニ―ー＿
ー

す
い
も
の
と
し
て、

ド
附
社
会
に
圧
倒
的
な
支
持
を
得
ま
す。

弥
陀
と
浄
卜
は、

あ
わ
れ
み
に
み
ち
た
直
接
的
で
わ
か
り
や

教
え
の
中
で
絶
対
的
な
什
在
と
な
リ、

そ
こ
で
北
か
れ
る
阿

r
段
と
し
て
打
効
と
な
り
ま
す。

浄
士
教
は

い
ろ
い
ろ
な

楽
浄
t
の、
E
窄
者
で
あ
る
阿
弥
陀
如
米
の
信
仰
が

救
済
の

忘
れ
て
な
ら
な
い
の
は、

鳳
凰
堂
の
建
物
と
こ
れ
を
水
面

ー
ぃ
か
に
い
わ
ん
や
念
仏
の
功
栢
り、

運
心
年
深
き
者
は、

命
終
の
時
に
臨
ん
で
大
い
な
る
喜
び
自
ず
か
ら
生
ず。

し
か

る
所
以
は、

弥
陀
如
米、

本
頻
を
以
て
の
故
に、

も
ろ
も
ろ

の
菩
社、

百
千
の
比
丘
衆
と
と
も
に、

大
光
明
を
放
ち、

皓

然
と
し
て
U
前
に
在
し
ま
す。

時
に
大
悲
観
世
音、

百
福
荘

厳
の
手
を
中
ぺ、

宝
蓮
の
台
を
さ
さ
げ
て
行
者
の
前
に
至
リ

た
ま
ひ、

大
勢
至
苦
社
は
無
批
の
聖
衆
と
と
も
に、

伺
時
に

讃
嘆
し
て
手
を
授
け、

引
接
し
た
ま
ふ。
こ
の
時、

行
者、

目

の
あ
た
り
自
ら
こ
れ
を
兄
て
心
中
に
歓
喜
し、

身
心
安
楽
な

る
こ
と
禅
定
に
人
る
が
如
し。

ー—（
石
田
瑞
歴
訳
注・
岩
波

文
府
本）

鳳
凰
党
の
米
迎
図
に
も
ど
る
と、

ら
出
た「
九
品
来
迎
図」
で
す。

す
な
わ
ち
九
種
類
の
米
迎
図

は、

念
仏
者
の
功
徳
の
多
在
に
よ
っ
て
米
迎
の
形
が、

九
通

り
に
規
定
さ
れ
る
こ
と
を
描
い
て
い
ま
す。

鳳
凰
堂
の
米
迎
図
の
保
存
状
態
は、

決
し
て
よ
く
な
い
の

で
す
が、

そ
の
俊
雅
で
繊
細
な
箪
使
い
は、

古
典
的
な
藤
原

美
術
の
様
式
を
要
約
し
て
伝
え
て
い
ま
す。

前
ね
て
い
え
ば、

「
九
品
来
迎
図」
は、

波
打
つ
丘、

リ
ズ
ミ
カ
ル
に
描
か
れ
た

緑
の
或
い
は
紅
葉
し
た
木
々
の
あ
る、

愛
ら
し
い
大
和
絵
に

よ
る
風
漿
の
中
に
描
か
れ
て
い
る
わ
け
で
す。
こ
う
し
た
表

現
卜
の
特
色
は、

鎌
＾れ
時
代
の
米
迎
図
に
受
け
継
が
れ
て
行

き
ま
す。

源
侶
は
次
の
よ
う
に
芦
い
ま
す。

図
1

そ
れ
は
九
品
往
牛
観
か

図
3

図
2
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す。
こ
れ
ら
が、

本
来一
組
の
作
品
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に

尿
都
の
禅
林
寺
の「
山
越
米
迎
図」（
図
7)
は、

阿
弥
陀、

観

図
7

る
海
を
挟
ん
で‘

迪
禁
に
西
方
極
楽
浄
t
が
描
か
れ
て
い
ま

し
く
礼
拝
像
的
な
趣
が
あ
り
ま
す。

絨
に
地
獄
と
地
上
の
様
子
が
描
か
れ、

中
尿
に
大
き
く
拡
が

こ
れ
か
ら
取
り
上
げ
る
二
点
の
山
越
米
迎
に
比
べ
る
と、

厳

屏
風（
図
6)
に
は

二
曲一
双
の
昇
風
が
付
屈
し
て
い
て、

前

あ
り
ま
す。
こ
の「
山
越
阿
弥
陀」
の
画
而
に
標
う
雰
囲
気
は、

二
面
か
ら
な
る
京
都、

金
戒
光
明
寺
の「
山
越
阿
弥
陀
図」

か
な
道
へ
導
く
儀
式
に
使
わ
れ
る
画
面
に
似
つ
か
わ
し
く
も

臨
終
の
床
に
あ
る
人
を、

悲
と
哀
れ
み
に
対
す
る
確
固
た
る
信
念
が
表
わ
さ
れ
て
い
ま

す。

そ
れ
は
ま
た、

安
ら
か
に
確

図
5

浄
土
に
生
ま
れ
変
わ
リ
た
い
と
い
う
舶
い
と、

阿
弥
陀
の
慈

批
に
加
え
ら
れ
た
の
で
す。
こ
の
色
紙
型
の
t日
に
は、

西
方

が
あ
り
ま
す
が

も
と
も
と
は
屏
風
に
な
か
っ
た
も
の
で
後

色
紙
型
の
古
は、

九
JL
四
年
に
源
信
が
井
い
た
と
い
う
伝
承

越
に
描
か
れ
て
い
ま
す。

観
音
と
勢
至
の
上
方
に
み
ら
れ
る

観
音
と
勢
至
若
涯
が
両
脇
に
つ
き
従
い

金
色
の
三
像
が
Ul

さ
ら
に、

阿
弥
陀
に
比
べ
て
小
さ
く
描
か
れ
た
半
身
像
の

図
6

く
守
っ
た
逍
徳
的
な
規
範
を
も
否
定
し
た
の
で
す。
た
だ
し、

）
の
過
激
な
考
え
方
で
は、

受
戒
を
拒
否
し、

法
然
が
固

図
4

に
ャ！
す
池、

そ
し
て
庭
園
自
体
が、

最
も
早
い
米
迎
の
形
の

例
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す。

建
築
と
し
て
も、

仏
像
と
し

て
も、

絵
画
と
し
て
も、

庭
園
と
し
て
も
で
す。
こ
の
実
物

大
の
西
ガ
極
楽
浄
土
は、

源
信
が
心
に
描
い
た
も
の
で
も
あ

り、

末
法
の
世
が
始
ま
る
時
に
作
ら
れ
た、

来
迎
中
の
来
迎

の
表
現
で
あ
り、

藤
原
粕
道
と
宮
廷
が
作
り
出
し
た
迫
存
す

る
峡"InJ
傑
作
な
の
で
す。

今
H
に
伝
わ
る
最
大
の
来
迎
図
は、

や
は
り
大
変
有
名
な

—
二
幅
対
で
す。

木
来
は
巨
大
な
一
幅
の
掛
軸
で
比
畝
111
の
安

楽
踪
に
伝
わ
り、
一
五
七
一
年
以
降、

高
野
山
の
有
志
八
幡

講
十
八
筒
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る「
阿
弥
陀
型
衆
米
迎
図」

（
図
4)
で
す。

高
さ
二
m
―
-
cm
に
お
よ
ぶ
大
画
面
は、

源
信

が
心
に
想
い
描
い
た
来
迎
に
匹
敵
す
る
複
雑
綿
密
な
構
成
で、

慈
悲
深
い
金
色
の
阿
弥
陀
如
来、

つ
き
従
う
快
活
な
菩
薩
や

楽
天
た
ち
の
姿
は
見
る
者
を
圧
飼
し
ま
す。

中
央
の
阿
弥
陀
は、

依
然
と
し
て
礼
拝
像
の
姿
で
正
面
を

向
い
て
座
り、
一
方、

先
に
伸
び
た
裳
の
上
に
は、
立
品暉
の

姿
が
あ
り
ま
す。

し
ば
ら
く
後
に、

よ
う
や
く
我
々
は、

ひ

か
え
め
に
風
穀
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
き
ま
す。

阿

弥
陀
の
下
方
の
湖
と
左
幅
の
左
下
に
大
和
絵
の
手
法
で
描
か

れ
た
秋
の
斤
と
谷
で
す。

鳳
凰
堂
の
米
迎
図
を
参
考
と
し
て

い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す。

と
こ
ろ
で、

十
二
llt
紀
の
来
迎
図
で
迫
存
す
る
も
の
は
わ

ず
か
で
す。

奈
良
の
長
谷
寺
の「
来
迎
図」
に
は、

鳳
凰
党
の

「
九
品
米
迎
図」
か
ら
の
大
き
な
進
展
は
あ
り
ま
せ
ん。

そ
の

親
髭
の
革
新
的
な
教
え
と
山
越
来
迎
の
間
に
は、

特
に
つ
な

が
り
は
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
す。

岡
崎
譲
治
氏
は、

そ
の
著
苫『
浄
七
教
両』（
註
3)
の
中
で、

山
越
来
迎
と
若
名
な
神
社、

特
に
熊
野、

那
智
大
社
と
の
関

わ
り
を
述
べ
て
お
ら
れ
ま
す。

文
献
迂
科
だ
け
で
は
な
く、

京

都
の
柑
モ
法
林
寺
の「
垂
迩
山
越
米
迎」
掛
軸（
図
5
)

(

-

―
ニ――

八
以
前）
が
あ
り
ま
す。

阿
弥
陀
が
一
人
で
那
智
山
の
上
に
芸

の
中
か
ら
半
身
を
み
せ、

樹
木
の
上
や
山
合
い
に
立
ち
現
わ

れ
て
い
ま
す。
こ
う
し
た
神
道
と
の
関
わ
り
は、

鎌
介
時
代

後
半
の
山
越
米
迎
図
の
特
色
で
あ
る、

仏
教
図
像
と
自
然
の

詩
的
な
調
和
を
説
明
す
る
の
に
布
効
で
す。

画
面
で
は、

型
衆
降
下
の
様
子
が
斜
め
正
面
向
き
に
画
面
を

右
上
方
か
ら
左
下
方
にr
lul
か
っ
て
描
か
れ
て
い
ま
す。
こ
の

形
式
と
古回
野
山
の
三
輻
対
の
正
面
向
き
の
形
式
は、

十
二
世

紀
と
十=-
tit
紀
前
半
の
鎌
倉
時
代
に
一
般
的
で
す。

米
迎
図
の
構
図
上
の
大
き
な
発
展
は、

つ
づ
く
L
十
年
間

に
お
こ
り
ま
す。

山
越
来
迎
と
早
来
迎
と
い
う
二
つ
の、

そ

れ
ぞ
れ
に
独
自
な
来
迎
図
が
生
ま
れ
る
の
で
す。

両
者
と
も

自
然
を
大
切
に
あ
っ
か
い、

米
迎
の
光
禁
と
等
し
い
重
み
で

描
く
点
が‘

極
め
て
H
本
的
で
あ
る
と
思
い
ま
す。
こ
の
点

で
は、

鳳
凰
堂
の
来
迎
図
の
画
家
の
創
意
工
夫
や
高
野
山
の

米
迎
図
に
示
唆
的
に
現
わ
れ
た
自
然
描
写
の
流
れ
を
う
け
て

お
り、

花
咲
く
春
や
紅
業
の
秋
が、

来
迎
そ
の
も
の
と
同
等

に
あ
っ
か
わ
れ
て
い
ま
す。
ま
ず、

山
越
来
迎
を
兄
て
み
ま

し
ょ
う。

山
越
米
迎
の
代
表
的
な
三
点
は、

す
べ
て
十
三
世
紀
後
半

の
作
で
す。

法
然
上
人
の
没
後(―
ニ
―
――)
か
な
り
後
の
こ

と
で
す
が、
一
屑
急
進
的
な
浄
土
真
宗
の
親
覺（―
-
七
三
ー

―
二
六
二）
の
時
代
で
す。

彼
は、

阿
弥
陀
の
無
限
大
の
慈
愛

は
あ
ら
ゆ
る
人
に、

善
悪
を
問
わ
ず
お
よ
ぽ
さ
れ
る
と
い
い

ま
す。

と
い
う
の
も、

未
法
の
惟
で
は、

誰
も
善
行
に
よ
っ

て
救
済
さ
れ
る
の
で
は
な
く、

た
だ
阿
弥
陀
が
祝
福
を
与
え、

人
は
こ
れ
を
受
け
と
め
る
だ
け
の
こ
と
で
西
方
浄
土
に
生
ま

れ
変
わ
り、

そ
し
て
物
質
的
な
批
界
に
戻
っ
て
く
る
の
で
あ

る、

と
親
髭
は
考
え
た
か
ら
で
す。

く
く、

付
屈
の
屏
風
は、

米
迎
図
に
あ
と
か
ら
加
え
ら
れ
た

の
で
し
ょ
う。

る
者
の
手
に
紐
を
結
ん
で、

こ
の
来
迎
図
は、

明
ら
か
に
臨
終
の
床
で
使
わ
れ
る
た
め

に
作
ら
れ
た
の
で
す。

五
色
の
絹
で
編
ん
だ
細
引
き
の
紐
の

実
物
が、

両
面
上
阿
弥
陀
の
合
わ
せ
ら
れ
た
両
手
の
と
こ
ろ

に
少
し
残
っ
て
い
ま
す。

付
き
添
う
僧
が、

臨
終
の
床
に
あ

阿
弥
陀
に
よ
っ
て
極
楽
の
方
に

引
き
寄
せ
ら
れ
る
感
じ
を
抱
か
せ
る
わ
け
で
す。
そ
し
て、

春

の
景
色
が
両
面
の
三
分
の
一
以
t
を
し
め、

高
野
山
の
来
迎

図
よ
り
は
る
か
に
広
く‘

低
い
丘
陵
が
大
和
絵
の
手
法
で
描

か
れ
て
い
ま
す。
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茶
の
湯
文
化
の
普
逼
性

音 、

勢
ゼ
の
居
る
場
所
と
動
き
に
つ
い
て 、

さ
ら
に
進
ん
だ 、

徴
妙
な 、

複
雑
な
構
成
と
な
り
ま
す 。

杯
の
尿
色
が 、

こ
こ

で
は
両
面
の
中
分
以
k
を
し
め
る
の
で
す
が 、

阿
弥
陀
は
山

の
背
後
に 、

特
莉
は
山
の
前
面 、

こ
ち
ら
側
に
流
れ
米
る
裳

と
と
も
に
描
か
れ
ま
す 。

四
反
土
が
小
さ
く
前
派
の
風
菜
の

両
側
に
現
わ
れ 、

中
央
の
ド

の
h
に 、

二
人
の
巫
チ
が
幡
を

も
ち 、

近
付
い
て
く
る
阿
弥
陀
の
先
触
れ
と
し
て
立
っ
て
い

ま
す 。

奥
行
の
表
現
が
進
歩
し 、

丘
陵
が
一
層
リ
ズ
ミ
カ
ル

に
な
リ 、

全
体
の
印
象
と
し
て
よ
り
叙
情
的
な 、

形
式
に
と

ら
わ
れ
な
い
画
面
と
な
っ
て
い
ま
す 。

梵
語
の
阿
と
い
う
字

が 、

真
匡
密
教
で
繰
り

返
し
唱
え
ら
れ
る
の
を 、

し
て
い
る 、

ほ
の
め
か

と
岡
崎
氏
は
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す 。

蔽
後
に
取
り
t

げ
る「
山
越
米
迎
図」（
図
8)
は
文
化
庁
の
所

符
に
な
る
も
の
で 、

大
阪
の
卜

野
清一
郎
氏
iU
蔵
の
作
品
で

す 。

山
越
米
迎
図
の
中
で 、

も
っ
と
も
型
に
は
ま
ら
な
い 、

詩

梢
あ
ふ
れ
る
画
面
で
す 。

阿
弥
陀
は
や
や
斜
め
向
き
で 、

ほ

ん
の
わ
ず
か
に
首
を
か
し
げ
て
い
ま
す 。

阿
弥
陀
に
つ
き
従

う
六
像
は 、

観
音 、

勢
ギ 、

地
蔵
の
三
苦
森
の
他 、

向
か
っ

て
ん
の
二
人
が
笛
と
太
鼓
を
浙
奏
し 、

向
か
っ
て
右
手
の
背

後
の
一
人
は
金
の
鉗
杖
を
持
っ
て
い
ま
す 。

こ
れ
ら
の
楽
人
た
ち
は 、

も
っ
と
大
規
校
な
品
野
山
の
米

迎
図
に
み
ら
れ
た
楽
人
た
ち
の
姿
を
息
い
起
こ
さ
せ
ま
す 。
ま

た千云
は 、

後
か
ら
前
へ
下
力
に
た
な
び
き 、

霧
の
よ
う
で 、

線

的
表
現
が
滅
っ
て
い
ま
す 。

全
体
的
に 、

よ
り
ソ
フ
ト

な
感

じ
で 、

繊
細
な
戟
金
の
装
飾
が
優
稚
さ
を
加
え 、

柔
ら
か
な

が 、

あ
ま
り
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す 。

山
越
米
迎
と
早
来

迎
で 、

米
迎
図
像
が
完
結
し
た
の
で
す 。

と
は
い
え 、

山
越

米
迎
と
早
来
迎
そ
し
て
そ
れ
以
前
の
米
迎
の
観
念
と
来
迎
図

を
生
み
出
し
た
宗
教
家
と
両
家
は 、

H
本
の
浄
上
仏
教
の
創

迅
性
を
に
な
っ
た
わ
け
で
す
し 、

宗
教
美
術
の
祉
界
に
大
い

な
る
貢
献
を
し 、

確
固
た
る
足
跡
を
残
し
た
の
で
す 。

米
迎
図
が 、

日
然
の
風
穀
と
仏
教
図
像
を
結
び
つ
け
た
独

自
の
世
界
を
作
り
出
す
こ
と
に
よ
っ
て 、
む回
度
で
特
別
な
芸

術
的
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
す
れ
ば 、

茶
の
湯
は 、

後
桃
の

H
本
文
化
に 、

ひ
と
つ
の
支
配
的
地
位
を
占
め
た
と
い
え
る

で
し
ょ
う 。

荼
の
湯
は 、

確
か
に
中
国
に
起
源
が
あ
り
ま
す
が 、

そ
れ

と
は
形
が
奥
な
り 、

誰
も
が
知
っ
て
い
る
口
本
独
特
の
芸
術

で
す 。

私
は 、

荼
の
湯
の
実
践
と
そ
の
哲
学
性
に
つ
い
て
は 、

か
ね
が
ね
f£
盾
し
た
感
情
を
持
っ
て
い
ま
し
た 。

し
か
し
な

が
ら

一
方
で
茶
の
湯
が
持
つ
文
化
的 、

社
会
的
意
義
と
荼

の
湯
の
た
め
の
道
具
を
中
心
に
多
く
の
芸
術
作
品
が
作
ら
れ

る 、

と
い
う
創
作
に
つ
な
が
る
側
面
を 、

認
め
な
い
わ
け
に

は
ゆ
か
な
い
の
で
す 。

礼 ．
い
中
期
以
降
か
ら
現
代
に
い
た
る 、

の
原
理 、

-·‘
�、汁ピ田＾

形
式
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
は 、

は
批
判
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が 、

後
世
の 、

荼
の
湯

あ
る
い

荼
の
湯
が
持
つ
社
会
的 、

し、

知
恩
朕
の「
爪
米
迎
図」
の
後
に
は 、

米
迎
図
発
展
の
余
地

山
や
毒
の
様
＋
を
整
え
て
い
ま
す 。

山
越
米
迎
の ｀

潜
在
邸

品
に
印
象
付
け
る
よ
う
な
暗
示 、

す
な
わ
ち
n
然 、

金
色
の

像 、

光
背
を
み
る
と 、

枠
嘉
堂
文
庫
美
術
館
の「
春
ll
曼
荼

羅」
な
ど
の
神
道
絵
両
を
想
い
だ
し
ま
す 。

111
越
米
迎
ほ
ど 、

自
然
の
風
栞
と
仏
や
菩
薩
の
姿
を
巧
み
に
と
け
こ
ま
せ
て 、

神

秘
的
な
家
教
画
と
す
る
例
は
ま
れ
で
す 。

山
越
阿
弥
陀
と
伺
様
に 、

11
然
と
仏
秤
歯
た
ち
を
組
み
合

わ
せ
る
極
め
て
炭
例
の
作
品
が 、

点
都
の
知
恩
院
の「
早
米
迎

図」（
図
9)
で
す 。

高
野
山
の
米
迎
図
の
伝
統
を
継
い
で 、

横
物

の
掛
釉
と
い
う
稀
有
な
形
態
を
と
り
ま
す 。
こ
れ
に
よ
っ
て 、

呑
尿
色
が
広
々
と
明
瞭
に
描
ャ：
さ
れ
ま
す
が 、

阿
弥
陀
と
習

廂
た
ち
は
通
常
の
米
迎
図
よ
り
も
小
さ
め
に
描
か
れ 、

画
而

を
斜
め
に
横
切
る
辿
や
か
な
降
下
と
大
き
な
動
き
を
表
わ
す

た
め
の
空
間
が
用
慈
さ
れ
ま
す 。

両
面
の
右
下
の
隅
に
は 、

棺
皮
在
の
家
の
中
に 、

迎
え
る
僧
が
座
り 、

は
る
か
上
方
に
は
ミ
ニ
ア
チ
ュ
ア
の
鳳

凧
党
の
よ
う
な
寺
眈
建
築
が
み
え
ま
す 。

花
咲
く

木
々 ‘

陰

欝
に
不乎
ん
だ
よ
う
な
斤
悛 、

た
な
び
く
白
雲
に
釆
っ
た
金
色

輝
く

聖
衆
が
お
り
な
す
対
比
は 、

視
党
的
な
刺
激
と
な
り 、

米

迎
の
ス
ピ
ー
ド

感
と
と
も
に 、

十
三
椛
紀
後
半
と
い
う
時
代

ら
し
い
画
面
で
あ
る
こ
と
を
ポ
し
て
い
ま
す 。

十
三
批
紀
後

半
と
い
え
ば 、

る
尤
冦
を 、

た
り
ま
す 。

武
力
と
神
風
で 、

紐
ゑ‘
を

11
タK

―
二
七
四
年
と一
―
一
八
一
年
の
二
度
に
わ
た

兄
ポ
に
幣
退
し
た
時
期
に
あ

美
学
的
な
慈
義
は 、

そ
の
創
作
性
に
お
い
て 、

極
め
て
正
要

で
す 。
い
ま
仮
に 、

江
戸
中
期
以
前
の
著
名
な
僧
侶 、

茶
人 、

武
上
や
指
導
的
立
場
に
あ
る
人
々
の
茶
の
湯
に
つ
い
て
の
言

葉
に
耳
を
傾
け
る
な
ら
ば 、

ま
た
仮
に 、

上
や
鉄
や
竹
で
作

ら
れ
た
諸
道
具
を
み
る
な
ら
ば 、

さ
ら
に
も
仮
に 、

十
四
世

紀
か
ら
十
七
世
紀
半
ば
頃
ま
で
の 、

荼
室
や
茶
庭
に
つ
い
て

の
記
述
や
実
際
を
考
え
る
な
ら
ば 、

こ
れ
ら
三
者
が 、

ま
さ

に
一
体
と
な
っ
て 、

理
に
か
な
っ
た
直
観
的
な
枠
組
み
を
構

成
し
て
い
る
こ
と
に
驚
き 、

敬
意
の
念
を
い
だ
き
ま
す 。

品

も
す
ぐ
れ
た
茶
の
好
み
は 、

個
性
的
で
見
ボ
に
統一
さ
れ
た

美
学
を
生
み
出
す
ば
か
り
で
な
く 、

美
術
と
文
化
の
基
本
を

学
ぶ
す
ぐ
れ
た
教
育
の
手
段
に
つ
な
が
る
と
恩
わ
れ
ま
す 。

荼
の
湯
は
ま
た 、

宅
町
後
期 、

桃
山
期 、

江
戸
初
期
に 、

当
時
の
権
力
構
造
や
朴
会
組
乱
の
中
で
発
屎
し 、

形
式
化
し

す
ぎ
た
上
辺
だ
け
の 、

特
殊
に
儀
式
化
し
た
も
の
と
も
な
っ

た
の
で
す 。

私
は 、

こ
の
よ
う
な
問
題
を
専
門
的
に
論
じ
る

つ
も
り
は
な
く 、

荼
の
湯
の
深
い
体
験
も
あ
り
ま
せ
ん 。

し

か
し 、

茶
の
湯
と
い
う
も
の
が 、

関
連
し
て
生
み
出
さ
れ
る

芙
術
品
の
制
作
に
決
定
的
な
彩
郭
を
及
ぼ
し 、

ひ
い
て
は
H

本
芙
術
の
創
造
性
に
寄
与
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は 、

さ
さ
か
の
慈
兄
を
持
っ
て
い
ま
す 。

と
こ
ろ
で 、

茶
と
茶
の
湯
の
起
源
は 、

中
国
に
あ
り 、

店

時
代
ま
で
に
は
発
展
し
て
い
ま
し
た 。

中
国
に
渡
っ
た
ll
本

の
俯
が
荼
に
つ
い
て
の
経
験
を
且口
き
残
し 、

帰
国
の
折
に
持

ち
帰
っ
た
の
で
す 。

中
国
の
禅
宗
寺
院
で
の
作
法
占 、

そ
れ

図
8
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は
喫
茶
の
方
法
も
含
む
も
の
で、

鎌
危
時
代
の
終
わ
り
ま
で

に
は、

H
本
の
禅
宗
の
祉
界
で
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り、

さ

ら
に
来
日
し
た
中
国
僧
に
よ
っ
て
広
ま
り
ま
し
た。

こ
う
し

た
点
に
つ
い
て
は、

ポ
ー
ル
・
ベ
リ
ー、

熊
倉
功
夫
編
『
日
本

の
茶』
(
-

九
九
四）
所
載
の、

村
井
康
彦
氏
の
r
茶
の
湯
の
発

展」
に
負
う
と
こ
ろ
が
多
大
で
す。

次
第
に
形
成
さ
れ
て
き
て

い
た
茶
の
湯
は、

豊
臣
秀
吉、

-

li
九
一

年
彼
に
よ
っ
て
自

害
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
千
利
休、

利
休
を
追
っ
て
一

六
一

五

年
に
逝
っ
た
占
田
織
部
等
の
時
代
に
完
成
し、

項
点
を
極
め

ま
す。茶

の
湯
に
関
す
る
豊
富
な
歴
史
的、

評
論
的
著
作
は、

中

国
絵
画
の
画
史、

画
家
伝
の
よ
う
に、

詩、

音
楽、

戯
曲
と

い
っ
た
他
の
芸
術
分
野
の
成
果
に
負
う
と
こ
ろ
が
大
き
い
の

で
す。

文
学
の
芸
術
論
は、

詩
の
分
析
に
始
ま
る
と
思
わ
れ、

中
世
の、

と
り
わ
け
応
仁
の
乱
(
-

四
六
七
—
ー

四
七
七
以

降）
の
頃
の
社
会
状
況
を
無
視
し
て
は
語
れ
な
い
も
の
で
す。

こ
の
当
時、

社
会
の
あ
ら
ゆ
る
階
脱
に
及
ん
だ
苦
難
や
荒
税

は、

都
か
ら
農
村
に
拡
が
り、

し
ら
け
た、

地
昧
な、

髪
欝

な
空
気`

欠
乏
感
や
喪
失
感
が
人
々
の
生
活
と
あ
ら
ゆ
る
行

動
に
支
配
的
と
な
り
ま
し
た。

喪
失
感
や
欠
乏
感
か
ら
生
ま
れ
る
簡
索
で
飾
ら
な
い
芙
し

さ
の
「
わ
び
」、

枯
れ
て
孤
独
な
「
さ
び
」、

そ
し
て
隠
さ
れ
た

奥
深
い
表
現
の
「
幽
玄」、

と
い
っ
た
考
え
方
は、

打
し
く、

苦

難
に
満
ち
た、

飢
え
た
社
会
が、

人
々
の
心
を
解
放
す
る
た

め
に
必
然
的
に
生
み
出
し
た
も
の
で
す。

禅
宗、

詩、

能、

そ

も
あ
っ
た
帯
院
造
り
の
全
所
の
茶
室
と
は
違
っ
て、

町
の
中

で
野
山
に
住
む、

と
い
う
感
じ
の
茶
室
を
作
り
出
す
の
で
す。

隠
れ
家
に
対
す
る
あ
こ
が
れ
は、

質
索
と
静
寂
を
本
質
と

す
る
も
の
で、

「
わ
ぴ
」
や
「
さ
ぴ
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ
て
表

わ
さ
れ
る
孤
独
感
は、

茶
の
か
も
し
だ
す
雰
囲
気
の
一

部
で

あ
り、

仏
教
で
い
う
稔
土
か
ら
離
れ
た
い
と
い
う
願
い
に
通

じ
ま
す。

茶
室
を
取
り
囲
む
庭
に
入
る
こ
と
に
始
ま
り、

茶

室
建
築
を
材
料
に
い
た
る
ま
で
観
伐
し、

茶
を
喫
す
る
と
同

時
に、

室
内
の
し
か
る
べ
き
と
こ
ろ、

特
に
床
の
間
に
飾
ら

れ
た
絵
や
書
を
楽
し
む
わ
け
で
す。

注
意
深
く
し
つ
ら
え
ら

れ
た
環
境
の
中
で、

こ
う
し
た
要
索
の
す
べ
て
が
一

体
と
な

り、

独
特
の
他
界
が
創
出
さ
れ
ま
す。

あ
る
意
味
で、

茶
の
湯
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
は、

ワ
グ
ナ

ー
の
楽
劇
の
よ
う
な
「
芸
術
の
結
合」
に
似
て
い
ま
す。

和
歌

や
能、

茶
道
具
そ
し
て
書
が
北n
き
添
え
ら
れ
た
絵
画
は、

ひ

と
か
た
ま
り
と
し
て
伝
統
と
感
受
性
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る

ペ
き
も
の
で
す。

茶
の
湯
が、

十
六
世
紀
末
か
ら
十
七
世
紀
初
め
頃
の
陶
磁

器
に
及
ぽ
し
た
影
靱
に
は、

驚
く
べ
き
も
の
が
あ
り
ま
す。

信

楽、

備
前、

伊
買、

丹
波、

越
前
そ
し
て
常
滑
な
ど
の
古
窯

は、

特
に
「
わ
ぴ
」、

「
さ
び
」
の
精
神
を
表
現
す
る
甕、

瓶、

森、

皿
節
を
制
作
し
ま
し
た。

し
か
し、

中
国
の
天
且
風
の
茶
碗
を
作
っ
て
い
た
瀬
戸
で

は、

茶
碗
や
水
指
の
新
様
式
を
考
案
す
る
に
あ
た
り、

茶
人

の
好
み
が
強
く
活
か
さ
れ、

成
果
を
あ
げ
ま
す。

ま
た
瀬
戸

し
て
続
く
荼
の
湯
は、

中
世
人
の
芙
学
と
忍
耐
強
い
研
究
心、

わ
び、

れ
る、

さ
ぴ
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
耳
葉
の
意
味
を
説
明
し
て
く

と
い
う
べ
き
で
し
ょ
う。

建
築、

造
園、

陶
芸、

生
け
花
の
美
学
と
荼
の
湯
に
関
わ

る
あ
ら
ゆ
る
芸
術
活
動
は、

こ
の
の
ち
急
激
な
新
展
開
を
み

せ
ま
す。

す
な
わ
ち、

秀
吉
が
天
下
を
統
一

し、

徳
川
家
康

か
こ
れ
を
つ
ぐ
と、

多
く
の
人
々
が、

再
び
翌
か
に
な
り
ま

す。

茶
の
湯
は、

支
配
隋
陪
や
商
人
た
ち
が
夢
中
に
な
る
に

つ
れ、

新
た
に
校
沢
な
派
手
な
楽
し
み
と
な
り、

物
灯
的
欲

翌
を
満
た
す
も
の
と
し
て
広
ま
り
ま
す。

茶
の
儀
式
は
続
き

ま
す
が、

時
代
の
変
化
に
伴
っ
て
変
質
す
る
の
で
す。

茶
室
建
築
も
次
第
に
姿
を
変
え、

小
さ
く
簡
索
で、

田
舎

屋
の
よ
う
な
性
格
を
帯
ぴ
た
も
の
と
な
り
ま
す。

大
き
な
梁

と
柱
を
組
み、

砧
昨
や
棺
皮
昨
の
屋
根
を
作
り、

木
造
の
外

壁、

土
壁
等
で
構
築
さ
れ、

明
ら
か
に
裳
家
の
建
築
を
真
似

た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す。

都
市
か
ら
離
れ
た
穂
れ
家
と
し
て

山
荘
と
よ
ば
れ
る
家
が、

小
さ
な
庭
と
と
も
に
建
て
ら
れ
る

わ
け
で
す（
図
10)。

で
す。

簡
潔
で、

茶
室
の
厳
格
な
室
内
は、

ミ
ー
ス
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ロ
ー
エ

の
「
よ
り
少
な
い
こ
と
が、

よ
り
多
い
」
と
い
う、

機
能
主
義

的
な
モ
ダ
ニ
ス
ト
の
言
薬
に
よ
っ
て
表
現
で
き
る
か
も
知
れ

ま
せ
ん。

事
実、

今
祉
紀
初
頭
の
モ
ダ
ニ
ス
ト
の
建
築
は、

害

院
建
築
や
茶
室
に
触
発
さ
れ、

応
用
も
し
た
ド
イ
ツ、

ア
メ

リ
カ
の
建
築
家
や
デ
ザ
イ
ン
論
に
深
く
影
曹
さ
れ
て
い
る
の

小
さ
く、

厳
し
い
建
築
様
式
が、

住
居
で

地
区
の
新
た
な
窯、

特
に
美
濃
は、

志
野
焼、

織
部
焼
と
い

っ
た、

繊
細
か
つ
大
胆
な
装
飾
性
を
特
色
と
す
る
作
品
を
生

産
し、

茶
の
湯
の
嗜
好
や
琳
派
の
装
飾
性
を
反
映
し
て
も
い

ま
す。釜

師
は、

も
と
も
と
武
器
や
武
具
を
昔
か
ら
制
作
し
て
い

た
の
で
す
が、

茶
人
の
要
求
に
応
え
て、
「
わ
び
」
の
精
神
を

こ
め
た
鉄
の
釜
を
作
る
よ
う
に
な
り
ま
す。

詩
的
な
感
党
や

含
蓄
を
彫
り、

鋳
出
し
て
釜
の
装
飾
と
し
ま
す。

ま
た、

茶

笑、

茶
杓
や
花
入
れ
は、

竹
の
芸
術
を
盛
ん
と
し
た
の
で
す。

こ
の
よ
う
に
荼
道
具
と
し
て
用
い
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
工
芸

品
に
は、

い
ず
れ
も、

簡
潔
で
自
然
な
感
じ
の
背
後
に、

高

度
な
技
術
或
い
は
製
造
法
が、

ひ
っ
そ
り
と
隠
さ
れ
て
い
ま

す。
茶
の
湯
に
関
わ
る
こ
う
し
た
事
柄
は、

H
本
の
社
会
で
は

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
す。

そ
れ
は、

く
し
て
茶
の
湯
を
始
め、

一

貰
し
た
規
律

あ
る
教
育
的
過
程
の
た
ま
も
の
以
外
の
何
物
で
も
な
い
で
し

ょ
う。

荼
の
湯
の
宗
派
ご
と
に、

学
習
方
法
は
制
度
化
さ
れ、

四
百
年
の
歴
史
を
持
つ
も
の
も
あ
り
ま
す。

そ
こ
に
は、

若

趣
味
と
し
て
楽
し
む
人
も
い
れ
ば、

逹
人
と
な
っ
て
生
涯
絞
け
る
人
も
い
ま
す。

こ
こ
で、

私
が
何
よ
リ
も
言
い
た
い
の
は、

茶
の
湯
の
教

訓
と
実
践
が、

H
本
の
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
而
に、

さ
ま
ざ
ま

な
形
で
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す。

と
り
わ
け、

索
材

や
物
の
芙
し
さ
に
対
す
る
こ
だ
わ
り
が
そ
う
で
す。

だ
か
ら

こ
そ
私
は、

日
本
人
か
今
日
も、

す
べ
て
の
民
族
の
中
で、

芸

図
10

妙
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Artistic Imagination of Japanese Art Dr. Sherman E. Lee 

October 27, 1996 
Chiba City Museum of Art 

As the concepts were the subjects of an exhibition at the Cleveland Museum of Art and the 
Art Institute of Chicago in 1961, Japanese Decorative Style, and the second exhibition of 1983 
in Cleveland, Reflections of Realty in Japanese Art, the two qualities, Decorative Style and 
Realism are clearly particular Japanese contributions in the visual arts. A third characteristic 
which was added by Professor Tsuji in 1986 is Playfulness, a stimulus was provided for searching 
for other such qualities, and it is my purpose here to attempt a convincing argument support­
ing two or more such contributions; the Raig6 in Buddhist Art and the Cha-no-yu. 

Buddhist deities residing in various Paradises in the heavenly clouds were common in 
Chinese depictions of the T'ang Dyanasty (618-907), principally in the surviving cave wall paint­
ings at Tun Huang in northwest China. But the scene is generalized and is not connected to 
the concept of welcoming the devotee of Amida to the Western paradise. The Hふふdo Raigos 
of the By6d6-in datable to I 053 are depicted above and in landscapes of a clearly recognizable 
Japanese type called Yamato-e (Japanese pictures) showing rolling green hills and mountains 
with pines and colored deciduous and flowering trees. Major innovations occur in the follow­
ing fifty years; two of them, strikingly individual, seem to me very Japanese in their embrace 
of nature as an equal partner in the Raig6 image. Seldom has landscape and figural icon been 
so seamelessly combined in a mystical image of a religious nature as in these Yamagoshi Raig6s 
(Amida Crossing the Mountains). The same combination of nature and deity is found in a most 
unusual Raig6 (Swift Raig6) in the Chion-in, Kyoto. The Yamagoshi Raig6s and the Haya Raig6 
completed the possibilities; but the achievements of the theologians and artists of these and 
earlier Raig6 conceptions and images were a major part of a creative surge in Japanese J6do 
Buddhism that remains a distinctive and maj�r contribution to the world of religio�s art 

If the Raig6 is a highly specialized contribution with its own ambiance of landscape-icon 
representation, the Tea Ceremony (Cha-no-yu) is a dominant part of later Japanese culture 
and, despite its ultimate and unformed origins in China, is a unique and well-known aspect 
of Japanese art. One cannot deny the status of the ceremony and the creative nature of the 
numerous works of art produced for their specific use in the ritual. At its best tea taste produced 
a remarkably unified aesthetic philosophy weighted in favor of individual standards and respon­
sibilities but also an effective instrument for positive education in the essentials of art and 
culture. I can comment on the ceremony's evident influence upon the production of art associated 
with tea and its contributions to creativity in Japanese art. In a way, the aims of Cha-no-yu 
are not unlike those of Wagner in his "union of the arts" (gesameltkunstwerk). 

All of this is well known at all levels of Japanese society and is the result of what can only 
be described as a thorough and disciplined educational process. From all aspects of society 
are touched by or exposed to the lessons and practice of tea in its various manifestations, espe­
cially concern for the aesthetics of materials and objects. This is why I believe the Japanese 
are, of all people, the ones still most concerned and skillful in artistic matters, especially in 
the modern world of commerce and "bottom line" attitudes. The question is, are there com­
parable artistic institutions in the West that are available for revival and development or can 
such an institution be invented? I think the latter is the only real possibility. 

Perhaps integrated ways of art are no longer possible within the modern technological­
financial culture. If we can recognize our need for art and artistic understanding within a com­
plete and fulfilling society, perhaps that particular need will be answered within the present 
public education programs. If not, perhaps a totally new way may appear. In this, Japan's original 
contribution of the tea ceremony to world art should be recognized as a particular and crea­
tive way to art 

術
的
な
こ
と
に
放
も
気
を
く
ば
り 、

技
術
的
に
優
れ
て
い
る 、

と
信
じ
て
い
る
の
で
す 。

商
業
的
な
利
益
追
求
が
優
先
す
る

風
潮
の
現
代
社
会
で
は 、
尚
更
そ
う
思
わ
れ
ま
す 。
世
界
の

新
し
い
文
化
状
況
に
変
化
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る

と
し
て
も 、

芸
術
は 、
H
本
の
社
会
に 、

よ
り
広
く 、

よ
り

深
く

浸
透
し
て
行
く
の
で
す 。

茶
の
湯
は 、

芸
術
教
育
の
場
と
し
て
日
本
で
は
機
能
し
て

い
ま
す 。
し
か
し 、
こ
れ
を
西
洋
に
移
し
て
活
か
す
こ
と
は

無
理
で
し
ょ
う 。
と
い
う
の
は 、

茶
の
湯
は 、

数
百
年
に
わ

た
っ
て
育
ま
れ 、

守
ら
れ
て
き
た 、

西
洋
に
と
っ
て
は
晃
文

化
の
所
産
で
す 。
問
題
は
む
し
ろ 、

西
洋
に 、

荼
の
湯
に
匹

敵
す
る
よ
う
な 、

再
生
と
発
展
に
役
立
て
得
る
芸
術
的
機
関 、

制
度
が
あ
る
だ
ろ
う
か 、

或
い
は
そ
の
よ
う
な
も
の
を
創
り

出
せ
る
だ
ろ
う
か 、
と
い
う
こ
と
に
あ
り
ま
す 。
そ
し
て 、

私

は 、

創
り
出
す
し
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す 。

多
く
の
人
が 、

ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
美
術
の
特
別

展
に
対
す
る
関
心
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ま

す 。
も
し
も 、
入
場
者
数
の
こ
と
を
い
う
の
な
ら 、

多
分
そ

の
通
り
で
す 。
し
か
し
な
が
ら ‘

入
場
者
と
は
兄
物
人
の
こ

と
で 、

右
往
左
往
す
る
観
衆
で
あ
り 、

彼
ら
は
見
る
だ
け
で

す 。
芸
術
の
実
践
に
参
加
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
す 。
彼
ら

に
は 、

茶
苑
や
茶
杓
の
味
わ
い
を
手
に
感
じ
た
り 、

茶
碗
の

心
地
よ
い
手
触
り
を
知
る
の
と
同
じ
で
は
な
い
に
し
ろ 、

そ

れ
ら
と
比
べ
う
る
よ
う
な
芸
術
的
体
験
と
い
う
も
の
を
想
像

す
る
こ
と
も
で
き
な
い
で
し
ょ
う 。

お
そ
ら
く 、

統
合
さ
れ
た
完
全
な
形
の
芸
術
な
ど
と
い
う

も
の
は 、

現
代
の
科
学
技
術
と
金
融
の
文
化
か
ら
は 、

も
は

や
作
り

得
な
い
の
で
し
ょ
う 。
し
か
し 、

わ
ず
か
に
f
兆
が

あ
る
と
し
て
も 、
ほ
と
ん
ど
予
想
不
可
能
な
発
見
や
発
明
も 、

歴
史
上
に
は
確
か
に
あ
る
の
で
す 。
ま
た 、

今
R
の
驚
巽
的

な
科
学
技
術
の
進
歩
に
は 、

そ
れ
な
り
の
慈
志
と
指'luJ
性
が

あ
り
ま
す 。
も
し 、

完
全
に
充
た
さ
れ
た
社
会
で 、

芸
術
と

芸
術
の
理
解
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
ら 、

そ
う
し
た
要
求
に

答
え
る
の
は 、

今
日
の
公
共
教
育
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作
り
方

か
も
知
れ
ま
せ
ん 。
そ
う
で
な
い
と
し
た
ら 、

ま
っ
た
く

新

し
い
別
の
方
法
が 、

大
い
な
る
想
像
力 、

思
考
力 、

努
力
と

不
屈
の
梢
神
に
よ
っ
て
出
現
す
る
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん 。
こ

う
し
た
こ
と
を
考
え
る
に
つ
け 、
H
本
の
茶
の
湯
は 、

特
別

な 、

創
作
的
な
芸
術
へ
の
道
と
し
て 、

世
界
の
芸
術
に
対
し

独
自
の
貢
献
を
す
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
な
の
で
す 。

註m
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裔
湖
の
生
涯
に
つ
い
て
は
孫
の
石
井
柏
亭
の
著
r
鷲
湖
及
鼎

湖』
の
記
述
を、
モ
に
み
て
い
く
こ
と
と
す
る（
註
1)。

鷲
湖
は
文

化
十
三
年（
一

八
一

六）、

下
総
金
堀
村（
現
在
の
千
葉
県
船

橋
市
金
堀
町）
の
農
家
に
生
ま
れ
た。

生
年
に
つ
い
て
は
典
説

が
あ
り、
r
千
葉
県
千
葉
郡
誌』
に
は、

文
政
元
年（
一

八
一

八）、

JL
月
一

日
と
伝
え
る（
註
2)。

父
徳
兵
衛
は
梅
中
と
号

し
箕
数
に
長
け
て
い
た
と
い
う。

父
は
葬
数
を
楽
し
み‘

姉

の
武
家
奉
公
は
行
儀
見
習
の
た
め
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら、

農

家
と
は
い
っ
て
も
春
ら
し
向
き
に
余
裕
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

う。

鳶
湖
は
次
男
で
幼
名
を
筆
三、

本
名
を
漸
造
と
い
っ
た。

鷲
湖
は
二
十
一
、

二
歳
の
と
き、

生
涯 鈴

木
鷲
湖
（
一

八
一

六
ー
一

八
七
0
)

は
下
総
に
生
ま
れ、

江
戸
で
活
錨
し
た
画
家
で
あ
る。

現
在
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ら

れ
た
存
在
で
あ
る
が、

谷
文
晶
一

門
の
画
家
と
し
て
そ
の
時

代
に
お
い
て
は
一

家
を
な
し
た
画
家
で
あ
る。

画
家
の
足
跡

を
た
ど
り、

同
時
に、

甜
末
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
文

人
画
の
状
況
に
つ
い
て
も
考
察
を
試
み
た
い
。

鈴
木
鵞
湖
研
究
（一
）

つ
ま
り
天
保
七、

八
年

（
一

八
三
六、

七）
頃、

駿
河
台
の
旗
本
識
田
家
に
奉
公
す
る

姉
お
た
き
を
頼
っ
て
江
戸
へ
出
た（
註
3)。

は
じ
め
小
間
物
屋

ち
ょ
う
ど
そ
れ
が
松
月

の
夜
店
を
出
し
た
り
し
て
い
た
が、

と
い
う
猪
口
画
を
描
く
絵
師
の
家
の
前
で、

絵
に
魅
せ
ら
れ

て
弟
子
入
り
し
た
と
い
う。

柏
亭
に
よ
れ
ば
松
月
は
浮
世
絵

風
の
絵
を
か
い
た
と
い
う。

そ
の
後
松
月
の
と
こ
ろ
で
知
り

合
っ
た
猪
口
こ
う
の
弟
子
に
な
っ
た。

猪
日
こ
う
は
谷
文
晟

の
弟
子
藤
森
文
亦(
-

八
一

三
？
ー
？）
で、

後
に
鵞
湖
を
文

昴
の
と
こ
ろ
へ

辿
れ
て
い
っ
た
と
い
う（
註
4)。

師
に
つ
い
て

は
奥
説
が
あ
り、

野
村
文
紹
の
『
谷
文
提
翁
之
記』
で
は、

文

晶
の
門
人
で
一

橋
家
の
絵
師
相
澤
石
湖
(
-

八
0
六
ー
一

八

四
一
）
に
師
事
し
た
と
す
る。

鵞
湖
は
神
田
佐
久
間
町
に
家
主
の
株
を
買
っ
て
住
み、

郷

里
か
ら
妻
を
迎
え
て
所
帯
を
も
っ
た。

妻
お
よ
し
は
島
田
村

（
現
在
の
千
葉
県
八
千
代
市
島
田）
の
出
で、

天
保
十
三
年

（
一

八
四
二）
に
は
長
男
悦
太
郎
が
生
ま
れ
て
い
る。

柏
亭
に
よ
る
と
裔
湖
は
は
じ
め
一

稔
と
号
し
て、

天
保
末

年
頃
は
一

商
と
鵞
湖
と
を
併
用
し
て
い
た
ら
し
い
。

な
お
現

在
の
と
こ
ろ
一

鷲
と
署
名
し
た
作
品
は
確
認
で
き
な
い
。

天

保
十
二
年
（
一

八
四
一
）
に
谷
文
晶
は
没
す
る
。

柏
亭
は
文
泥

伊
藤
紫
織
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「
鈴
木
務
湖

子
市
布
佐）
の
魚
問
尾
の
妹
を
後
友
に
迎
え
る。

同
年
の
作
品

に
「
税
一
七
孝
図」（
リ
ン
デ
ン
美
術
館
蔵）
が
あ
る。

明
治
三
年（
一
八
ヒ

0)

五
月
二
十
二
H、

死
去。

死
因
は

柏
序
に
よ
れ
ば
肺
労
の
た
め。

給
は
東
京
谷
中
一

釆
寺
に
現

什
し、

戒
名
は
寂
照
餃
整
湖
n

悠
居
士。

社
お
よ
し、

戒
名

集
善
院
妙
涙
H
持
大
姉
と、

K
男
悦
太
郎、

戒
名
翠
か
浄
完

信
上
と
と
も
に
非
ら
れ
て
い
る。

現
在
図
様
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
ニ
ト
数
点
の
作
品
は、

着

色
の
山
水
に
人
物
を
配
し
た
も
の
が
多
い。

他
に
は
集
を
主

に
淡
彩
を
施
し
た
窄
々
と
し
た
画
風
の
も
の
も
日
立
つ。

ま
ず
舒
色
の
山
水
に
人
物
を
配
し
た
作
品
を
兄
て
い
こ
う。

安
政
二
年
の
「
十
六
羅
淡
像
図」（
図
1)
は
蔵
福
寺
の
寺
伝
に
よ

る
と、

名
主
の
百
野
権
右
衛
門
が
寺
の
欄
間
に
掲
げ
る
た
め

に
制
作
を
依
頼
し
た
と
い
う（
註
7)。

裔
湖
は
画
中
に
中
国
北

宋
時
代
の
画
家
李
龍
眠（
李
公
麟、

の
両
法
に
な
ら
う
と
記
す。

そ
の
記
述
は
祈
色
の
羅
漢
像
で

あ
れ
ば
李
龍
眠
筆
と
す
る、

当
時
の
傾
向
に
よ
る
も
の
と
思

わ
れ
る。

図
像
的
に
は、

李
公
麟
以
前
に
さ
か
の
ぽ
り
う
る

沼
涼
寺
本
十
六
羅
漢
図
と
同
一
の
羅
漢
の
図
様
が
確
認
で
き

る。

何
ら
か
の
典
拠
が
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う。

た
だ
し、

桃

を
持
っ
た
西
王
祉
と
み
ら
れ
る
図
像
も
混
人
し
て
い
る。

背

梨
の
111
水
表
現
は
黒
を
基
調
と
し
て、

け
や
緑
を
ア
ク
セ
ン

作
品

誘
湖

1
0
四
JL
|
―
1
0
六）

の
晩
年一
、

二
年
師
事
し
た
と
推
察
す
る。

裔
湖
の
漫
箪
帖

に
『
随
窮
山
先
師、

聞
泉
抒
暮
橋』
と
超
す
る
図
が
あ
っ
た
こ

と
を
柏
亭
は
伝
え
て
い
る。

怪
湖
は
文
品
に
孫
弟
子
と
し
て

面
織
を
得
る
程
度
の
こ
と
は
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
が、

ど
の
程

度
教
え
を
う
け
た
か
は
不
明
で
あ
る。

嘉
水
元
年（
一
八
四
八）、

次
男
貞
次
郎
が
生
ま
れ
る。

貞

次
郎
は
石
片
家
の
養
子
と
な
る
が、

後
の
H
本
画
家
石
井
鼎

湖
で
あ
る。

嘉
氷
三
年（
一
八
Ji
o)
三
月、

熊
湖
は
名
義
上
上
分
と
な

ら
れ
て
き
た
ら
し
く、

同
年
刊『
江
戸
文
人
藝
園
一
装』
の
画

家
の
項
に「
外
神
田
佐
久
間
町

鈴
木
株
湖」
と
そ
の
名
が
み

え
る。

同
年
刊『
現
存
雷
名
江
戸
文
人
秤
名
附』（
二
編）
に
も

箪
力
の
達
者
は
人
の
し
る
通
り
み
る
み
る
江
戸

の
ひ
と
な
る
べ
し

極
上
々
吉
壽
八
百
五
十
年」
と
し
て
載
っ

て
い
る（
註
5)。

安
政
二
年(
-
八
五
Ji)
の
年
記
を
持
つ
「
十

六
羅
渓
像
図」
が
知
ら
れ
る
最
も
早
い
作
品
で、

現
在
千
菜
県

指
定
の
文
化
財
と
な
り、

東
庄
町
蔵
福
寺
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る。

同
年
の
「
山
水
図」（
個
人
蔵）（
註
6)
も
知
ら
れ
て
い
る。

安
政
四
年(
-

八
五
七）
刊r
安
巳
新
撰
文
苑
人
名
録』
に

「
画

ド
谷

鈴
木
膀
湖」
と
し
て
掲
載。

柏
亭
に
よ
れ
ば
翌

安
政
五
年(
-
八
五
八）
の
元
旦
に
仲
御
徒
町
に
転
居。

安
政
六
年(
-
八
孔．
八）
の
年
記
を
持
つ
作
品
が
「
樹
石
図」

（
静
岡
県
立
芙
術
館
蔵）
で
あ
る。

安
政
七
年(
-
八
仕
JL)
fll

r
安
政
文
稚
人
名
録」
に
「
画

名
雄
字
雄
飛

中
御

っ
て
御
徒
町
に
転
居
す
る。

こ
の
頃
か
ら
画
家
と
し
て
認
め

図
1

徒
士
町
山
下
ノ
方、

行
裳
ル
所

鈴
木
漸
造」
と
あ
る。

同
年

は
三
月
に
改
元
し
て
万
延
元
年
と
な
る
が、
「
武
陵
桃
源
図」

（
静
嘉
堂
文
庫
美
術
館
蔵）
は
万
延
元
年
の
年
記
を
持
つ。

同

年
刊
の
松
浦
武
四
郎
の
蒋『
石
狩
R
誌』
に
肱
文
を
寄
せ
る。

文
久
元
年(
-
八
六
一
）
か
ら
文
久
三
年(
-
八
六
三）
に
か

け
て、

日
本
の
神
仙
を
題
材
に
『
も
、
（
も）
の
た
ね』
と
題
し

て
小
冊
子
を
自
喪
出
版
し
た。
「
西
園
雅
集
図」（
千
葉
市
美

術
館
蔵）
は
文
久
元
年
の
年
記
を
持
つ
。

文
久
元
年
刊『
江
戸

現
在
廣
益
諸
家
人
名
録」
に
も『
安
政
文
雅
人
名
鉢』
と
同
内

容
で
掲
載
さ
れ
る。
「
救
蟻
図」（
千
葉
市
美
術
館
蔵）
は
文
久

二
年（
一
八
六
三）
の
年
記
を
持
つ。

文
久
三
年
刊r
文
久
文

雅
人
名
録』
に
も『
安
政
文
雅
人
名
録
E

と
同
内
容
で
掲
載
さ
れ

る。
「
双
鶴
街
明
珠
図．
孔
愉
放
亀
図」（
個
人
蔵）
は
文
久
三

年
の
年
記
を
持
つ。

元
治
二
年（
一
八
六
五）
の
年
記
を
持
つ
作
品
に「
黄
梁
一

炊

図」（
個
人
蔵）
が
あ
る。

翌
度
応
二
年(
-
八
六
六）
の
作
品
と

し
て
「
沿
陰
横
臥
図」（
サ向
岡
県
立
美
術
館
蔵）、
「
干
公
高
門

図」（
千
葉
市
美
術
館
蔵）、
「
劉
伶
図」（
平
凡
社
刊r
lit
界
文

術
全
集』
29
掲
載）
が
あ
る。

こ
の
年
卜
ニ
月
三
日
に
奥
原
晴

湖
の
披
露
の
疫
に
出
席
し
て
い
る。

殷
応
三
年(
-
八
六
七）
二
月、

よ
お
よ
し
死
亡。

伺
年
の

作
品
と
し
て、
「
混
耕
の
図」（
千
葉
県
立
美
術
館
蔵）、
「
双
鶴

街
明
珠
図」（
個
人
蔵）、
「
元
之
選
救
蟻
図・
双
鶴
衛
明
珠
図」

（
東
方
古
院
刊r
n
本
画
大
成』
10
掲
載）
が
あ
る。

明
治―
一
年(
-
八
六
JL)
頃、

布
佐（
現
在
の
千
葉
県
我
孫

ト
と
す
る。

文
晶
の
後
期
の
山
水
表
現
と
よ
く
似
た
雰
囲
気

を
持
っ
て
い
る。

羅
漢
の
領
の
表
現
も
ま
た
文
凡
の
表
現、

例

え
ば「
十
大
弟
子
図」（
済
松
寺
蔵）
と
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る。

万
延
冗
年
の
「
武
陵
桃
源
図」（
惟
嘉
堂
文
廂
美
術
館
蔵）
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謁
を、
モ
に
し
た
草
々
と
し
た
画
風
の
作
品
と
し
て
は、

安

と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
緑
行
を
施
し
た
田
園
風
禁
に
耕
作
す
る
人

物
を
描
い
て
い
る。

透
視
辿
近
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
の
は

こ
の
時
代
に
お
い
て
は
珍
し
く
も
な
い
が、

遠
穀
の
水
面
に

浮
か
ぷ
舟
ま
で
丹
念
に
描
い
て
い
る。

同
年
の「
双
鶴
衡
明
珠

凶」（
個
人
蔵）（
図
8)
は、

先
に
挙
げ
た
文
久
二
年
の
同
題
の
作

品
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
図
様
で
あ
る
が、

よ
り
墨
線
が
目
立
ち、

許
色
が
薄
く
な
っ
て
い
る。

岩
山
の
形
は
単
純
な
も
の
に
な

っ
て
い
る。

同
じ
く
慶
応
三
年
の
年
記
を
持
つ「
元
之
選
救
蛾

図・
双
鶴
衡
明
珠
図」
が
熙
川
寛
氏
蔵
と
し
てr
n
本
画
大
成』

10（
東
方
害
詫、
一
九
三
一
）
に
載
る。
「
元
之
選
救
蟻
図」
は

「
救
蟻
図」
と
同
じ
主
題
と
み
ら
れ、

図
様
も
ほ
と
ん
ど
同
じ

で
あ
る。

ま
た「
双
鶴
街
明
珠
図」
も
先
に
挙
げ
た
二
点
の
同

題
の
作
品
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
図
様
で
あ
る。

無
年
記
の
作
品
で
こ
の
存
色
山
水
人
物
の
グ
ル
ー
プ
に
入

る
の
が、
「
蜀
桟
道
図」（
千
葉
県
立
芙
術
館
蔵）（
図
9)
で
あ

る。
こ
の
作
品
の
図
様
は
文
昴
の
同
迎
の
作
品
と
も
よ
く
似

る
が、

文
晟
に
倣
う
と
い
う
よ
り
も、

そ
の
典
拠
と
な
っ
た

馬
元
欽
の
作
品（
ま
た
は
そ
の
摸
本）
に
接
す
る
機
会
が
あ
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い（
註
11)。
占
宜忠
人
物
の
種
類
が
多
い
の
は

「
武
陵
桃
源
図」
と
似
た
傾
向
で
あ
る。

政
六
年
の「
樹
石
因」（
図
10)
の
他、

無
年
記
の「
閣
菊
図」（
静

岡
県
立
美
術
館
蔵）（
図
11)、
「
通
草
図」（
静
岡
県
立
芙
術
館

蔵）（
翌
12)
が
あ
る（
註
12)。

同
様
の
画
風
で
も「
江
郊
鶴
巣
図」

（『
鷲
湖
及
鼎
湖』
挿
図）
や
炭
応
二
年
の「
劉
伶
図」（
平
凡
社

刊『
世
界
美
術
全
集』
29
掲
載）
は
中
国
人
物
を
主
題
と
す
る。

「
翌
隣
図」（
ナ
ー
プ
ル
ス
テ
ク
博
物
館
蔵）
も
果
線
の
目
立
つ

平
々
と
し
た
画
風
と
見
受
け
ら
れ
る。

安
政
二
年
の「
山
水
図」（
個
人
蔵）、

慶
応―
一
年
の「
清
陰

横
臥
図」（
静
岡
県
立
美
術
館
蔵）（
図
13)、

明
治
二
年
の「
楊

一
至
孝
図」（
リ
ン
デ
ン
芙
術
館
蔵）
は、

上
記
の
二
つ
の
画
風

の
中
間
と
い
え
る。
「
山
水
図」
は
図
様
の
上
で、

渡
辺
玄
対

が
所
持
し
て、

文
晶
が
模
写
し
た
藍
瑛
領「
山
水
十
二
幅
対」

図
8

図
12
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図
9

図
7

慶
応
三
年
の「
塁
耕
の
図」（
千
葉
限
立
美
術
館
蔵）（
図
7)
は

い
る
の
が
目
立
つ。

あ
る。

色
の
浜
淡
で
頻
に
陰
影
を
付
け
て
い
る
の
は
単
山
風

と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い。

細
部
の
描
線
が
ち
り
ち
り
し
て

描
写
の
特
徴
な
ど「
救
蟻
図」
に
近
い
作
品
で
あ
る。

う。

点
苔、

樹
皮
に
箪
を
重
ね
る
描
写
は
ほ
と
ん
ど
点
描
で

図
6

図．
孔
愉
放
租
図」（
個
人
蔵）（
区
4)
は
111
水
と
人
物
の
比
重

ら
み
て‘

鵞
湖
が
み
た
の
は
両
稿
の
方
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ

）
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い（
註
9)。

翌
年
の「
双
鶴
街
明
珠

題
の
作
品
に
な
ら
っ
た
も
の
で
あ
る（
註
10)。

遠
漿
の
描
写
か

＜
蟻
の
姿
に
何
ら
か
の
政
治
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
読
み
と
る

炭
応―一
年
の「
干
公
高
門
図」（
千
葉
市
美
術
館
蔵）（
図
6)

は、

鵞
湖
が
画
中
に
記
す
と
お
り、

ま
た
も
渡
辺
単
山
の
同

を
救
お
う
と
す
る
人
物
と、

間
に
合
わ
ず
に
溺
れ
死
ん
で
ゆ

念
で、

小
さ
な
蛾
の
頭
と
胴
体
ま
で
描
き
分
け
て
い
る。

蛾

と
近
い。

共
通
す
る
形
態
把
握
で
あ
る。

細
部
に
至
る
ま
で
描
写
は
丹

「
武
陵
桃
源
図」
に
関
係
な
い
モ
チ
ー
フ
が
混
入
し
て
い
た
の

峻
は
平
た
く
重
な
り
あ
っ
て
い
て、

先
の「
武
陵
桃
源
固」
と

内
の
絵
の
画
題
が
雪
中
騎
櫨
と
わ
か
る
よ
う
に
描
い
て
い
る。

図
5

緑
廿
の
点
苔
が
ぴ
っ
ち
り
つ
い
て
い
る
の
が
み
え
る。

岩
の

山
の
同
題
の
作
品
と
同
じ
図
様
で
あ
る。

画
中
画
で
あ
る
室

文
久――
年
の「
救
蟻
図」（
千
葉
市
芙
術
館
蔵）（
図
3
)

で
も、

文
久
元
年
の「
西
園
稚
媒
図」（
千
葉
市
美
術
飽
蔵）（
カ
ラ
ーロ

絵
参
照）
は、
古口
緑
111
水
で
は
な
い
が
緑
秤
の
色
が
ア
ク
セ
ン
ト

に
な
っ
て
い
る。

文
昴
の
同
題
の
作
品（
註
8)
を
屏
風
に
再
構

成
し
た
も
の
と
し
て
理
解
で
き
る。

茶
を
救
る
箪
子
の
姿
も、

文
品
の
別
の
作
品
に
典
拠
を
求
め
う
る。

下
ぶ
く
れ
の
丸
頻

で、
パ
ー
ツ
が
中
心
に
よ
り
が
ち
な
頻
の
表
現
は、

先
の「
十

六
羅
漢
像
図」
と
共
通
す
る
が、

鷲
湖
に
特
徴
的
な
要
索
を
増

し
て
い
る。

描
写
の
平
面
的
な
性
質
も
額
著
で
あ
る。

て
い
る。

の
モ
チ
ー
フ
や、

鹿
を
辿
れ
た
福
禄
舟
ら
し
き
姿
も
混
入
し

描
写
で
あ
る。

武
陵
桃
源
と
は
関
係
の
な
い
双
鶴
衡
明
珠
図

「
金
碧平日
緑
山
水
図」（
個
人
蔵）
を
よ
り
平
而
化
し
た
よ
う
な

を
用
い
た手日
緑
山
水
に
中
国
人
物
を
配
し
て
い
て、

文
凪
の

振
は
中
国
清
時
代
の
画
家
張
森
振
の
こ
と
か。

陵
線
に
金
泥

（
図
2)
の
画
中
に
は
張
保
振
を
模
す
と
記
さ
れ
て
い
る。

張
保

元
治
二
年
の「
黄
粟一
炊
図」（
個
人
蔵）（
図
5)
は、

渡
辺
半

図
3

図
2
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無
年
記
の「
瀑
布
孔
雀
悩」
がr
n
本
画
大
成』
21（
東
方
書

朕‘
-
JL
三
二）
に
叔
る。

図
版
か
ら、

果
を
基
湖
と
し
た
滝

と
岩
の
前
に
濃
彩
で
孔
雀
を
描
い
た
と
推
察
さ
れ
る。

他
に

類
例
の
な
い
画
題
で
あ
る
が、

水
流
や
水
際
の
地
面
の
表
現

は
採
湖
の
も
の
と
し
て
追
和
感
が
な
い。

画
風
と
し
て
は
杵

色
111
水
人
物
に
近
い
も
の
で
あ
ろ
う。

や
は
り
無
年
記
の「
高
隆
古
像」（
栃
木
県
立
博
物
館
蔵）

（
図
14)
は、

画
中
に
鷲
湖
が
記
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と、
ャ回
隆
古

に
よ
る，
11
圃
像
を
”J
し
た
も
の
だ
と
い
う。

怜
邪
は
集
で
と

る
が、

色
面
で
立
体
的
に
顔
を
表
現
し
て
い
る。

渡
辺
半
山

や
椿
椿
111
の
肖
像
両
の
描
法
を
よ
り
平
面
的
に
し
た
も
の
と

と
れ
る。

賤
湖
に
も
校
r！
と
は
い
え
川
像
両
の
作
例
が
あ
る

の
は
興
昧
深
い。

作
品
全
体
を
通
観
す
る
と、

河
野
元
昭
氏
の
占
葉
を
借
り

る
とr
典
拠
主
義」（
註
13)
と
い
え
る
傾
向
が
者
色
山
水
の
作
品

を
中
心
に
狐
行
で
あ
る。

画
中
に
典
拠
と
し
て
名
を
記
す
両

家
は「
十
六
羅
洪
像
図」
の
李
龍
眠、
「
武
陵
桃
源
図」
の
張
保

振（
張
保
辰
？）、
「
T
公
高
門
図」
の
渡
辺
iij
山
の
三
人
で
あ

る
が、

作
品
の
図
様
か
ら
谷
文
抽
を
典
拠
に
し
た
作
品
も
複

数
確
認
で
き
る。

文
祉
の
作
品
を
通
じ
て
の
叶
能
性
も
あ
る

師
の
作
品
と
い
う
典
拠
を
持
つ
こ
と
は
注
文
名
に
と
っ
て
哨

ま
し
く、

典
拠
と
同
芥
に
描
け
る
こ
と
は
絵
師
に
と
っ
て
誇

り
に
思
う
こ
と
こ
そ
あ
れ、

自
ら
を
恥
じ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
は
ず
で
あ
る。

現
在
兄
る
こ
と
の
で
き
る
登
湖
の
作
品
は
絹
本
杵
色
の
よ

く
描
き
込
ん
だ
作
品
が
多
い
が、

実
際
は
出
を
主
に
し
た
卒
々

し
た
画
風
の
作
品
を
か
な
り
多
く
残
し
た
で
あ
ろ
う。

悩
木

か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て
活
踪
し
た
他
の
南
圃・
文
人
両
の
画

9水

の
例
か
ら
類
推
で
き
る（
註
14)。

甚
画
会
や、

地
方
の
付
h

行
を
頼
り
に
す
る
遊
歴
な
ど
で
は
略
圃
風
の
作
品
を
絨
廂
し

て
い
た
と
み
ら
れ
る。

ま
た、

持
湖
は
江
戸
に
出
て、

江
戸
に
住
ん
で
活
動
し
た

が、

作
品
は
地
力
に
売
っ
た
も
の
も
多
か
っ
た
で
あ
る
つ。
r
怪

湖
及
鼎
湖』
に
藍
湖
の
絵
H
記
の
抄
録
が
の
る
が、

信
州、

越

後
柏
崎、

八
王
子、

上
州、

越
後
111
の
紛、

な
ど
に
住
む
人

か
ら
注
文
を
受
け
て
い
る。

悩
木
か
ら
明
治
に
か
け
て
文
人
画
が
大
変
盛
ん
で
あ
っ
た

こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る。
し
か
し「
つ
く
ね
T
山
水」
と

い
う
蔑
み
の
言
薬
が
常
に
つ
き
ま
と
い、

の
水
準
の
低
下
ゆ
え
に、

し
ば
し
ば
そ
の
絵

文
人
圃
は
哀
退
し
た
と
訊
ら
れ
る。

そ
し
て、

富
岡
鉄
斎(-
八
三
七
ー
一
JL
ニ
四）
を
低＂団
の
K

鈴
木
食
湖
の
位
牧
づ
け

1
幕
未•
明
治
の
南
画・
文
人
両
の

状
況
の
中
で

描
い
た
も
の
で
あ
る。

彩
で
描
い
た
も
の。
「
楊一
t
孝
凶」
は
故
卜
人
物
を
淡
彩
で

様
が
か
な
り
近
い。

ぶm
陰
横
臥
図」
は
山
水
人
物
を
黒
画
淡

水
図」（『
建
碑
記
念
文
柚
迫
堪
展
覧
会
図
鉢』
の
図
8
)

と
図

の
パ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
え
る。

直
接
に
は
文
乳
の「
楼
閣
山

が、

馬
元
欽
ふ血
瑛
も
典
拠
と
な
っ
て
い
る。

典
拠
が
は
っ
き

リ
と
あ
る
作
品
は
ヒ
点（「ャ阿
隆
古
像」
を
含
め
れ
ば
八
点）
で、

現
在
図
様
を
知
り
う
る
作
品
の
三
分
の
一
近
く
に
も
な
る。

典
拠
主
義
は
捨
湖
以
前、

す
で
に
文
化
文
政
の
時
代
に
明

ら
か
で
あ
っ
た。

と
は
い
え
典
拠‘
ゼ
義
の
中
身
も
ま
た
時
代

と
と
も
に
変
容
す
る。

古
典
を
利
用
す
る
こ
と
が
文
化
文
政

の
典
拠
t
義
の
原
則
で
あ
っ
た
ろ
う。

そ
れ
が、

ほ
ん
の
一

世
代
前
の
画
家
の
作
品
を
も
そ
っ
く
り
ま
ね
る（
多
少
の
変
更

を
加
え
る
に
し
て
も）
よ
う
に
な
る。

し
か
し、

単
に
画
家
の

レ
ペ
ル
が
総
じ
て
低
下
し
た
か
ら
揆
倣
を
繰
り
返
す
と
い
う

の
で
も
な
く
思
わ
れ
る。

そ
こ
に
は、

典
拠
を
持
つ
こ
と
そ

れ
日
体
に
価
仙
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る。

典

拠
を
持
つ
と
い
う
こ
と
か
一
種
の
プ
ラ
ン
ド
の
よ
う
な
価
値

が
あ
っ
た
と
がJ
え
ら
れ
る。

鵞
湖
の
場
合、

典
拠‘
主
義
の
傾

向
は
着
色
山
水
の
作
品
を
中
心
に
源
著
で
あ
る
が、

絹
本
で

労
力
も
画
材
の
伐
用
も
多
く
か
か
る
そ
の
よ
う
な
作
品
は
特

別
注
文
で
あ
っ
た
ろ
う。

典
拠
を
持
つ
こ
と
に
中ー
時
は
少
な

く
と
も
負
の
寇
味
は
な
か
っ
た
か
ら、

特
注
品
と
し
て
典
拠

を
持
つ
作
品
が
作
ら
れ、

求
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う。

中
国

の
画
家、

師
系
で
あ
る
若
名
な
画
家
谷
文
晶、

渡
辺
半
山
を

典
拠
と
す
る
絵
を
描
く
こ
と
は、

注
文
行
に
と
っ
て
咆
ま
し

い
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と、

鵞
湖
に
と
っ
て
も
否
定
的
な
意

味
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う。

伺
時
代、

例
え
ば
江
戸
琳
派

を
見
て
も、

浮
世
絵
を
兄
て
も、

何
人
も
の
絵
師
が
師
の
作

品
の
パ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
べ
き
作
品
を
生
産
し
て
い
る。

オ、

特
殊
な
例
外
と
し
て
取
り
上
げ
る。

近
年
は
奥
原
晴
湖

な
ど
も
例
外
の
な
か
に
含
め
ら
れ
つ
つ
あ
る。
し
か
し
鉄
斎

や
晴
湖
の
優
れ
た
才
能
は
品
め
る
と
し
て
も、

さ
ほ
ど
例
外

的
な
存
在
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る。

文
人
画
の
衰
退
は
水

準
の
低
下
に
よ
る
も
の
で
は
な
く、

社
会
の
変
化
に
よ
る
も

の
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う（
註
15
)。

氷
山
の
一
角
で
あ
る、

鉄

斎
や
晴
湖
が
あ
ら
わ
れ
た
の
は
文
人
画
全
体
の
隆
盛
が
あ
っ

た
か
ら
で、

仙
＊
か
ら
明
治
の
文
人
圃
は
令
体
的
に
も
っ
と

注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る。

文
人
両
で
も
特
に
文
凡
系
の
南
北
合
派
は、

明
治
期
の
画

境
に
旧
派
系
の
実
力
者
を
数
多
く
輩
出
し
て
い
る。
ま
た
南

北
合
派
か
ら
は
離
れ
て
ゆ
く
も
の
の`

ャ阿
柏
由一
は
文
址
の

係
弟
十
に
あ
た
る
吉
澤
因
庵（一
八
0
九
ー
一
八
八
几）
に
学

び、

歴
史
画
で
知
ら
れ
る
松
本
楓
湖
は
菊
地
容
斎
に
師
巾
す

る
前
に
は、

文
品
の
弟
子
で
あ
っ
た
佐
竹
永
海（一
八
0
三
ー

一
八
ヒ
四）
に
つ
い
た
時
期
が
あ
っ
た。

紅
末・
明
治
初
め
の

文
延
系
の
勢
h
は
か
な
リ
の
も
の
で
あ
り、

明
治
期
へ
の
彩

評
と
い
う
点
で
も
無
視
で
き
な
い
も
の
で
あ
る。

鵞
湖
の
周

辺
を
み
て
も、

務
湖
は
北
ガ
探
険•琢
の
松
浦
武
四
郎
と
の
交

遊
が
深
か
っ
た
が、

他
に
川
t
冬
伐、

秘
西
谷、

朴
木
南
淡、

杯
木
南
仰

川
崎
位
店、

渡
辺
小
作、

河
鍋
暁
斎、

柴
田＂必

兵
ら
も
松
浦
武
四
郎
の
紀
行し＂
に
挿
絵
を
寄
せ
て
い
る（
註
16
)。

揉
湖
も
そ
の
中
に
い
た
画
家
グ
ル
ー
プ
か
ら、

洋
画
の
先
駆

行
や
写
兵
の
先
駆
行
が
出
て
い
る
の
で
あ
る。

秘
未
か
ら
明
治
初
め、

内
国
勧
業
博
覧
会
の
よ
う
な
近
代

図
14 図
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て
い
き
た
い
と
り
え
て
い
る 。

る

こ
の
小
文
を
き
っ
か
け
に
さ
ら
に
湖
ぷ几
研
究
を
す
す
め

鈴
木
拷
湖
の
作
品
は
ま
だ
ま
だ
残
っ
て
い
る
と
f

想
さ
れ

る 。

什
在
を
知
リ
な
が
ら
も

湖木U
で
き
な
か
っ
た
作
品
も
あ

他
の＇
又
礼
派
の
両｛
水
の
状
況
を
あ
る
利
以
椎
測
す
る
こ
と
も

llf
能
で
あ
ろ
う 。

註m
『

択
湖
及
鼎
湖』
は
私
1ょ
版
と
し
て
人
11
八
り（ ．
几·
JL)
に
出
肋
さ

れ
た ．‘

f
紋
児
千
紋
郡"i』 、
T"
火
郡
教
fi
灸＂
只
会
紺 、
人
11
ト
h
り
tll

②
 

⑪

駿
河
台
に
が
敷
を
持
つ
訊
田，愁
は ｀
洪
IJI
信
長
の
弟
仏
勺」
の
四
男
品
Ill

弥
ー

郎
し
を
川
と
し 、
小
並＂ ＇叩
本
行
を
勅
め
る 、
r-
f
石
空氷
て
あ
る

5

社
な
文
介
は
野
村
文
紹
T
仕
に
け
名
を
兄
な
い 。
K
保
ー

1
版
仏

益
ぷ
家
人
名
鉢
に
名
が
の
る ，
柏・
や
に
よ
れ
ば
鵞
湖
よ
リ
三
つ
年
L
と
い
う
こ

と
で
あ
る

151

現
h
市
名
礼
い
文
人
ぷ
名
附
石
h
命
で
計
仙
付
け
を‘fT，
てい
る
比

粒
の
た
め
に
他
の
両｛
釆
の
＃
命
を
あ
げ
る
と 、＂
則
年
の
初
編
で
は ．
杯
木
111
返

四])
も
軋
相
と
関
辿
す
る
で
あ
ろ
う 。
黛
湖
は
炸
"
111111心和心
に
共
感
す
る
と
こ

ろ
か
あっ
た
ら
し
く 、
Jj
延
元
年
の「
も
も
の
た
ね」
で
は
神
武
尺nぃ
牛
品
の
地 、

霧
約
を
と
り
あ
げr
屯
国
」
と
く
リ
か
え
し
品
す
松
浦
武
四
郎
の
文
在
を
抄
鉢

し
てい
る 。
松
浦
武
四
郎
は
北
川
防
備
の
必
要
性
を
北い
た
北
Jj
探
検

｛生との

リ ｀
拷
湖
と
親
し
かっ
た 。

血

奥
匝
昭
湖
に
も
圃
じ
図
様
のr
T
公l"9
門
図」
が
あ
る 。
柏
江，
が
晴
湖
の

必
（

晴
菜
の
ふ
と
し
て
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と（
“
片
柏“]、r
奥
原
昭
湖」

r
中
央
又
術』
第
三
巻
第
ヒ
乃
南
画
研
究＂可 、

大
正
ヒ
年
し
JI) 、
晴
湖
は

捻
湖
の
弟
f
の
よ
う
な
存
在
だっ
た
こ
と
も
あ
る＇っ
し
い 。
父
遊
は
確
品
さ
れ

て
い
る
の
で 、
lul
じ
W
111
の
ド

図
を
兄
た
Ur
能
性
か
あ
る 。

仰

文
槌
の
作
品
は「EII
録
lIJ
水
血（
桟
道
紅
葉）」（
貨
t

又
術
館
蔵）
と

r
蜀
桟
必
l」（
個
人
蔵）

河
ff.
JC
昭
氏
に
よ
れ
ばr
蜀
伐
迅
図K
の
箱
＂り

に「
島 ．
JC
欽

蜀
伐
追
M

rナ
山
楼
文
札
甜
図

杖
翻」
と
あ
る
と
い
う（
河
野
瓦
昭『
谷
文
品 、
11
本
の

入
lfr
-
h
し 、

十
文
党 、

•
IL
八
じ 、
八o
g。

渡
辺
ポ
111
の
弟
f
f
ル
湘
点(-
八
0
ニ
ー
．

八
Jiしハ）
に
も「
蜀
伐
道

図」
が
嘉
水二＿
年
の
作
品
と
し
て
あ
り 、
画
中
に「
倣
馬 ．
JC
欽
W
店」
と
あ
る 。

梵
湖
の
作＂m
と
品
も
図
様
が
近
い 。

⑫

静
岡
県
t
美
術
館
所
成
の
鈴
木
岩
湖
の
作
品
は 、
明
治
年
間
に 、
東
床・

ll
"仕
り
で
必
＂^
帥
を
営
ん
で
父←
山
ド
液，＂（
1

．
八
八＇
八
I-

JL
四
1)
が
収

比
し 、
息
f
ilJ
ド ．

郎
氏
か→
括
対
附
し
た
111
ド一

郎
コ
レ
ク
ショ
ン
に
含
ま

れ
る
も
の
で
あ
る
111
ド

浪
古
は
詐
両
家
山
ド

新
太
郎
の
弟
で 、
新
太
郎
が
石

ル
柏
・ハ＇
と
女
流
か
あっ
た
こ
と
も
あっ
て
か 、
経
湖
の
作
品
に
は
令
て
係
の
柏“[T

の
紀
が
備
わっ
て
い
る 。
そ
の
う
ち「
油
”d
図」
のr
代
古
111
人
」
入
文
円
印
は
他

に
It
m
例
を
み
ない
が 、
代
湖
が
さ
ま
ざ
ま
な
印
を
In
い
た
こ
と
はr
怪
湖
及
鼎

湖
掲
栽
の
印
ボ
か
ら
も
わ
か
る（
た
だ
し「
曲
＂勾
図」
に
仙
Ill
す
る
fll
は
含
ま

れ
ない） 。「
凶
＂勾
図
」
は
略
両
瓜
の
も
の
と
し
て
代
湖
の
画
技
の
範
圃
内
と
みり

れ
る
の
で 、
現
時
点
で
は
窟
湖
の
作
品
と
し
て
扱
う
も
の
と
す
る 。

⑱

lur
"
Ic
昭r
光
琳
fi
tXI
の
枯
収」（
町
111
巾

ャりは
際
版
圃
入
術
館r
間

館
三
周
1
"̂

'

器箭
11
木
絵
両
と
圃
沿・
絵
子
本
＂」
図
鉢 、
i
几
JL
O
年

四
H)
に
J
し
く
定
義
さ
れ
て
い
る

閥

伺
じ
↑
に
4
ま
れ
てい
る
谷
IIt鵡
111(·
八一
六
ー一

八
几
JL)
の
nl
il

閲
か
れ
た
桜
安
全
で
は 、
f
JC
に
残
し
てい
た
晩
年
の
作
品
が‘
土
だっ
た
こ
と
も

あ
ろ
う
が 、
略
両
屈
の
も
の
か
か
な
リ
多
く
兄
ら
れ
た（・"9
岡
巾
必
術
館「
谷
＂

か
な
り
の
部
分
を
知
る
こ
と
か
で
き
る 。

灼
湖
の
画
業
か
ら

“[l.
Mi-·

兄
弟
か
出
て 、

伝 lnL
を ，IIL
し
た
狡
湖
の
両
又
は＇
＞
い

態
が
ほ
と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
の
に
比
べ
る
レ

係
に
石
井
柏

ぷ
た
ち
か 、

両
伝
穎
に
そ
の
名
を
伝
え
る
の
み
て
作
品
の
丈

こ
と
は
や
や
難
し
い

し
か
し
圃
時
代
の
他
の
文
延
派
の
画

大
圃｛
氷
と
は
い
え
な
い
鈴
木
択
湖
の
圃
人
を
明
ら
か
に
す
る

に
な
っ
て
い
な
い

。

そ
の
た
め
明
治
三
年
に
没
し 、

し
か
も

圃
を
め
ぐ
る
状
況
は

一

部
の
圃9
水
に
つ
い
て
し
か
UJl
ら
か

の
産
物
と
し
て
の
屎
笈
会
が
行
な
わ
れ
る
ま
で
の
時
代
の
絵

JL
fI
IL
1

年
沖

砥．
IL
り
ニ
ト
年 、
安
旧

苓具•
JL
u
fi
+
i
lnn
18
閑

林．
r
1 ‘
北
辺
ljl
ui.
T
ff 、
谷
文
兄．
F
1 、
巾
川
几
峨•
L
Ii
ir
な
ど 。

一
出
て
は 、
椿
柏
山
iLIL
U
九
卜

年 、・"9
久
片
古．
JL
百
年 、
竹
竹
水
海
jLJL

百
九
卜

年
l
島
林
斎．
JL
H
年 、
沢
令
英
泉•
干
年
歌
川
悶
国・
F

1
な

ど 。
合
体
と
し
て・
メ
涎
系
の
両
人
の
＂
値
か・
仙
め
て
あ
る
な
か 、
だ
湖
の
訂
仙

は
あ
ま
II."9
く
な
い

161
r

川
L
冬
化
と
そ
の
周
必」
展
図
仕（
長
ff
出
い
吊
た
中
舵 、

·
IL
几

（）
に
掲
載

⑦

蔵
似
寺
恨
が＂げ
柘
lt
ね
に
よ
る
と
口
伝
と
し
て
伝
え
ら
れ
てい
る
と
い
う

現
h
の
巻
f
公
と
な
る
几i
則
は'J
の
水
党
に
即
で
か
か
てい
た
小
守
は
大
保

ご
年（．
＇八

）
に
建
て
ら
れ
た
も
ll
だ
か 、
絵
の
1
汰
か
建
杓
に
あっ
てい
る

の
て
蕊
似
寺
の
た
め
に
描
か
れ
た
と
み
て
よ
い 。
注
文
名
を""
ff
権
右
衛
門
と

す
る
の
は 、
，＂

ff
仇
ん
衛
門
i氷
か
ら
俳
人
人
玲（
た`
K'）（
．

し‘ハ・
ダ
ー・

八ー一・ハ）
が
出
て
小
林
1

条
と
も
交
点
が
あ
り 、
ir一
ド
の
文
化
と
関
辿
か
あ，

た
人
物
と
し
て
息
い
浮
か
ぷ
た
め
ら
し
い 。

ほ
湖
4
人
か
fJI
市
を
た
し
な
ん
だ
か
ど
う
か
はし
L
か
で
は
な
い
K・バ（
現

船
ほ
巾
大
穴
北）
の
西
光
佐
ぱ
令
堀
のャ屯
蔵
院
と
lnJ
じ
く，＂
浜（
現＇八
千
代

市
占
橋）
の・u
協
年
の
木It
で 、
西
光
佐
に
は
鉄
湖
か
桧
を
描
い
た
こ
と
も
あ

る
が 、
114
光
氏
に
は
俳
人
介

心文
の
久（
、
し
八

？
ー

i
，

八・ハ・八）
の
な
が

あ
る
斎
社
そ
の
久
は
大
穴'
+11
柑
斧・
坪
jt．
令
堀．
n
幡
h
村
の
総
代
名
t

を
つ
と
め
た
介
社
安
兵
衛•
仄
の
出
で
あ
る ，
袋
湖
は
辻
P
に
住
み
な
か
ら
も 、

郷
り
の
h
か・ウ
大
を
迎
え
た
リ 、

郷
児
の
5
礼
に
仕
を
抽
い
た
リ
し
て
関
係
は

絞
い
て
い
た
の
文
，＂

引
侑
右
衛
門
家
と
は
俳
渚
を
媒
介
に
し
た
利
樹
川へ5
い

の
名
t
ど
う
し

ダ父
流
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い

ふ
状
にr
北
点
r
虻
郡
令
堀"3"
収
を
記
す
の
も
こ
の
什
品
た
け
て ，
郷
f

と
の
関
辿
を
う
か
が
わ
せ
る 。

181

中
肝
忠
k
郎
氏
lll"
域（
辻
碑 ，UL
念
文
品
ふ
＂・
展
関^
ェ
M
は

四） 、

祁
ふ
之
助
Jl
lll"
滅
祠
＂
3-
ハ） 、
団
琢
庖
Lc
lH“
城（
伺
n"
―
→

八）
の一
·

点
こ
の
三
点
は
ほ
ぼ
圃
じ
図
様
で
あ
る
文
況
の
1―

点
に
は
明•IH
の 、
お
そ
ら

く
は
北
州
あ
た
リ
の
仕
訓
の
影
符
が
う
か
か
え
る

191

位
人
に
は
虫
を
描
く
作
品
が
多
く
見
ら
れ
を
そ
の
う
ち
で
も
渡
辺
lil

山
のr
贔
魚
射」（
人
保
十一

平
こ

・ハ
四·
比
頃）
は 、
中 ー
時
の
H
木
を
妥
点

し 、
海
防
息
想
を
あ
ら
わ
し
た
作
品
と
E
え
ら
れ
てい
る(
n
比
引
分
男『
渡
辺

iil
111
秘
め
ら
れ
た
海
肋
忠
忠』 、
ペ
リ
か
ん
社 、

·
IL
九
四
ir
し

rin)
;
"

＋
南
漢(

;t
lL
lL
ー
1

，八
し
八）
のr
虫
合
戦
M」（
嘉
水
し
年[
:八
h

t贔
111
IA」
図
鉢 ‘
,

JL
IL
六
年
IL
H)

奥
椋
帖
湖（ ．
，ハ

三
し
ー ：

JL
-
三）
に
も
略
両
凪
の
作
品
は
多
々
兄・ウ

れ
る（
古
ioJ
歴
史
団
物
館「
奥
原
昭
湖
」
辰
図
鉢 、
一
九
几
六
年
|

ll) 。

怜
椿
山
門
ド
で
も
あっ
た
秘
111
谷（一
，ハ

ニ
じ
ー

一
八
し

0)
も
貼
父
叶

私
の
作
品
を
み
る
と
芹
々
と
し
た
両
を
描
い
てい
る（
松
戸
市
戸
定
歴
史
館「
仙

末
幻
の
油
絵
師
島
霞
谷」
展
図
鉢 ｀
i
九
JL
六
年
卜
月） 。
ち
な
み
に
栢
湖
と

｛以
谷
は 、
松
浦
武
四
郎
を
通
し
て
知 ー」
で
あっ
た
uf
能
性
が
あ
る

⑮
p）

れ
に
つ
い
て
は
す
で
に
佐
藤
逍
信
氏
の
指
摘
が
あ
る 。

佐
様
泊
い「
南
北^
＂
品
と
明
治
11
木
圃
ILi
派」
で＇
関
市
t
災
術
館r
k

庭
学
捲
と
明
治＂
則
期
11
^
Phl」
版
図
仕 ｀
ー
IL
几
一
11
ト ．

Jj）

叫
『

東
蝦
火
H 'i』
ム
編（
明
治
旧
年
刊）
に
明
治
1一

年
の
年
よ
の
あ
る
梵

湖
の
挿
絵
か
確
品
で
き
る

また『
北
蝦
火
飲＇i
（
安
政
し

年
げ）
に
も 、
鵞
湖

の
挿
絵
が
確”で
さ
れ
る 。

作
品
湖
代・
沢
料
収
i
に
ご
机
h
い
た
だ
い
た ｀
静
岡
県
ャ
入
術
館
飯
田・
只

氏・
山
ド

埠＂
也
氏 、
K
屯
111
教
介
委
且
仝；
化
義
広
氏 、
栃
木
臥
t
団
物
館

ほ
本
慎
司
氏 、
千
築
市
立
癌
t

博
物
館
丸
井
敬
d
氏 、
成
福
年
根
本
浮
Hi

住
闘
に
M
<
ilP
tL
中
し
L

げ
ま
す 。

追
記

m
鵞
湖
と
い
う
り
に
つ
い
て
は ．
子
tl
沼
の
雅
称 、
天
鵞
湖
に
ち
な
む
と
い
う

北
が
あ
る（
飯
塚
米
巾
に
よ
る
図
版
鮮
汲 、
『
H
本
画
大
成
10 、
束
方
tLI

厄 、

•

.=!
•
1
1

1

)
 

I'<
保
ト一

正＇（一
八
四 -
)
に
必
川
が
蔽
が
手
買
沼
を
題
H
に

し
て
つ
くっ
た
漠
U
に「
没
k
郎
湖
」
か
あ
リ 、

ぶが
淘
史』
に
お
さ
め
ら
れ
てい
る

（
共
同
研
究一

近
祉
利
根
川
下
買”m
周
辺
の
地
元
文
芸 、
水
沖
敦
子「
近

世
地
Jj
名
勝
心
文
の
間
辺
ー

手
買
沼
地
械
文
化
の
湖
流
を
み
る
1」 、

牧
係

{
rli
教
介
委
員
会
孜
孫
f
rh
史
研
究．
11 ‘
-
JL
八
し） ．

2

A
保
卜

：1-
八
四
0) 、
椿
椿
山
が
渡
辺
lil
ilJ
の
た
め
に
開
い
た
＂＂

凹
仝
の
図
に 、
怪
湖
と
恩
わ
れ
る
鈴
木
雅
否
の
姿
が
み
え
る（「
小
仄
図
鉢L
IH

原

町所
蔵）
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烈
主
か
屡厄

ヽ

゜
『
わ
r
"

1
Ic"i3

年（
一
八
六
丘）
r
貨
梁一
炊
図」
（
個
人
蔵）

,
l
、

i

、

マキ

咲
応
．
1
『
・
ハ」ハ
六）
「
ふ
It
横
臥
図」
一
竹
岡
川
屯
入
術
館
祓）

[屯イ芦悦．

g
極一―
り（
一
→
八，ハ
し）
r
は
鶴
術
明
珠
＂5」
（
個
人
蔵）

坂
古
1

ぶ

、

f.
1

.. 

・

諏霞

ゞn

安
政
六
年（
一
｀
ハ
h
八）
「
出
ii
図」
（
静
阿
見
立
美
術

態威）

召し
rt
1
勺3
}
}]-—

Jj
延．
JC
年(
-
・
ハ
h
IL)
r
武
佼
桃
泊
図」
（
け
嘉
常
文
中
必
術
館
色

創
茫ペキ
店

ふ甜g
琴詞

｀
麟
(
(
3

5

山

●

,’
 

蛾
年
記
r
閣
釘
図」
(CIIp
岡
児
t
天
術
鯨
蔵）

n'
 

伶
名
i

瓜

掌
雷・一

迅
ポi
俎
ネ
雌
すん
社

m

四
晉

文
久→

1ー
・
八‘ハ
．）
r
杖
記
iir
llH
珠
M.
fL
恰
放
fii
M」
（
個
人
点）

孔
愴
放
亀
図

“
6'1UL
r
蜀
R
Jn
M」
(
T
浜
臥
ャ
入
術
館
油）

し

7

.

J
.‘

ぶ
4

えネ
往ヽ

文
久
元
11｛
ー
・
ハ•ハ
[

)

r

西
ltl
雅
比
図」
(
r
n人
巾
必
術
舵
磁）

ム
＂人

署
名•
印
章
一

覧

’

 

文
久
元
年（
了
ハ
六
一
）
「
西
N
稚
1
図」

ぞ＇
呆
iii
入
術
舵
色

蒼湖
ジ（ネ
稚

文
久一・
年（
：
・
ハ
六．
一）
r
救
絹
M」
（
千＂
菜
巾
入
術
館
磁）

板

；畠ぐりぶで

文
久

：年
(

1

をハ—
-)
r
杖
鵡
釘
明
珠
M・
孔
伯
放
fll
M」
（
個
人
点）

左
伎

ノし
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千
葉
市
美
術
館
fll)
上
映(
JL
分

今
H
は
桑
山
さ
ん
と
対
淡
を
す
る
わ
け
で
す
が 、

大

雑
把
に
二
つ
に
分
け
て 、
ま
ず
桑
山
さ
ん
の
今
度
の
展
院
全

を
め
ぐ
っ
て
い
ろ
い
ろ
と
よ
を
伺
い 、

次
に
現
代
芸
術
全
般

と
い
う
の
が
ど
う
い
う
も
の
か
と
い
う
こ
と
を
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
し
た
い
と
与
え
て
お
り
ま
す 。
そ
の
後 、

皆
様
の
伐

問
に
答
え
る
形
で 、

桑
111
さ
ん
な
リ
私
な
り
が
話
を
す
る 、
そ

ん
な
手
順
で
や
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す 。
始
め
ま
す
前

に 、

桑
山
さ
ん
の
娘
硝
さ
ん
で
あ
る
チ
ャ
ソ

ク・
ス
ミ
ス
さ
ん

が
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
ピ
デ
オ
を
制
作
し
て
い
て 、

こ
れ
が
非
常
に
ス
ト
レ
ー
ト
に
今
度
の
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
こ

と
を
語
っ
て
い
ま
す
で 、

そ
れ
を
見
て
い
た
だ
き
ま
し
ょ
う 。

千
葉
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ご
覧
に
な
っ
て
い
て
も
川
村
フ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
ご
安
に
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ

る
と
思
い
ま
す
し 。

＊
チ
ャ
ッ
ク・
ス
ミ
ス
編「
Tadaak
i

Ku
waya
ma
 

P
ro

jec
t

 

9
6」

今
の
ピ
デ
オ
は
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
桑
ul
さ
ん
の
今
疫
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹
介
し
て
い
て 、
か
つ
桑
山
さ
ん
の
言
葉

多
木 桑

山
忠
明
と
の
対
話

聞
き
手
11

多
木
浩

A Study of Suzuki Gako (I) Ito Shiori 

う
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
の
ア
ー
ト
を
与
え
ら
れ
た
空
間
の
中
に

で
色
々
な
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
の
で 、

我
々
が
今一
度
そ

れ
を
繰
り
返
す
の
も
変
な
感
じ
が
す
る
ん
で
す
が 、

も
う
ち

よ
っ
と
先
に
進
む 、

あ
る
い
は
も
う
少
し
も
と
に
か
え
っ
て

LJ
え
る 、
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
み
た
い
と
ク
え
て
い
ま
す 。

こ
の
千
葉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も 、

川
村
フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も 、

今

ま
で
の
芸
術
作
品
と
ず
い
ぷ
ん
追
う 。
そ
こ
で 、
ど
の
よ
う

に
し
て
こ
こ
に
辿
り
沿
い
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
芥J
え
て
み

た
い
と
思
い
ま
す 。
と
リ
あ
え
ず
は
桑
山
さ
ん
に
話
を
伺
い 、

そ
こ
か
ら
ま
た
細
か
く
話
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う 。
桑
山

さ
ん 、

何
を
や
リ
た
か
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
ま
ず
ot
し

て
下
さ
い
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
か 。

桑
山

僕
が
し
た
か
っ
た
こ
と
は 、

色
々
あ
り
ま
す
が 、

今

ま
で
の
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
と
か
彫
刻 、

そ
う
い
う
も
の
と
迫

什
在
さ
せ
た
い
っ
て
の
が 、

僕
の
今
回
の
ア
ー
ト
な
ん
で
す 。

そ
れ
と 、

僕
は
芸
術
と
い
う
の
は
人
間
が
つ
く
り
だ
す
も
の

だ
と
思
っ
て
い
ま
す 。
そ
う
い
う
必
味
で
も 、
人
L
的
で
n

然
と
関
係
な
い
も
の
で
ひ
と
つ
の
窄
間
を
つ
く
り 、

そ
の
中

に
兄
る
人
が
入
る 。
そ
の
よ
う
に
僕
が
違
う
デ
ィ

メ
ン
シ
ョ

ン
の
ア
ー
ト
を
存
在
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
か
の
リ
ア
ク

r
桑
ill
忠
明
フロ
ジェ
ク
ト
96」
は
その
泊
lh
H
体
が~t
rJI
と
し
ての
芸
術の

成
ャ 9
の
校
索
で
あ
る
文
山
忠
明
氏
に
よ
る「
品
も
foJ
処
で
も
兄
た
こ
との
ない」

「
こ
の
性
の
も
の
で
ない」
空
間
を
現
実
に
成
ヤtさ
せ
よ
う
と
よ
み
ら
れ
た^
d
画

で
あっ
た 。
プロ
ジェ
ク
ト
は
川
村
記
念
入
術
館（
佐
介
市）
を
全
場
と
す
る
r

川

村
フロ
ジェ
ク
ト」（一
九
九
六
年
六
H-
H
ー
ヒ
H-
i'-
11)
と
r
袋
市

入
術
館
での
r

千
葉
フロ
ジェク
ト」
(

Inl

年
六
JI
ト
五
II
I
八
ll
tハ
ll)
かっ

な
リ 、
こ
の
対
よ
は
r

千
葉
フロ
ジェ
ク
ト」
の
開
催
に
伴い
二
0
0
名
近い
稔
祭

を
前
に
し
て
作•禾
＾＾
山
氏
と
その
良
き
理
解
名
で
あ
る
多
木
浩
二
氏
含＂
学

名）
の
間
で
交
さ
れ
た
も
の ｀

本
誌
掲
祓
に
あ
た
リ
極
h
仝
話
体
の
ま
ま
と
し
た
が 、
遍
宜£
品
を
補い 、

ヒ
客 、
K
ou

Ii 、
Jll
品
法
↑fの
仔^
＂
を
とっ
た
また
I
森
話の
極
溢
な
反
復
は
編

史
さ
せ
て
頂い
た 。
編
集
の
只
は
千
葉
rli
及
術
館
に
あ
る 。

*
-
JL
九
六
年
4ハ
月
卜」ハ
n

仰

Born in Kanehori village in Shimousa province (present-day Kanehori-cho, Funabashi city, 
Chiba prefecture), Suzuki Gako (1816-1870) was a painter active in Edo. The most detailed 
account of Gako's life is the Gako oyobi Teiko written by his grandson Ishii Hakutei. There 
is a difference of opinion concerning the year of his birth; the Chiba-ken Chiba-gun shi records 
that he was born on the first day of the ninth month of 1818. Gako first studied painting with 
Shogetsu who painted Chokoga, and then became a pupil of Chokok6(Tani Bunch6's student 
Fujimori Bun'eki) whom he met at Shogetsu's studio. There are different opinions about his 
teacher. According to Nomura Bunsh6's Tani Buncho-6 no ki, he studied with Bunch6's pupil 
Aizawa Sekko (1806-1841), a painter serving the Hitotsubashi family. As a "grand" pupil, Gako 
was probably acquainted with Bunch6. His name first appears in the £do bunjin geien ichiran 

(1850) and the Genson raimei £do bunjin jumyo zuke (second edition). Gako's earliest known 
work is a painting of Sixteen Rakan dated 1855. He died on the 22nd day of the fifth month 
in 1870. His grave is presently located at lchijoji in Yanaka, Tokyo. 

Most of the approximately 20 currently known works by Gako are colorful landscapes with 
figures. To borrow Kono Motoaki's words, his works display a tendency toward "authoritari­
anism". The sources that he cites in his paintings are Li Lung-mien, Chang Pao-chen, and 
Watanabe Kazan, but from his style it is apparent that many are modeled after Tani Bunch6. 
The naming of sources can be thought of in the same way as being captivated with name 
brands. He seems to have mass-produced simplified works at painting and calligraphy gather­
ings and for patrons who requested them during his travels. Many of his works were probably 
sold in the provinces. 

Bunjinga, which continued to flourish in the late Edo and early Meiji periods, deserves 
more attention. There were a large number of proficient artists who were working in the Tani 
Buncho tradition with its mixture of northern and southern styles during the Meiji period. 
Takahashi Yuichi and Matsumoto Fiiko both studied with Tani Buncho. Gako had close associ­
ations with Matsuura Takeshiro, explorer. Among the artists who also contributed illustrations 
to Matsuura Takeshir6's travel record are Kawakami Togai, Shima Kakoku, Haruki Nanmei, 
Tazaki Soun, Watanabe Shoka, Kawanabe Kyosai, and Shibata Zeshin. From this group of 
artists (which Gako was part of) came some of the pioneers of Western-style oil painting and 
photography. 

One can understand a great deal through the biography written by his grandchildren Ishii 
Hakutei and Tsuruzo, which compares Gako's painting activities to other artists contemporary 
with him. From Gako's activities it is also possible to speculate on the circumstances of other 
Bunch6 school painters. 

汀ranslated by Patricia Fisler) 
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あ
っ
て、

あ
の
全
体
の
反
復
に
よ
っ
て、

や
は
り
人
は
あ
る

多
木
た
い
そ
ん
な

の
を
見
た
こ
と
が
な
い
と
い
う
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
あ
っ
た
な

ら、

そ
こ
で
僕
と
見
る
人
の
間
の
芸
術
が
成
り
立
つ
。

だ
い

今
す
で
に
か
な
り
頂
要
な
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
た

ん
で
す
け
ど、

そ
の
中
で
後
に
議
論
し
た
い
こ
と
の
ひ
と
つ

が、

芸
術
は
人
間
が
つ
く
り
だ
す
と
い
う
こ
と
で
す。

言
い

換
え
る
と
現
代
芸
術
っ
て
い
う
の
は、

人
類
が
人
類
で
あ
る

こ
と
の
証
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ
る
わ
け
で
す
ね。

そ
れ
が

究
極
の
目
的
と
し
て
あ
る
ん
で
す
け
ど、

そ
こ
ま
で
議
論
を

い
き
な
リ
進
め
な
い
で、

家
が
何
か
を
つ
く
る
と、

そ
の
次
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
も
う
ひ

と
つ
碩
要
な
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う。

そ
れ
は
何
か
と
い

う
と、

芸
術
と
い
う
の
は
作
家
が
つ
く
っ
て、

笥
い
て
お
い

て
誰
も
見
な
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
ん
だ
と。

そ
れ
を
観
客
が
見
る。

そ
の
観
客

つ
ま
り
作

が
見
る
と
い
う
こ
と
の
中
に
観
客
の
経
験
の
変
容
と
い
う
も

の
が
起
こ
り
ま
す
ね。

観
客
と
い
い
ま
し
て
も
現
代
社
会
に

生
き
て
い
る
限
り
色
々
な
芸
術
を
経
験
し
て
い
て、

そ
れ
も

大
抵
の
場
合、

あ
る
意
味
で
既
に
制
度
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

よ
う
な
範
囲
の
芸
術
を
経
験
し
て
い
る。

そ
う
い
う
経
験
を

持
っ
た
人
間
の
芸
術
経
験
を、

い
わ
ば
パ

ラ
バ

ラ
に
解
体
し

て、

そ
し
て
別
の
経
験
を
さ
せ
た
い
、

と
い
う
こ
と
が
二
番

目
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す。

そ
れ
も
ま
た
大

変
難
し
い
こ
と
な
の
で、

後
で
も
う
少
し
砕
い
て
話
し
た
い

と
思
い
ま
す
が。

今
の
チ
ャ
ッ
ク
さ
ん
の
ピ
デ
オ
の
中
に、

索

ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
な
色。

こ
う
い
う
仕
市
を
す
る
に
際
し
て、

色

か
ら
受
け
る
感
梢
を
避
け
た
か
っ
た
ん
で
す。

多
木

確
か
に
お
っ
し
ゃ
る
こ
と
は
分
か
る
ん
で
す。

で

も
例
え
ば
川
村
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
場
合
で
す
と
二
色
が
反
復

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
ね（
図
1
)。

そ
し
て
あ
れ
だ
け
の
数
が

種
の
感
情
を
抱
く
と
思
う
ん
で
す。

そ
の
色
彩
を
で
き
る
だ

け
等
価
に
し
た
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
は
分
か
る
ん
で
す

が、

川
村
の
楊
合、

二
色
で
紐
り
返
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に、

や
は
り
人
は
か
な
り
感
梢
的
に
反
応
す
る
と
い
う
感
じ
が
す

る
ん
で
す
ね。

そ
う
い
う
慈
味
で
言
い
ま
す
と、

こ
の
千
葉

こ
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る、

の
R
o
o
m
一
（
カ
ラ
ー
ロ
絵
参
照）
の
メ
タ
リ
ッ
ク
シ
ル
パ
ー
っ
て
い

う
の
は、

結
局
色
が
な
い
と
い
う
の
に
等
し
い
わ
け
で
す
ね。

そ
れ
か
ら
川
村
の
場
合
は
反
復
が、

ほ
と
ん
ど
同
じ
パ

ネ
ル

の
反
復
に
な
り
ま
す
ね。

そ
の
細
長
い
。ハ
ネ
ル
の
反
復
と、

こ

長
方
形
の
。ハ

ネ
ル
に
ラ
イ
ン
が

縦
に
入
る
か
横
に
入
る
か、

と
い
う
反
復
の
間
に
は
ち
ょ
っ

と
違
う
も
の
が
あ
る。

こ
れ
は
ま
あ
私
の
感
じ
方
で
す
け
ど。

今
桑
山
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
っ
た、

色
彩
が
な
い、

そ
れ
か
ら

色
彩
に
価
値
を
与
え
な
い
、

経
験
を
変
え
て
し
ま
う
と
い
う

の
が
一

番
よ
く
分
か
る
の
が、

こ
の
千
葉
フ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の

R
o
o
m
 1

で
は
な
か
ろ
う
か
と
感
じ
る
ん
で
す
け
ど
ね
。

桑
山

色
を
繰
り
返
す
こ
と
は
イ
ン
フ
ィ
ニ

テ
ィ、

無
限

に
絞
く
っ
て
い
う
こ
と
な
ん
で
す。

で
す
か
ら
人
間
が
見
て

る
物
そ
の
も
の
は
無
限
の
一

部
な
ん
で
す
よ。

無
限
で
ひ
と

シ
ョ
ン
が
起
こ
る。

も
し
も
そ
こ
で、

今
ま
で
そ
う
い
う
も

多
木

も
ち
ろ
ん
ク
オ
リ
テ
ィ
は
チ
ェ
ッ
ク
し
て
る。

だ

桑
山

多
木

そ
こ
の
と
こ
ろ
は
ち
ょ
っ
と
微
妙
な
と
こ
ろ
だ
と

の
場
合、

た
だ
色
の
反
復
で
す
よ
ね。

色
の
繰
り
返
し
に
よ

つ
の
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
り、

そ
の
中
に
人
間
が
入
る。

川
村

材
を
つ
く
る
場
面
が
出
て
き
ま
す
ね。

そ
の
辺
の
非
常
に
具

体
的
な
こ
と
か
ら
始
め
た
い
と
思
う
ん
で
す。

と
い
う
の
は、

こ
の
会
場
で
も
川
村
で
も、

皆
さ
ん
が
お
感
じ
に
な
っ
た
と

思
う
こ
と
の
ひ
と
つ
は、

今
ま
で
の
芸
術
だ
と
芸
術
家
が
何

か
そ
こ
に
登
っ
た
と
か、

あ
る
い
は
彫
っ
た
と
か、

と
い
う

芸
術
家
の
手、

人
間
の
手
を
感
じ
さ
せ
る。

と
こ
ろ
が
桑
山

さ
ん
は
そ
れ
を
一

切
ぬ
ぐ
い
去
る
よ
う
な
こ
と
を
な
さ
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す。

そ
の
時
の
索
材
の
選
ぴ
方、

ど
う
い
う

索
材
を
ど
の
よ
う
に
し
て
そ
こ
ま
で
持
っ
て
い
っ
た
か、

色

の
こ
と
も
含
め
て
ち
ょ
っ
と
具
体
的
な
と
こ
ろ
か
ら
お
話
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
う
ん
で
す
が。

桑
山

色
っ
て
い
う
の
は
世
の
中
に
何
甘
万
と
あ
る
筈
で

す。

数
え
切
れ
な
い
程
の
色
が
あ
る。

そ
し
て
ど
の
色
も、

こ

れ
は
い
い
色
で
こ
れ
は
悪
い
色
だ
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

み

ん
な
同
価
値
な
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す。

僕
が
六
0
年
代
に

実
験
的
に
し
た
仕
＊
で、

た
だ
色
の
追
う
も
の
を
何
点
も
並

ペ
て、

そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
色
と
色
と
の
価
値
に
差
が
な
い

っ
て
い
う
実
験
を
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た。

メ
タ
リ
ッ
ク

の
色
っ
て
の
は
実
際
に
は
す
ご
く
人
工
的
な
色
で
す。

ア
ル

ミ
の
粉
を
混
ぜ
て、

光
に
よ
っ
て
反
射
さ
せ
る
っ
て
い
う
こ

と
は、

今
ま
で
の
赤
や
t
IJ
っ
て
い
う
色
の
概
念
じ
ゃ
な
い
色、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
チ
ュ

ー
プ
か
ら
出
し
て
そ
の
色
で
も
の
を

つ
く
る
と
い
う
こ
と
の
否
定
な
ん
で
す。

そ
う
い
う
感
梢
の

な
い
色
と
い
う
慈
味
で`

僕
は
メ
タ
リ
ッ
ク
の
色
を
選
ん
で

い
る
わ
け
で
す。

性
格
が
な
い

色。
"
lli
も
人
工
的
で
あ
っ
て

っ
て
そ
れ
を
出
そ
う
と
し
た
ん
で
す。

そ
れ
と
入
っ
た
時
に、

あ
の
照、

こ
の
壁
っ
て
個
々
の
壁
を
慈
琺
さ
せ
ず
に、

完
全

に
そ
こ
に
入
り
き
る
た
め
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ん
で

す
よ。

千
葉
の
R
o
o
m
I

は、

同
じ
反
復
な
ん
で
す
け
ど、

今

度
は
ラ
イ
ン
の
反
復
で
す。

上
ド
に
二
つ
。ハ
ネ
ル
を
ジ
ョ

イ

ン
ト
し
た
も
の
と、

左
右
の
二
つ
で
す。

そ
れ
と
面
積
が
迫

う
ん
で
す。

R
o
o
m
ー

は
人
間
の
視
党
に
と
っ
て
兄
伯
れ
た
面

梢
か
も
し
れ
ま
せ
ん。

面
積
が
あ
る
っ
て
こ
と
は、

逆
に
引

っ
か
か
り
が
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
。

思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も、

そ
の
問
題
を
かJ
え
る
前
に
で
す
ね、

今
ピ
デ
オ
で
も
見
ま
し
た
よ
う
に、

こ
れ
工
業
製
品
で
す
よ

ね。

そ
う
で
す。

け
ど
も
工
業
製
品
で
あ
る。

そ
の
と
き
に、

そ
れ
ぞ
れ
の
も

の
っ
て
の
は、

か
な
り
完
璧
に
答
命以
に
な
ら
な
い
と
困
る
訳

で
す
ね。

か
な
り
完
咆
に
等
灯
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て、

桑

山
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
よ
う
な
こ
と
が
成
り
t
っ
ゎ

け
で
す
よ
ね。

例
え
ば
川
村
の
縦
の
パ

ネ
ル
の
一

っ
を
眺
め

て
そ
れ
が
い
い
の
悪
い
の
と
い
う
問
題
で
は
全
く
な
い
、

と

ピ
デ
オ
の
中
で
話
を
な
さ
っ
て
い
る。

そ
の
こ
と
だ
と
思
う

ん
で
す
が。

完
全
に
守
灯
で
匿
名
の
誰
が
つ
く
っ
た
か
も
分

図
1
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う
あ
れ
は
使
わ
な
い
か
も
知
れ
な
い 。

今
使
っ
て
い
る
メ
タ

桑
山

多
木

だ
か
ら
今
回
の
芸
術
で
は、

そ
の
エ
レ
メ
ン
ト

で

あ
る 。ハ
ネ
ル
が
桑
山
さ
ん
の
手
か
ら 、

ま
た
人
間
の
手
か
ら

ほ
と
ん
ど
離
れ
て
い
る
状
態
の
時
に 、

コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現

さ
せ
る
条
件
が
出
米
上
が
る 。

そ
う
い
う
こ
と
で
す
よ
ね 。

桑
山

そ
う
で
す
ね 。

私
の
コ
ン
セ
プ
ト
っ
て
い
う
の
が 、

ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
も
の
が
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
な
る
け
ど 、

そ

そ
れ
と
色
っ
て
い
う
の
は
人
間
が
見
た
場
合
に 、

や

は
り
あ
る
種
の
デ
コ
ラ
テ
ィ

プ
な
要
索
を
持
っ
て
ま
す
よ
ね 。

色
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
け
で 。

そ
の
辺
が
迫
う
ん
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
か 。そ

う
だ
と
思
い
ま
す 。

で
す
か
ら 、

例
え
ば
千
葉

の
Roo
m
3
の
場
合
に 、

コ
ー

ナ
ー

を
お
さ
え
て
い
る（
図
2
)。

こ
れ
が
空
間
を
作
る
と
い
う
こ
と
に
お
い
て
は、

非
常
に
面

う
な
話
を
し
ま
し
た
け
れ
ど
も
ね 、

あ
れ
は
ま
だ
物
笠
感
が

あ
る
ん
で
す
よ 。

物
質
と
し
て
そ
こ
に
存
在
し
て
い
る 。

と

一

番
ス
ト
レ
ー
ト
で
す
よ
ね 。

こ
ろ
が
Roo
m
2

の
マ
イ
ラ
ー

を
ガ
ラ
ス
の
間
に
挟
ん
で
し
ま

っ
た
も
の
は、

ほ
と
ん
ど
無
化
さ
れ
て
る
ん
で
す
ね 。

何
も

な
い 。

そ
こ
に
一

本
の
線
が
あ
る 。

私
に
と
っ
て
は、

多
分

今
度
の
コ
ン
セ
プ
ト
全
体
の
中
の
一

番
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
な

部
分
を
あ
の
小
さ
な
作
品
が
よ
し
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
か 。

そ

う
思
っ
て
い
ま
す 。

桑
山

多
木

と
い
う
こ
と
は、

あ
あ
や
っ
て
あ
の
チ
ッ

プ
か
ら

合
板
を
作
り 、

ぺ
—
ク
ラ
イ
ト
を
貼
り 、

そ
れ
に
メ
タ
リ
ッ

ク
な
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
吹
き
付
け
る
と
い
う
よ
う
な
作
業

に
よ
っ
て 、

完
全
に
人
間
か
ら
離
れ
る
よ
う
な
仕
方
で
作
ら

れ
て
い
る
作
品
と 、

片
や
そ
ん
な
大
変
な
こ
と
は
な
い
ん
で

す
が 、

あ
の
マ
イ
ラ
ー

の
上
に
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト
の
線
が
一
本

入
っ
て
い
る 。

そ
れ
で
一

番
本
質
的
な
部
分
が
現
れ
て
る 。

そ
れ
と
材
科
と
し
て
今
ペ
ニ
ャ
を
使
っ
て
ま
す
ね 。

そ
れ
が
重
要
な
ん
じ
ゃ
な
く
て 、

あ
れ
も
ひ
と
つ
の
実
験
な

ん
で
す 。

例
え
ば 、

い
ろ
ん
な
条
件
が
あ
り
ま
す
よ
ね 。

ミ

ュ
ー

ジ
ア
ム
の
サ
イ
ズ 、

そ
れ
か
ら
形 。

そ
れ
に
対
し
て 、

僕

は
材
料
も
迫
っ
て
い
い
と
思
う
ん
で
す 。

た
ま
た
ま
今
回
は、

今
の
僕
の
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
し
た
い
と
か 、

メ
タ
リ
ッ
ク
な

色
に
し
た
い
と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
の
で
あ
あ
い
う
形
に
な

っ
た
ん
で
す
け
ど 、

こ
の
次
に
ど
っ
か
で
す
る
と
き
に
は
も

多
木

な
ん
で
す 。

こ
れ
こ
そ
僕
の
も
の
だ
と
い
う
気
持
ち
は
な
い

多
木

桑
山

梢
的
な
も
の
で
す 。

色
を
使
う
っ
て
こ
と
は
す
ご
い
＂
険
な
ん
で
す 。

ま

か
り
間
追
う
と
デ
コ
ラ
テ
ィ

プ
に
な
る 。

多
木

そ
う
で
す 。

桑
山
さ
ん
の
今
の
芸
術
の
夕
え
Ji
か

ら
す
る
と 、

デ
コ
ラ
テ
ィ

プ
に
な
る 。

今
で
も
色
を
使
っ
て

何
か
実
現
で
き
る
か
も
し
れ
な
い 。

だ
け
ど
そ
れ
は 、

今
の

桑
山
さ
ん
の
去
術
に
つ
い
て
の
名
え
方
の
な
か
で
は
危
険
き

わ
ま
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
ね 。

桑
山

そ
う
い
う
点
で 、

自
分
で
い
う
の
も
お
か
し
い
ん

で
す
け
ど 、

サ
ク
セ
ス
フ
ル
に
い
っ
た
の
は
千
葉
の
Roo
m
2

（
図
4
)

で
す 。

材
料
も
感
じ
さ
せ
な
い 。

多
木

今
お
っ
し
ゃ
っ
た .
Roo
m
2

は、

辿
路
み
た
い
な
感

じ
で
辿
り
過
ぎ
て
し
ま
わ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
も
し

れ
な
い
ん
で
す
が 、

最
初
の
Roo
m
l
と
コ
ー

ナ
ー

の
作
品
の

部
吊(
Roc
m
3)
の
間
に 、

ガ
ラ
ス
で
挟
ん
だ
マ
イ
ラ
ー

の
作

品
が
六
つ
並
ん
で
い
た
の
を
ご
記
岱
に
な
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る

と
思
い
ま
す 。

そ
の
部
屋
で
す 。

私
n
身
も 、

あ
の
マ
イ
ラ

ー
の
作
品
に
ほ
と
ん
ど
物
代
的
な
も
の
を
感
じ
な
い
で
す
ね 。

r
無」
な
ん
で
す 。

さ
っ
き
Roo
m
I

に
つ
い
て 、

そ
こ
で
感
じ

ら
れ
る
こ
と
は、

我
々
が
常
々
芸
術
作
品
に
感
じ
て
い
る
よ

う
な
も
の
を
無
理
矢
理
に
は
ぎ
取
ら
れ
る
…
… 、

と
い
う
ふ

リ
ッ
ク
が
大
切
だ
と
い
う
わ
け
じ
ゃ
な
い
ん
で
す 。

ひ
と
つ

の
僕
の
実
験
な
ん
で
す 。

こ
の
実
験
を
紐
り
返
す
こ
と
に
よ

っ
て 、

次
の
ス
テ
ッ

プ 、

と
い
う
よ
リ
次
の
デ
ィ

メ
ン
シ
ョ

ン
に
入
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
し 、

も
っ
と
も
っ
と
分
か
り
や

っ
て
い
う
の
は、

す
い
も
の
に
し
な
き
ゃ
い
け
な
い 。

で
す
か
ら
本
当
に
材
料

そ
れ
こ
そ
何
百
万
と
あ
る
ん
で
す 。

世
の

中
に 。

だ
か
ら
次
の
材
料
と
し
て
ど
れ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ

プ
す

る
か
と
い
う
だ
け
の
こ
と
で
あ
っ
て 、

別
に
色
に
対
し
て
も

形
に
対
し
て
も
材
料
に
対
し
て
も 、

す
ご
く
フ
レ
キ
シ
プ
ル

ん
で
す 。

あ
れ
は
ひ
と
つ
の
実
験
の
段
陪
で
あ
っ
て 、

次
の

実
験
も
も
ち
ろ
ん
繰
り
返
さ
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
し 、

ど
ん

ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
と
思
う
ん
で
す 。

変
わ
り
た
い
ん
で
す 。

い
ろ
い
ろ
な
実
験
を
し
た
い
ん
で
す 。

材
料
と
か
形
と
か
の
前
に 、

あ
る
種
の
コ
ン
セ
プ

ト
が
あ
る
ん
で
す
ね 。

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
っ
て
い
う
も
の
を

我
々
が
理
解
す
る
仕
方
が
実
は
問
題
で 、

そ
こ
の
と
こ
ろ
に

桑
山
さ
ん
の
今
の
芸
術
に
対
す
る
考
え
方
が
一

番
端
的
に
表

れ
て
い
る
と
思
う
ん
で
す 。

た
だ
そ
の
間
題
を 、

い
き
な
り

答
え
て
頂
く
の
は
非
常
に
難
し
い
の
で 、

桑
山
さ
ん
の
六
〇

年
代
か
ら
七
0
年
代
ま
で
の
作
品
を
年
代
順
に
兄
な
が
ら 、

ど

う
い
う
か
た
ち
で
何
を
変
え
て 、

そ
し
て
こ
こ
ま
で
辿
り
杵

い
た
か
と
い
う
こ
と
を 、

ち
ょ
っ
と
ご
説
明
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す 。

の
無
限
を
直
観
す
る
と
い
う
の
は
概
念
的
で
あ
る
以
上
に
感

桑
山
さ
ん
は
さ
っ
き「
無
限」
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
が 、

そ

き
ま
す
が

私
は
そ
れ
は
芸
術
の
本
性
だ
と
思
っ
て
い
ま
す 。

フ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見
て
い
て 、

や
は
り
ひ
と
つ
の
感
梢
を
抱

多
木

今 、

な
見
が
ち
ょ
っ
と
追
っ
た
と
こ
ろ
は、

川
村

じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す 。

コ
ン
セ
フ
ト

だ
け
が
残
り 、

は
っ
き
り
見
る
側
に
伝
わ
る
ん

の
一
点
一
点
じ
ゃ
な
く
て
全
体
に
入
る
っ
て
こ
と
に
よ
っ
て

桑
山

ぎ
り
の
際
ど
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い 。

は

コ
ー

ナ
ー

毎
に
色
が
迫
い
ま
す
ね 。

あ
る
怠
味
で
ぎ
り

ん
で
す 。

だ
け
で
す
が 、

見
小
な
静
寂
さ
を
生
み
出
し
ま
す 。
l~oo
m
3
 

桑
山

そ
う
な
ん
で
す 。

そ
う
し
な
い
と
成
り
立
た
な
い

イ
ト
リ
ン
ゲ
ン（
註 、
図
3)

で
は
一

本
の
ラ
イ
ン
が
走
る
と
い
う

か
ら
な
い
も
の
に
な
り
き
っ
て
し
ま
わ
な
き
ゃ
い
け
な
い 。

臼
い
試
み
で
す
が
＂
取
も
危
険
な
感
じ
が
し
て
い
ま
す 。

図
4

図
3
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あ
る
中
の
ひ
と
つ
だ

レ

ま
二
色
な
ん
で
す
け
れ
ど、

今
ま
で
使
わ
れ
な
か
っ
た
色、

た

と
え
ば
飯
十
と
か、

茶
色
と
か、

何
点
も
あ
る
作
品
の
一

部

な
ん
で
す
よ。

ど‘

ふ
つ
う
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
な
き
れ
い
な
色
は
赤
甘
貨
と
い

う
三
原
色
で
す
ね。

で
も
こ
れ
は
プ
ラ
ウ
ン
ペ
ー
パ

ー
の
色

で
す。

お
か
し
な
言
い
方
で
す
が。

い
わ
ゆ
る
ア
ー
ト
っ
て

い
う
も
の
が、

き
れ
い
と
か
そ
う
い
う
も
の
じ
ゃ
な
い
と
言

い
た
く
て、

プ
ラ
ウ
ン
ペ
ー
パ

ー
を
慈
品
し
ま
し
た。

色
っ

て
い
う
の
は
そ
こ
ま
で
あ
る
ん
だ。

何
ri
Jj
っ
て
い
う
色
か

っ
て。

で
す
か
ら
こ
の
時
の
シ
リ
ー

ズ
は、

今、

東
ぶ
都
現
代
美
術
館
に
も
あ
り
ま
す
が、

秩
序

が
な
い
ん
で
す
よ。

色
に。

移
り
変
わ
り
で
も
な
い
し、

桑
山

そ
う
な
ん
で
す
よ。

い
ろ
ん
な
色
が
あ
り
ま
す
け

多
木

a
。
,
1
 

こ
の
頃
ず
い
ぷ
ん
い
ろ
い
ろ
な
色
を
試
し
ま
し
た

〈

Be
i

ge
)
(1
9
6
6
)
(

図

8
）

の
実
験
的
な
作
品
な
ん
で
す。

そ
れ
か
ら

こ
れ
は
た
ま
た

図
8

た
ま
た
ま
現
代
美
術
館
の
作
品
の
場
合
は
五
点
な

ん
で
す
け
ど、

も
し
一

0
0
点
全
然
迫
う
色
で
作
っ
た
ら、

も

っ
と
ク
リ
ア
ー
に
分
か
る
と
111心
う
ん
で
す。

色
な
ん
て
大
し

た
こ
と
な
い
、

色
と
形
だ
け
が
ア
ー
ト
じ
ゃ
な
い
っ
て。

こ

れ
は
実
験
な
ん
で
す。

ア
ー
ト
っ
て
い
う
の
は、

作
家
の
コ

ン
セ
プ
ト
っ
て
い
う
ん
で
す
か、

ア
ー
ト
に
対
す
る
思
い
っ

て
い
う
ん
で
す
か、

僕
は
そ
れ
が
ア
ー
ト
だ
と
思
う
ん
で
す。

桑
山

た
め
に
も
中
に
同
じ
も
の
が
人
っ
て
い
く。

）
の
時
代
の
僕

ム
と
し
て
感
じ
る
と
思
い
ま
す
が

そ
れ
を
感
じ
さ
せ
な
い

み
始
め
た
時
代
の、

私
は
と
て
も
好
き
な
作
品
で
す。

そ
う

い
う
実
験
で
す
よ
ね。

金
属
の
枠
は
フ
レ
ー
ム
っ
て
い
う
も
の
じ
ゃ
な
い

ん
で
す。

も
し
も
閑
り
だ
け
に
あ
っ
た
な
ら、

人
は
フ
レ
ー

詞
じ
価
仙
だ
っ
て
い
う
送
味
で
色
の
秩
ヽ1
が
な
い
。

多
木

同
じ
価
値
だ
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
す
が、

差
関
が
あ

り
ま
す。

今
ま
で
結
合
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
結
合
す
る
こ

と
に
よ
っ
て、

む
し
ろ
色
の
怠
味
を
無
揺
味
化
す
る
と
い
う

こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね。

桑
山

イ
ン
ポ
ー
カ
ラ
ー
で
も
な
い
し
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ。

ど
の
色
も

分
け
た
わ
け
じ
ゃ
な
く
て

二
つ
の
パ

ネ
ル
を
ジ
ョ
イ
ン
ト

絵
両
ら
し
い
絵
両
に
対
し
て
非
常
に
災
質
な
笈
索
を
投
げ
込

図
6

桑
山

こ
れ
も
圃
じ
時
代
の
も
の
で
す。

上
と
下
を
澄
り

中
で
こ
の
斜
め
に
区
切
る
作
品
は、

あ
る
瓜
味
で
今
ま
で
の

そ
れ
を
ジ
ョ
イ
ン
ト
す
る
と
い
う
作
品
も
あ
リ
ま
す。

そ
の

〈
Y
e
ll
o
w,

Re
d
〉
(
1
9
6
2
)
(

図
6
）

て
ま
す
け
ど、

縦
長
の
両
面
を
金
屈
の
フ
レ
ー
ム
で
包
ん
で

質
な
も
の
を
中
に
人
れ
て
い
く。

こ
れ
は
r

度
斜
め
に
な
っ

始
ま
っ
た
こ
と
と
い
う
気
が
し
ま
す。

そ
の
た
め
に
は
発

裳
な
の
は
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
ま
ず
官
分
す
る
と
い
う
仕
れ
が

表
現‘
1七
義
以
米
色
々
な
絵
画
上
の
文
験
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し

た。

画
面
と
い
う
辿
読
性
を
ま
ず
壊
す。

そ
う
い
う
相
克
が
こ
の
絵
の
1
に
兄
え
ま
す。

そ
の
中
で
巫

い
る
わ
け
で
す
ね。

そ
の
辿
続
性
を
維
持
し
な
が
ら

抽
象

伺
じ
わ
け
な
ん
だ
け
れ
ど
も、

色
は
面
梢
を
変
え
ま
す
よ
ね。

側
に
枠
が
あ
リ、

内
側
の
面
は
あ
る
種
の
辿
粒
性
を
持
っ
て

す
ね。

一
ュ
ー
ト
ラ
ル
に一
―
砂寺
分
す
る
か
ら
本
中1
は
面
梢
は

多
木

そ
う
で
す
ね。

絵
画
っ
て
い
う
の
は
災
す
る
に
外

で
全
く
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
両
面
を
二
芥
分
し
て
い
る
わ
け
で

成
り
立
た
せ
る
と
い
う
がJ
え
の
始
ま
リ
で
す。

多
木

例
え
ば、

私
な
ん
か
が
見
て
ま
す
と、

あ
る
慈
味

で
も
の
に
な
る
と
い
う
滋
識
じ
ゃ
な
く
て、

複
数
で
も
の
を

に
や
っ
た
作
品
な
ん
で
す
よ。

そ
う
い
う
こ
と
を
意
識
し
て。

サ
イ
ズ
の
色
の
迫
う
も
の
を
横
に
並
べ
て
い
る。

.'
�ヽ
こ
t

一
ーI
"

t
1

途
半
端
だ
と
思
う
ん
で
す
よ。

で
も、

そ
の
時
代
に
僕
な
り

僕
の
ア
ー
ト
に
対
す
る
実
験
で
す。

も
う
こ
の
時
代、

同
じ

ば
最
も
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
ら
し
く
て、

タ
ッ
チ
も
あ
る
し、

中

ン
ホ
ジ
シ
ョ
ン
を
否
定
し
て
対
魚
線
で
も
の
を
切
る
と
い
う、

図
5

い
か
と
思
っ
て
い
た
時
代
の
作
品
な
ん
で
す。

＇^
か
ら
兄
れ

コ

で
あ
る
も
の
じ
ゃ
な
い

何
か
遠
う
椛
界
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な

"
3.
 

！

つ
の
も
の
を
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
て
ひ
と
つ
の
作
品
と
し
た。

ま
せ
ん。

金
屈
と
い
う
炭
質
な
も
の
を
両
面
の
中
に
入
れ

じ
て、

そ
う
い
う
も
の
じ
ゃ
な
い
廿
界
に
行
き
た
い

今
ま

桑
山

こ
れ
は
も
う
表
雁
の
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
は
全
然
あ
り

主
義
令
盛
の
時
代
で、

そ
う
い
う
も
の
に
対
す
る
反
発
を
感

リ
カ
に
行
っ
た
頃
っ
て
の
は、

丁
度
ア
メ
リ
カ
の
抽
象
表
現

〈

P
i

n
k
&
 Ora
n
g
e
)

(1
9
6
6
)
 (

図

7

に
用
い
た、

ま
あ
ふ
つ
う
の
絵
な
ん
で
す
け
ど。

侠
が
ア
メ

ま
だ
粉
絵
の
具
な
ん
で
す。

粉
絵
の
目ハ
を
カ
ン
ヴ
ァ
ス
の
L

ょ
う。

桑
山

こ
れ
は
僕
の
最
初
期
の
作
品
で
す。

こ
の
湯
合
は

多
木

次
に
金
屈
の
フ
レ
ー
ム
が
入
っ
た
作
品
を
見
ま
し

い
う
の
は
そ
ん
な
に
な
か
っ
た
こ
と
で
す。

〈

Re
d.

Bl
u
e
〉
(
1
9
6
2
)
(

図
5
）

し
て
あ
リ
ま
す。

こ
の
時
代

パ

ネ
ル
を
く
つ
つ
け
る
っ
て

69 
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て
あ
っ
て、

も
の
す
ご
い
迫
力
で
空
間
が
発
生
し
て
く
る
わ

多
木

こ
れ
は
大
き
な
ス
ヘ
ー
ス
で

桑
山

多
木

そ
れ
が
終
わ
る
と
圃
時
に、

そ
の
終
わ
り
の
と

桑
山

多
木

こ
と
は
も
う
サ
え
て
な
い
ん
で
す

多
木

多
木

〈
Metall
ic
bro
wn
 and
 g
ra
y〉(1973)(
図
9)

こ
れ
は
メ
タ
リ
ッ
ク
の
作
品。

メ
タ
リ
ッ
ク
っ
て
い
う
の
は

ア
ル
ミ
の
粉
を
ア
ク
リ
ル
の
絵
の
具
の
中
に
入
れ
て
ス
プ
レ

ー
で
吹
き
付
け
な
ん
で
す。

コ
ン
ペ
ン
シ
ョ
ナ
ル
な
形
も、

色

も
な
い
わ
け
で
す。

材
料
は
カ
ン
ヴ
ァ
ス
で
す
け
ど、

僕
が

し
た
か
っ
た
の
は、

桑
山

ス
フ
レ
ー
ペ
イ
ン
ト
を
し
て
そ
の
上
か

ら
ア
ク
リ
ル
の
グ
ロ
ス
な
メ
デ
ィ
ウ
ム
を
塗
る
こ
と
に
よ
っ

て
手
の
跡
の
よ
う
な
コ
ン
ペ
ン
シ
ョ
ナ
ル
な
ア
ー
ト
を
完
全

に
否
定
す
る
実
験
的
な
ん
で
す。

〈
Meta
llic
bro
wn,
 gray,
 sil
ver,
 b
ro
wn,
 gray,
 sil
ver〉

桑
山
さ
ん
の
今
の
芍
え
方
っ
て
い
う
の
は、

も
と

も
と
七
0
年
代
の
仕
市
の
中
に
全
部
そ
の
萌
芽
が
あ
る。

そ

の
延
長
で
飛
躍
し
て
現
在
の
作
品
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
な
が

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
示
す
た
め
に、

今
過
去
の
作
品
を

お
見
せ
し
て
い
る
わ
け
で
す。

ま
だ
こ
の
場
合
は、
一

点
の
絵
と
い
う
か
作
品
っ

て
い
う
気
持
ち
を
感
じ
ま
す
よ
ね。

そ
の
中
の
実
験
な
ん
で

す。

今
や
っ
て
い
る
の
は、

も
う
作
品
じ
ゃ
な
い
ん
で
す。
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
で
も
な
い
し、

彫
刻
で
も
な
い
し、

あ
れ
は

も
う
独
立
し
た
違
う
次
元
の
も
の
な
ん
で
す。

の
終
わ
リ
く
ら
い
に
位
置
す
る
作
品
で
す
よ
ね。

こ
の
後
で

色
々
な
試
行
錯
品
が
あ
っ
て、

JL
一

年
に
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ヤ
マ

グ
チ（
大
阪）
で
や
っ
た
コ
ー
ナ
ー
を
使
っ
た
黒
い
作
品
に
｝モ

る。

あ
の
作
品
は
作
ら
れ
た
の
も
そ
の
頃
で
す
か。

桑
山

ち
ょ
っ
と
前
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね。

そ
れ
が・
八
〇

年
代
の
締
め
く
く
り
み
た
い
な
も
ん
な
ん
で
す。

多
木

そ
う
で
す
ね。

八
一

年
に、

僕
が
多
分
一

番
初
め

に
桑
山
さ
ん
の
作
品
に
つ
い
て
tLJ
い
た
文
章
で、

桑
山
さ
ん

は
も
う
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
作
品
で
は
な
く
て、

作
品
を
存
在

さ
せ
る
窄
拙
が
問
題
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る、

と
い
う
よ

う
な
こ
と
を
E2
い
て
い
ま
す。

そ
れ
が
ハ
0
年
代
の
初
め
で、

そ
れ
か
ら
ず
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
実
験
が
あ
っ
て、

ひ
と
つ
ひ

と
つ
の
も
の
は
形
を
色
々
変
化
し
ま
し
た
け
ど、

体＂
取
後
の
段
階
に
到
逹
し
た
の
が•••
…。

こ
れ
で
す
ね。

そ
れ
が
大

〈
Metalic
dar
k
 blue,
 in
 3
 secti
ons〉(199l
�
ll!\I)<
図
12)

コ
ー
ナ
ー
が
仙
っ

け
で
す。

こ
れ
は、

材
料
は
？．

桑
山

ベ
ニ
ャ
の
上
に、

紙
を
切
っ
て
無
秩
序
に
貼
っ
た

作
品
で
す。

例
え
ば、

絵
の
具
か
な
ん
か
で
テ
ク
ス
チ
ャ
ー

を
つ
け
た
場
合、

や
は
り
そ
う
い
う
も
の
に
は
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ナ
ル
な
ア
ー
ト
を
感
じ
ま
す
よ
ね。

テ
ク
ス
チ
ャ
ー
か
ら。

〈
Meta
llic
bro
wn
 and
 beige〉(1976)(
図
11）

色
彩
で
は
な
く
な
っ
て
る。

そ
れ
か
ら
人
間
の
感
情
を
通
り

越
し
て
し
ま
う
色
彩
と
い
う
も
の
も
あ
ら
わ
れ
て
き
て
い
る。

こ
れ
は
一

0
フ
ィ
ー
ト
く
ら
い
の
非
常
に
大
き
な
作
品
な
ん

で
す
よ
ね。

ま
だ
カ
ン
ヴ
ァ
ス
で
は
あ
る
ん
で
す
け
ど、

こ

う
い
う
シ
リ
ー
ズ
で、

色
彩
と、

そ
れ
か
ら
芸
術
と
い
う
も

の
の
存
在
の
慈
謀
に
対
し
て
の
探
求
が
こ
こ
ま
で
進
ん
で
き

た
と
い
う
感
じ
の
作
品
だ
っ
た。

そ
れ
と
カ
ン
ヴ
ァ
ス
と
か
そ
う
い
う
も
の
は、

こ

の
作
品
か
ら
は
感
じ
ら
れ
な
い
。

完
全
に、

ひ
と
つ
の
も
の

に、

も
の
っ
て
の
は
お
か
し
い
ん
で
す
が、

ひ
と
つ
の
物
質

に
な
っ
て
る。

そ
の
例
で
す。

こ
れ
は
ヒ
六
年
の
作
品
で
す。

天
地
が
三
0
三•
Ji
セ
ン
チ
で
横
が
一
八
一
・
六
セ
ン
チ
で
す。

と
に
か
く
す
ご
く
大
き
な
作
品
な
ん
で
す。

大
き

さ
の
問
題
は
そ
の
芍
時
の
議
論
に
な
る
と
思
い
ま
す。
「
ピ
ッ

グ」
と
い
う
の
が
ア
メ
リ
カ
の
絵
画
の
ひ
と
つ
の
特
徴
で、

非

常
に
大
き
な
絵
が
出
て
く
る
ん
で
す
が。

で
も
大
き
さ
の
問

題
よ
り
も、

何
が
試
み
ら
れ、

大
体
何
が
終
わ
り
に
近
づ
い

た
か
を
考
え
た
い。

や
は
り
色
彩
に
対
す
る
作
品
の
存
在、

桑

山
さ
ん
の一
ら
い
方
で
は
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン、

作
品
と
い
う
か

芸
術
の
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
の
追
い
を
探
求
す
る"
lU
初
の
過
程

そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に、

そ
の
く
せ
ポ
リ
ュ
ー
ム
を

付
け
た
か
っ
た。

こ
の
時
代、

僕
は
ポ
リ
ュ
ー
ム
と
い
う
か

力
が
欲
し
か
っ
た
ん
で
す。

八
0
年
代
っ
て
い
う
の
は
力
っ

て
い
う
時
代
な
ん
で
す。

そ
う
い
う
時
代
に
き
て
る
っ
て
こ

と
は
感
じ
ま
す
よ
ね。

そ
の
端
的
な
作
品
で、

か
な
リ
の
財

み
も
あ
る
ん
で
す。

そ
れ
で
こ
れ
全
部
で
ひ
と
つ
の
空
間
を

つ
く
る
作
品
な
ん
で
す。

こ
れ
も
一

点
一

点
か
作
品
と
い
う

今‘

h
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
け
ど、

要
す
る
に、

作

品
自
体
に
コ
ン
セ
フ
チ
ュ
ア
ル
な
面
で
は
な
く
て、

物
体
的

な
＂
み
を
持
た
せ
て
い
ら
し
た
ん
で
す
ね。

こ
れ
が、

そ
れ

の、

ほ
と
ん
ど
終
わ
り
で
す
ね。

終
わ
り
で
す。

ろ
で、

空
即
を
喚
起
す
る
と
い
う
作
品
の
あ
り
方
が
牛
ま
れ

て
き
た
の
が
こ
の
作
品
だ
っ
た。

こ
れ
は
僕
に
と
っ
て
は、

あ

る
種
の
記
念
す
べ
き
作
品
の
ひ
と
つ
だ
っ
た。

〈
Meta
ll
ic
g
ray,
 
metallic
 green,
 metallic
 pink,
 
metallic
 

yell
o
w,
 meta=ic
 blue,
 metallic
 silver〉(1993)(
図
13）

こ
れ
が
現
在
の
お
仕
t
に
つ
な
が
る
一

番＂
躯
初
の
ト
ラ
イ
で

す
ね。

こ
の
ト
ラ
イ
ア
ル
が
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ヤ
マ
グ
チ（
大
阪）

で
開
か
れ
た
ん
で
す
が、

こ
れ
は
三
つ
ジ
ョ
イ
ン
ト
し
て
あ

る
ん
で
す
ね。

1
972)
 (Bl
!=)
 

桑
山

す
る
芍
え
方
も、

絶
対
に
こ
れ
で
な
き
ゃ
い
け
な
い
と
い
う

品
っ
て
い
う
要
索
は
残
っ
て
い
る
ん
で
す
け
ど

色
彩
に
対

多
木

ま
あ
こ
れ
に
な
る
と、

ま
だ
確
か
に
ひ
と
つ
の
作

図
12
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-
, 
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を
考
え
る
と 、

こ
れ
は
組
み
合
わ
せ
で
す
か
ら 、

多
木

代
に
入
る
頃
に
は
も
う
コ
ン
セ
プ
ト

が
出
米
L

が
っ
て
い
た

と
い
う
こ
と
を
珊
紹
し
て
い
た
だ
く
た
め
で
す 。
そ
れ
で 、

よ
い
よ
芸
術
と
い
う
問
題
に
人
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

桑
山

し、

今
ま
で
の
お
話
の
中
で
桑
ill
さ
ん
の
コ
ン
セ 。
フ
ト

の
ひ
と
つ
に 、

無
限
に
反
復
さ
れ
て
ゆ
く
こ
と
が
あ
る 。

例

え
ば
川
村
は
た
ま
た
ま
こ
の
大
き
さ
の
ス
ペ
ー

ス
だ
け
れ
ど 、

こ
れ
が
も
っ
と
大
き
く
て
も
あ
る
い
は
も
っ
と
小
さ
く
て
も 、

そ
れ
は
そ
れ
で
成
リし
止
ち
う
る
と
い
う
よ
う
な 、

無
限
と
い

ぅ
朽
え
方
が
あ
っ
た
と
思
う
ん
で
す 。

そ
れ
は
さ
っ
き
の
ギ

ャ
ラ
リ
ー

ヤ
マ
グ
チ
で
の
六
色
の
組
み
合
わ
せ
と
い
う
こ
と

か
な
り
の

数
ま
で
出
米
る 。

そ
う
い
う
非
常
に
概
念
的
な
芍
え
方
が
ず

っ
と
ひ
と
つ
流
れ
て
い
る 。

そ
の
概
念
的
な
芍
え
方
を
進
め

て
い
け
ば 、

必
然
的
に
こ
う
い
う
無
限
に
続
く
よ
う
な
も
の

が
出
米
る 。そ

れ
と
や
っ
は
り
部
届
の
大
き
さ 。

そ
れ
に
対
す

る
も
の
の
あ
リ
方
に
は 、

僕
は
も
の
す
ご
く
フ
レ
キ
シ
プ
ル

な
ん
で
す 。

と
い
う
の
は 、

絶
対
に
同
じ
ル
ー

ム
が
あ
る
わ

け
じ
ゃ
な
い
し 、

条
件
が
迫
う
わ
け
で
す
か
ら 。
こ
れ
で
な

き
ゃ
い
け
な
い
も
の
っ
て
い
う
も
の
は
な
い
ん
で
す 。

今
作
品
を
レ
ト
ロ
ス
ペ
ク
テ
ィ

プ
に
兄
た
の
は 、

こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
し
て
い
る
こ
と
は
突
然
発
生
し
た
の
で

は
な
く 、

非
常
に
早
い
時
期 、

六
0
年
代
の
什
巾
の
中
か
ら

既
に
徐
々
に
姿
を
現
わ
し 、

そ
し
て
八
0
年
代
か
ら
JL
0
年

兄
え
る
ん
で
す
が

|ー
が
そ
れ
に
対
し
て
ど
う
い
う
戦
い
を

挑
ん
で
き
た
か 、

と
い
う
こ
と
が
佼
に
と
っ
て
は
非
期
に
OO
ハ

味
の
あ
る
と
こ
ろ
な
ん
で
す 。
と
い
う
の
は
や
は
り 、

第
二

次
大
戦
以
後
の
美
術
の
中
心
っ
て
の
は
ア
メ
リ
カ
に，
欠£
に

移
っ
て
し
ま
っ
た 。

そ
し
て
中
で
も
抽
象
表
現
主
義
と
一
括

さ
れ
て
呼
ば
れ
て
い
る
も
の

1
実
は
人
に
よ
っ
て
随
分
追

っ
て
い
る
か
ら 、
一
拓
す
る
こ
と
自
体
が
問
題
だ
と
い
う
気

も
す
る
ん
で
す
が

|ー
と 、

ど
う
い
う
と
こ
ろ
で
対」＼
し 、

自

分
が
し
た
い
こ
と
は
こ
れ
で
は
な
い
と
い
う
よ
う
に
Ill心
わ
れ

た
か 、

と
い
う
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
少
し
芍
え
て
み
た
い
と

息
う
ん
で
す 。

そ
れ
は
現
代
芸
術
と
い
う
も
の
を

寺え
る
と

ひ
と
つ
の
がJ
え
方
な
ん
で
す 。

き
の 、

桑
山

僕
が
思
う
に
抽
象
表
現`
E

義
は 、

ア
メ
リ
カ
ン・
ア

ー
ト
を
エ
ス
タ
プ
リ
ッ
シ
ュ
す
る
に
際
し
て
の
ヨ
ー

ロ
ヒ
ア

ン・
ア
ー
ト
に
対
す
る
反
抗
な
ん
で
す 。
い
わ
ゆ
る
抽
象
表
現

、 ・ト
義
者
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
ョ
ー

ロ
ピ
ア
ン・
ア
ー
ト
を
否
走
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
ん
で
す 。
で
も
そ
の
辿
中
も 、

始

め
た
と
き
は
ヨ
ー

ロ
ッ

パ
の
彩
秤
で
す 。
ゴ
ー

キ
ー

に
し
ろ

ロ
ス
コ
に
し
ろ 、

初
期
の
作
品
は
み
ん
な
ヨ
ー

ロ
ピ
ア
ン・
ア

れ
ば
桑
山
さ
ん
は
も
う
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
家
と
い
う
ふ
う
に

た
六
0
年
代
に 、

年
齢
か
ら
い
う
と
次
の
次
の
川
代
に
当
た

る 、

桑
111
さ
ん
た
ち
ア
メ
リ
カ
の
芸
術
家

iー
我
々
か
ら
見

あ
り
ま
し
た 。

そ
の
抽
象
表
現
主
義
が
全
盛
期
を
迎
え
て
い

多
木

き
は 、

抽
象
よ
現
、E

義
全
盛
の
時
代
だ
っ
た
と
い
う
お
話
が

の
ひ
と
つ
だ
っ
た
ん
で
す 。

い 。

先
刻
桑
111
さ
ん
か
ら

自
分
が
渡
米
し
て
出
発
し
た
と

験
的
な
作
品
で
す 。

時
か
ら 、

メ
タ
ル
が
リ
フ
レ
ク
ト

す
る
と
い
う
こ
と
は
条
件

感
じ
と
述
っ
て 、

光
も
イ
ン
ヴ
ォ

ル
ヴ
し
て
い
る 。

そ
の
実

桑
山

侯
は
し

0
年
代
の
最
初
の
メ
タ
リ
ソ

ク
の
作
品
の

で
す
か
ら 、

両
面
ひ
と
つ
の
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン
グ
か
ら
受
け
る

な
ん
で
す
よ 。

メ
タ
リ
ッ
ク
で
す
か
ら
見
る
と
き
に
光
を
反
射
す
る
ん
で
す 。

H
的
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
っ
て
い
う
こ
と
が
分
か
っ
た
次
第

桑
山

）
の
場
合
は
完
令
に
二
色
の
繰
り

返
し
で
あ
っ
て

ず
し
も 、
一
瞬
に
し
て
廂
感
的
に
把
捉
で
き
る
窄
聞
だ
け
が

く
と
や
は
り
全
部
光
に
よ
っ
て
追
う
わ
け
で
す 。
だ
か
ら
必

〈

P
ro
jec
t

9
6

川
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト〉
(
1

9
9
6
)
(

図
ー）

の
う
ち
に
分
か
る
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
て ｀

近
づ
い
て
い

際
こ
う
や
っ
て
行
っ
て
み
ま
す
と 、

た
だ
守
問
と
し
て
一
瞬

川
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
わ
け
で
す
ね 。

そ
れ
が
あ
る
応
味
で
も
っ
と
純
粋
な
形
で
現
実
化
し
た
の
か

対
し
て 、

だ 、

と
い
う
ふ
う
に
ガ
え
て
い
た
わ
け
で
す
ね 。

そ
れ
で 、

実

ス
ペ
ー

ス
を
空
間
と
し
て
自
立
さ
せ
る
も
の
な
ん

無
限
と
い
う
こ
と
ば
を
お
使
い
に
な
っ
て
い
た
わ
け
で
す
が

常
に
よ
く

分
か
る
け
ど

こ
の
美
術
飴
の
あ
る
ス
ペ
ー

ス
に

ラ
リ
—

ヤ
マ
グ
チ
で
の
個
炭
だ
っ
た
わ
け
で
す
ね 。

そ
こ
で

空
間
だ
と
思
っ
た 。

無
限
と
お
っ
し
や
っ
て
い
る
こ
と
は
非

よ
う
に
で
も
な
り
う
る
無
限
に
広
が
っ
て
い
く
よ
う
な
可
能

性 、

色
彩
の
組
み
合
わ
せ
を
芍
え
て
い
く
と
い
う
の
が
ギ
ャ

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
兄
て
い
て

こ
れ
は
と
に
か
く
ひ
と
つ
の

立
ち
会
っ
て
い
ま
し
た
が

僕
は
3
D
の
コ
ン
ヒ
ュ
ー
タ
ー

個
体
と
し
て
の
作
品
で
は
な
い 。
だ
か
ら
そ
の
中
に 、

ど
の

の
は
初
め
て
で
す 。

川
村
の
イ
ン
ス
タ
レ
ー

シ
ョ
ン
の
時
に

に
あ
っ
た
芸
術
は 、
り取
早
今
ま
で
の
限
定
さ
れ
た
ひ
と
つ
の

多
木

そ
う
い
う
風
に
メ
タ
リ
ッ
ク
の
ご
説
明
を
聞
い
た

多
木

そ
う
で
す
ね 。

要
す
る
に
桑
111
さ
ん
の
考
え
の
中

め
の
メ
タ
リ
ッ
ク
で
あ
る
っ
て
い
う
こ
と
も
ポ
火
で
す 。

―
ニ
ミ
リ
匝
の
合
板
を
使
っ
て
い
ま
す 。

と
つ
持
っ
て
い
る
わ
け
な
ん
で
す 。

光
に
よ
っ
て 。

そ
の
た

ン
フ
ィ

ニ
テ
ィ

に
近
い
尖
験
で
す 。
こ
の
時
か
ら
今
の
材
料 、

フ
ト

の
中
に
い
て
違
う
デ
ィ

メ
ン
シ
ョ
ン
の
も
の
を
も
う
ひ

け
ど
基
本
的
な
色
は
六
つ
で

）
の
ス
ヘ
ー

ス
の
中
で
は
イ

し
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
ま
す
か
ら

そ
う
い
う
コ
ン
セ

イ
ズ
の
同
じ
も
の
で 、

た
だ
そ
れ
ぞ
れ
色
が
全
部
違
う 。

だ

見
え
る
筈
で
す 。
だ
け
ど
人
間
は
こ
れ
が
二
種
類
の
繰
り

返

限
に
近
い
組
み
合
わ
せ
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す 。

同
じ

サ

す 。

そ
の
前
を
人
間
が
歩
く
と 、

箇
所
に
よ
っ
て
違
う
色
に

は
無
限
じ
ゃ
な
い
け
ど 、

あ
る
ス
ペ
ー

ス
を
名
え
た
場
合
無

と
は 、

画
面
の
位
中山
に
よ
っ
て
光
り
jj
が
追
う
は
す
な
ん
で

の
パ
ネ
ル
を
組
み
合
わ
せ
た
場
合 、

糾
み
合
わ
せ
力
は
本中 ー

桑
山

そ
れ
と
メ
タ
リ
ッ
ク
な
画
面
が
光
る
っ
て
い
う

桑
山

こ
の
と
き
僕
が
し
た
か
っ
た
の
は 、
」ハ

色
で
三
つ

多
木

そ
う
で
す
ね 。

図
13
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と
を
始
め
ま
し
た。

村
に
あ
る
〈
ア
ン
ナ
の
光
〉（
図
15)
も
そ
う
で
す
け
ど

わ
な
い
け
ど
カ
ー
ル
・
ア
ン
ド
レ
と
か

み
ん
な
そ
う
い
う
こ

て
い
ま
す
ね。

例
え
ば、

そ
れ
ほ
ど
偉
大
な
作
家
だ
と
は
恩

た。

そ
れ
で
光
と
い
っ
て
も
t
業
製
品、

幽
光
灯
も
使
え
な

か
っ
た。

そ
こ
で
光
を
描
く
わ
け
で
す
ね。

そ
れ
か
ら、

川

彼
は
猛

家
が
作
品
と
い
う
も
の
だ
け
で
な
く
空
間
を
問
題
に
し
始
め

ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
・
ア
ー
ト
の
伝
統
の
中
か
ら
は
出
ら
れ
な
か
っ

図
15

識
さ
せ
た
最
初
の
作
家
で
す。

．

 
多
木

こ
の
頃
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
だ
け
で
な
く

色
々
な
作

ー
マ
ン
な
ん
か
は
猛
烈
な
否
定
を
し
た
け
れ
ど
も、

や
は
り

ン
・
ア
ー
ト
の
彩
評
を
受
け
て
い
た
こ
と
か
ら
い
う
と、

ニ
ュ

桑
山

そ
れ
と
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
は
光
を
附
い
て
窄
問
を
邸

ら
桑
山
さ
ん
が
お
っ
し
や
っ
た
よ
う
に

実
は
ヨ
ー
ロ
ビ
ア

す。

ゃ
な
い

光
な
ん
だ
と
は
っ

き
り
言
っ
て
る
ん
で
す。
ゞ
）

、

t

ヵ

も
の
す
ご
く
概
念
的
で

か
つ
抽
象
的
な
什
ボ
と
思
う
ん
で

け
ど、

あ
の
ジ
ッ
プ
は
ニ
ュ

ー
マ
ン，
Il
身
が
ス
ト
ラ
イ
プ
じ

い
う
の
は、

幽
光
灯
と
い
う
r
業
製
品
を
仙
っ
て
い
な
が
ら

は
ジ
ッ
プ
と
呼
ん
で
い
る
か
ら
み
ん
な
隙
間
だ
と
111心
い
ま
す

に
ヒ
ュ
ア
な
芸
術
を
つ
く
っ
て
い
る
人
で
す。

そ
の
作
品
と

と
思
っ
て
い
た
ん
で
す
よ。

そ
し
て
詞
時
に

一
ュ

ー
マ
ン

ダ
ン
・
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
と
い
う
の
は、

幽
光
灯
を
使
っ
て
非
常

ば
パ

ー
ネ
ッ

ト・
ニ
ュ
ー
マ
ン
も
何
と
か
空
間
を
つ
く
り
た
い

う
こ
と
を
前
提
に
し
て
話
を
進
め
て
い
ま
す
が

実
は
例
え

9
9
2
)
(

図
14
）

ん
や
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
肌
代
と
の
間
に
戦
い
が
あ
っ
た
と
い

ダ
ン
・
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
〈
U
n
t
i

tl
e
d,

-

F
or
 Tra
c
y
 
H
a
rri
s
}

と
つ
あ
り
ま
す。

今、

抽
象
表
現‘
£
義
者
た
ち
と

桑
山
さ

で
す。

と
こ
ろ
が
そ
こ
の
と
こ
ろ
で
問
題
に
な
る
こ
と
か
ひ

品
を
兄
て
み
ま
し
ょ
う。

代
的
な
こ
と
を
一

番
品
初
に
や
っ
て
の
け
た
人
だ
と
思
う
ん

多
木

今
名
前
の
出
た
ジ
ャ
ッ
ド、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作

多
木

ま
っ
た
く
同
感
で
す。

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
は
最
も
現

の
連
中
は
み
ん
な
オ
リ
エ
ン
ト
を
知
っ
て
ま
す
よ
ね。

家
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

え
ょ
ジ
ャ
ッ
ド、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
も
そ
う
な
ん
で
す
よ。

あ

に
は
ク
リ
ア
ー
で
す。

今
の
ア
メ
リ
カ
を
代
表
す
る
い
い
作

桑
山

そ
れ
が
六
0
年
代
の
初
期
に
多
い
ん
で
す
よ
ね。

例

用
い
る
っ
て。

だ
か
ら
彼
の
作
品
っ
て
い
う
の
は
す
ご
く
僕

^
11

で
し
ょ
う
か
。

空
閲
を
い
や
お
う
な
く
引
き
ず
り
込
む、

そ
の
た
め
に
光
を

多
木

そ
れ
は
む
し
ろ
コ
ン
セ
プ
チ
ュ
ア
ル
・
ア
ー
ト
の
場

の
初
期
に
そ
れ
を
成皿
ん
に
強
調
し
て
い
ま
す。

光
っ
て
の
は

け
の
も
あ
り
ま
す
よ
ね。

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
は
歯
光
灯
の
作
品

ー
ト
を
受
け
紺
い
で
ま
す
よ
ね
。

し
か
し
や
ば
リ
自
分
た
ち

の
IEI
の
も
の
を
つ
く
リ
た
い、

そ
れ
で
ヨ
ー
ロ
ソ
パ

に
対
し

て
強
引
に
反
発
す
る
わ
け
な
ん
で
す。

そ
れ
が
ア
メ
リ
カ
ン
・

ア
ー
ト
の
エ
ス
タ
プ
リ
ッ
シ
ュ

な
ん
で
す
よ
ね。

六
0
年
代

の
は
じ
め
頃、

抽
象
表
現、
E
義
の
時
代
に
な
っ
た
時
で
も
ま

だ
ヨ
ー
ロ
ヒ
ア
ン
・
ア
ー
ト
を
引
き
ず
っ
て
ま
す
よ
ね。

だ
け

ど
そ
れ
以
後
に
な
る
と
ホ
ソ
フ
・
ア
ー
ト
に
し
ろ
ミ
ニ
マ
ル
・

ア
ー
ト
に
し
ろ、

全
然
そ
う
い
う
も
の
と
関
係
な
い
ん
で
す。

恕
く
よ
う
な
も
の
を
見
た
っ
て
の
は、

か
ニ
ュ

ー
マ
ン、

や
っ

は
リ
ロ
ス
コ
と

ホ
ロ
ッ
ク
で
す。

ホ
ロ
ソ
ク
は
も
う
死
ん

で
た
ん
で
す
け
ど。

サ
ム
・
フ
ラ
ン
シ
ス
の
初
期
の
作
品、

ニ

ュ

ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館
で
大
き
な
シ
ョ
ウ
が
あ
っ
た
ん
で

す。

僕
は
行
っ
て
す
ぐ
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど、

ぴ
っ

く
り
し

ま
し
た。

H
本
に
は
全
然
な
か
っ
た
も
の
で
す
し
。

大
き
さ

多
少
荒
っ
ほ
い
と
こ
ろ
は
あ
る
ん
で
す
け
ど
も。

こ
れ
は
ア

メ
リ
カ
だ
と
思
っ
た
ん
で
す。

だ
け
ど、

そ
の
う
ち
に
や
っ

は
り
あ
れ
じ
ゃ
あ、

な
に
も
な
い
と
こ
ろ
に
も
芸
術
が
存
在
す
る
と。

そ
う
い
う

こ
と
も
若
干
影
郭
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
な。

桑
山

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
に
は
も
う
完
全
に
空
間
だ

っ
て
氣
に
な
る
ん
で
す
よ。

全
成皿
っ
て

図
14

ヽ
と
カ

一
．
血
に
―

つ
の
色
で
喰
っ

ち
ゃ
う
と
か
。

も
ち
ろ
ん

桑
山

僕
が
i

番
品
初
に
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て、

あ
っ
と

多
木

例
え
ば
ど
う
い
う
…
…。

い
い

作
家
を
牛
ん
で
ま
す
よ
ね、

ア
メ
リ
カ
は。

代
だ
と
思
う
ん
で
す。

わ
え
て
み
れ
ば
六
0
年
代
っ
て
の
は

か
を
つ
く
る
エ
ネ
ル
ギ
ー、

そ
れ
が
煤
発
し
た
の
が
六
0
年

で
す。

そ
の
前
の
時
代
を
否｛
生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
次
の
何

ス
ト
ロ
イ
し
て
日
分
た
ち
の
ア
ー
ト
を
エ
ス
タ
プ
リ
ッ
シ
ュ

い
わ
ゆ
る
ア
メ
リ
カ
ン
・
ア
ー
ト
を
そ
こ
で
つ
く
る
わ
け
な
ん

れ
を
釆
リ
越
え、

い
う
こ
と
に
は
そ
れ
に
対
す
る
反
発
が
必
ず
あ
る
筈
で
す。

そ

そ
れ
を
も
と
に
し
て
む
し
ろ
何
か
令
く
追

ー
ホ
ル
な
ど
ほ
ん
の一
．、

三
人。

ジ
ャ
ス
ハ

ー・
ジ
ョ
ー
ン
ズ

や
ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ

ー
グ
っ
て
い
う
の
は、

む
し
ろ
ホ
ッ
フ
・
ア

ー
ト
以
前
の
問
題
で
す
よ
ね。

多
少
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ソ
ク

な
と
こ
ろ
を
引
き
ず
っ
て
る。

そ
れ
で、

過
卜1
の
も
の
を
デ

す
る、

そ
れ
は
彼
ら
が
も
と
と
ぷ
え
る
か
も
し
れ
な
い
で
す

よ。

そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ
デ
ス
ト
ロ
イ
じ
ゃ
な
く
て
純
粋
に

ア
ー
ト
を
残
そ
う
と
い
う
心
味
で
出
て
き
た
連
rl
が
ミ
ニ
マ

ル
・
ア
ー
ト
の
人
た
ち
じ
ゃ
な
い
で
す
か。

い
わ
ゆ
る
芸
術
っ

て
い
う
の
は
純
粋
に
成
リ
立
つ
ん
じ
ゃ
な
い
か、

純
粋
に
す

る
こ
と
っ
て
い
う
の
は
い
ろ
ん
な
も
の
を
省
い
て、
り
取
終
的

に
芸
術
と
し
て
ど
こ
ま
で
が
存
在
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
で。

そ
れ
と
も
う
ひ
と
つ、

H
本
と
か
オ
リ
エ
ン
ト
の
影
評
っ
て

あ
る
ん
で
す
よ
ね。

第
二
次
肌
界
大
戦
の
後
H
本
に
米
て
る

ア
メ
リ
カ
人
が
多
い
ん
で
す
よ。

G
l
ピ
ル
っ
て
の
が
あ
っ

て
杓
い
辿
中
が
兵
隊
と
し
て
米
て
る。

朝
鮮
戦
争
も
そ
う
で

す
よ
ね。

兵
役
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、

大
学
に
ス
カ
ラ
ー
シ

ッ
フ
で
行
け
る。

ほ
と
ん
ど
の
連
中
が
そ
う
な
ん
で
す。

そ

れ
で
H
本
や
オ
リ
エ
ン
ト
の
目
分
た
ち
と
辿
う
折
学
や
形
式

を
知
っ
た
作
家
が
多
い
ん
で
す
よ。

ア
ク
シ
ョ
ン
じ
ゃ
な
い、

ッ
フ
ァ
ー
ト
は
ま
だ
出
て
き
た
と
い
っ
て
も
ア
ン
デ
ィ
・
ウ
ォ

リ
カ
の
作
家
が
出
て
き
た
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か。

特
に、

ホ

う
も
の
を
作
り
た
い
。

そ
れ
で
六
0
年
代
は
い
ろ
ん
な
ア
メ

75 
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こ
う
い
う
の
は
そ
の
当
時
は
発
表
し
て
な
い。

今
か
ら
見
る

を
地
の
ま
ま
残
し
て
い
る
わ
け
で
す
ね。

そ
う
い
う
作
品
を

多
木

や
り
た
い
放
題
や
っ
て
た
ん
だ
け
れ
ど
も、

実
際、

出
し
て

い
い
作
品
と
か
悪
い
作
品
と
い
う
こ
と
が
成
り
t

桑
山

仕
事
の
話
を
し
て
い
る
と
き
に
は、

ひ
と
つ
の
も
の
を
取
り

多
木

ロ
バ
ー
ト・
ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ〈
ホ
ワ
イ
ト・
ペ
イ
ン
テ
ィ
ン

こ
れ
は
五
一
年
の
作
品
で
す。

五
一
年
と
い
う
と
バ
ー
ネ
ッ

ト・
ニ
ュ
ー
マ
ン
の
二
lul
目
の
展
院
会
が
五
一
年
で
す
か
ら
も

の
す
ご
く
早
い
時
期
な
ん
で
す。

当
時
の
ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー

グ
は
反
芸
術
的
で、

要
す
る
に
こ
れ
は
ア
イ
ロ
ニ
ー
な
ん
で

す。表
す
る
な
ら、

僕
は
分
か
る
ん
で
す
け
ど、

な
い
ん
で
す。

見
せ
た
の
は
だ
い
ぶ
後
な
ん
で
す。

そ
れ
も

完
全
に
ミ
ニ
マ
ル・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
が
出
て
き
た
後
な
ん

で
す
よ
ね。

し
ょ
う。

全
然
発
表
し
て

デ・
ク
ー
ニ
ン
グ
の
消
し
た
っ
て
い
う
の
は
分
か
り

ま
す。
い
わ
ゆ
る
大
家
た
ち、

ア
ン
チ・
デ・
ク
ー
ニ
ン
グ、

ア

ン
チ・
ア
ー
ト
で
す
よ
ね。
ア
メ
リ
カ
の
表
現
主
義
者
た
ち
に

対
す
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す。

そ
れ
は
そ
れ
で、

僕

ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
っ
て
い
う
の
は、

で
一
番
格
好
の
い
い
芸
術
家
な
ん
で
す
よ。

そ
う
で
す
ね。

そ
の
時
代

と
ミ
ニ
マ
ル・
ア
ー
ト
に
見
え
る
け
ど
実
は
ミ
ニ
マ
ル・
ア
ー

ト
じ
ゃ
な
か
っ
た、

と
い
う
こ
と
は
や
っ
ぱ
り
は
っ
き
り
認

識
し
て
お
か
な
き
ゃ
い
け
な
い。

今
度
は、

桑
山
さ
ん
た
ち

の
世
代
が
そ
う
い
う
ふ
う
に
し
て
戦
っ
て
い
か
れ
る
過
程
で

で
す
ね。
さ
っ
き
マ
イ
ラ
ー
の
作
品
の
こ
と
に
触
れ
ま
し
た

多
木

も
い
い
と
思
う
ん
で
す。

コ
ン
セ。
フ
チ
ュ
ア
ル・
ア
ー
ト
の
時
代
に
な
っ
て

桑
山

桑
山

多
木

J
の
作
品
は
い
い
で
す
ね。

多
木

す。

あ
る
ん
で
す
け
ど。

消
さ
れ
た
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
は
い
い
と
思
っ
て
い
ま

ラ
イ
マ
ン
と
い
う
の
は
僕
は
い
い
作
家
だ
と
思
う

ん
で
す。

も
ち
ろ
ん
い
い
作
品
も
あ
る
し、

よ
く
な
い
の
も

六
0
年
代
の
半
ば
の
作
品
で
す。

ラ
イ
マ
ン
は
わ

り
と
出
が
遅
い
ん
で
す。

本
当
に
作
品
を
出
し
た
っ
て
の
は

七
0
年
代、

か
ら
で
す。い

い
作
品、

悪
い
作
品
と
い
う
双
味
が
こ
こ
で
は

牛
き
て
る
ん
で
す
ね。
つ
ま
り、

さ
っ
き
か
ら
桑
山
さ
ん
の

た
な
い、

と
い
う
話
を
し
て
き
た
わ
け
で
す。

そ
し
て、

例

え
ば
千
葉
の
Roo
m
2

の
マ
イ
ラ
ー
の
作
品
は、

完
全
に
無
化

さ
れ
た
よ
う
な
も
の
だ
と。

ラ
イ
マ
ン
の
作
品
は
あ
る
意
味

で
そ
れ
に
非
常
に
似
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
よ。
と

こ
ろ
が
こ
れ、

け
っ
こ
う
テ
ク
ス
チ
ャ
ー
が
あ
っ
て、

四
辺

桑
山

桑
山

そ
の
時
に
見
せ
る
だ
け
の
自
伯
が
な
か
っ
た
ん
で

ん
だ
っ
て
こ
と
で
見
せ
た
ん
で
す
ね。

ロ
バ
ー
ト・
ラ
イ
マ
ン〈
無
題〉
(
1

9
6
5
)
(

図
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多
木

自
分
だ
っ
て
こ
う
い
う
こ
と
を
し
た
こ
と
が
あ
る

桑
山

）
の
場
合
は
コ
ン
セ
プ
ト
が
追
う
と
思
う
ん
で
す。

桑
山

も
し
そ
の
時
に
こ
れ
が
ア
ー
ト
だ
と
い
う
の
で
発

多
木

う
も
ん
じ
ゃ
な
い
と
思
う
ん
で
す。

桑
山

批
評
家
た
ち
っ
て
の
は
形
か
ら
も
の
を
見
ま
す
よ

ね。

で
も、

知
ら
な
い
で
も
の
を
見
て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん

で
す
か。
こ
れ
は
ミ
ニ
マ
ル・
ア
ー
ト
だ
と
か。

僕
は
そ
う
い

お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
で
す。

が、

例
え
ば
ロ
パ
ー
ト・
ラ
イ
マ
ン
と
い
う
作
家
が
い
ま
し
て、

彼
の
作
品
も
一
見
す
る
と
そ
う
い
う
も
の
と
間
違
え
そ
う
な

気
が
す
る
ん
で
す
が、

そ
の
追
い
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
き

た
い
と
思
う
ん
で
す。

な
い
と。

グ〉
(
1

9
5
1
)
(

図
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）

妙
に
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す。

そ
の
追
い
を
見
て
お
か

レ
イ
ヴ
ィ
ン

桑
山
さ
ん
の
世
代
へ
と
い
く
流
れ
か
ら
は
徴

芸
術
的
立
場
な
ん
で
す。
こ
れ
と、

抽
象
表
現
主
義
か
ら
フ

一
見
す
る
と
抽
象
表
現
主
義
の
よ
う
に
見
え
る
ん
で
す。

テ
ィ
ン
グ
っ
て
い
う
奇
妙
な
こ
と
を
や
っ
て
い
ま
す。
こ
れ

ょ、
9
,
 

れ
で
そ
の
消
し
た
や
つ
を
作
品
だ
と
旨
い
ま
す。
一
種
の
反

ら
っ
て
き
ま
し
て、

そ
れ
を
消
し
ゴ
ム
で
泊
す
わ
け
で
す。

そ

っ
と
上
の
性
代
の
ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
が
ホ
ワ
イ
ト・
ペ
イ
ン

イ
ン
グ
と
い
う
の
は、

デ・
ク
ー
ニ
ン
グ
か
ら
デ
ッ
サ
ン
を
も

な
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
ん
で
す。
た
だ
こ
の
時
代
に、

ち
ょ

多
木

今
桑
山
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
消
さ
れ
た
ド
ロ
ー

そ
う
で
す。

そ
し
て
桑
山
さ
ん
の
仕
事
も。

そ
う
い
う
よ
う

あ
り
ま
す
よ
ね。
こ
れ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
あ
れ
と
同
じ
で
す。

レ
イ
ヴ
ィ
ン
で
あ
り、

僕
は
好
き
で
は
な
い
が
ジ
ャ
ッ
ド
も

桑
山

消
さ
れ
た
デ・
ク
ー
ニ
ン
グ
の
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
っ
て

次
の
世
代
が
攻
略
し
始
め
た
わ
け
で
す。

そ
れ
が
例
え
ば
フ

わ
ば
先
輩
た
ち
に
対
す
る
否
定
の
行
為
の
表
れ
だ
っ
た。

成
熟
し
て
い
な
か
っ
た。

で
そ
の
成
熟
し
て
い
な
い
部
分
を

若
い
ラ
ウ
シ
ェ
ン
バ
ー
グ
独
特
の
生
慈
気
な
ん
で
す
ね。
し、

）
か
ら
発
生
す
る
空
間
が。

だ
け
ど
そ
こ
ま
で
ま
だ
芸
術
が

象
表
現‘
モ
義
と
問
違
い
か
ね
な
い
わ
け
で
す。

実
は
そ
れ
は

か
ら
考
え
る
と、

彼
も
実
は
空
間
が
欲
し
か
っ
た
ん
で
す。
そ

多
木

そ
う
で
す
ね。

で
す
か
ら
一
児
す
る
と
こ
れ
は
抽

そ
ん
な
言
葉
や、

後
で
い
ろ
ん
な．i-
E

い
方
を
し
て
い
る
こ
と

を
や
っ
た
ん
だ
と
言
っ
て
出
し
た
作
品
な
ん
で
す
よ
ね。

寄
っ
て
見
て
く
れ」
っ
て
小
さ
な
貼
紙
を
す
る
ん
で
す
よ
ね。

な
い
ん
で
す。

後
に
な
っ
て、

自
分
だ
っ
て
昔
こ
う
い
う
の

て
お
い
て「
こ
の
大
き
な
絵
は
述
く
か
ら
見
な
い
で
く
れ、

近

定
の
作
品
で
す。

そ
れ
と

こ
の
時
代
に
こ
れ
を
発
表
し
て

初
め
に
や
っ
た
と
き
に
む
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
大
き
な
絵
を
描
い

ー
シ
ョ
ン
で
す。

純
粋
に
ア
ー
ト
を
作
る
ん
じ
ゃ
な
く
て
否

烈
に
大
き
な
絵
を
描
く
わ
け
で
す。

屎
踪
会
を
五
0
年
代
の

こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
ア
ー
ト
の
否
定
の
た
め
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ

一

r
,
1

ー！！ー
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シ
ョ
ナ
ル
に
紬
い
た
も
の
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て、

次

な
る
と、

何
っ
て
百
え
る
こ
と
で
は
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で

る
の
が
芸
術
家
の
使
命
で
あ
る
し、

そ
う
す
る
と
コ
ン
ベ
ン

ん
で
す。

そ
れ
で
尖
際
に
「
ア
ー
ト
は
何
だ
」
と
い
う
こ
と
に

う
言
莱
が
あ
る
な
ら

こ
の
祉
に
な
か
っ
た
も
の
を
創
造
す

度
な
も
の
に
し
て
い
こ
う、

と
い
う
の
が
芸
術
家
だ
と
田心
う

い
。

そ
れ
よ
り
も、

本
当
に
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

創
造
と
い

じ
こ
と、

歴
史
の
中
で
済
ん
だ
こ
と
を
粒
け
て
も
心
味
が
な

い
で
し
ょ
う
か。

だ
か
ら
な
い
ん
で
す
よ、

答
と
い
う
の
は。

だ
か
ら
絶
え
ず
実
験
が
繰
り
返
さ
れ
る。

で、

少
し
で
も・り回

も
歴
史
が
あ
る
筈
な
ん
で
す。

そ
こ
の
中
で

今
ま
で
と
圃

が
で
て
い
た
ら

そ
れ
は
も
う
し
な
く
て
い
い
こ
と
で
は
な

に
什
在
さ
せ
る
の
が
芸
術
家
で
す。

ど
ん
な
芸
術
で
も
形
式

分
か
ら
な
い
ん
で
す
が。

今
ま
で
な
か
っ
た
も
の
を
地
球
上

こ
の
川
に
な
か
っ
た
も
の
を
つ
く
リ
だ
す
の
が
芸

術
｛本
だ
と
思
う
ん
で
す。

で、

そ
れ
が
な
ん
だ
と
い
う
旧
答

の
も
の

し
さ
で
す
よ
ね。
「
美
し
い
」
と
い
う：
丙
築
が
い
い
か
悪
い
か

術
っ
て
の
は
個
人
プ
レ
ー
で
や
ん
な
き
ゃ
い
け
な
い
。

日
分

や
っ
ぱ
り
人
間
が
作
リ
出
す
も
の
で
あ
っ
て、

人
［
的
な
美

っ
て
人
間
が
い
ま
す
よ
ね。

そ
う
い
う
も
の
じ
ゃ
な
く
て、

必

桑
山

難
し
い
で
す
ね。

芸
術
と
い
う
の
は
僕
が
111
心

う
に

は
多
い
ん
で
す
け
ど
何
の
グ
ル
ー
プ
だ、

何
の
グ
ル
ー
プ
だ

い
と
Ill心
う
ん
で
す
け
ど、

難
し
い
で
す
か。

も
の
だ
と
思
う
ん
で
す。

例
え
ば
色
々
な
イ
ズ
ム、

LI
本
に

ま、
,
.
 

っ
た
わ
け
で
す
ね。

そ
こ
の
と
こ
ろ
を
少
し
議
論
し
て
み
た

ま
で
あ
っ
た
も
の
を
続
け
る
こ
と
じ
ゃ
な
く
自
分
が
つ
く
る

一

体
芸
術
と
は
何
で
あ
る
か

と
い
う
こ
と
の
変
芋
だ

た
と
き
に
だ
け
芸
術
が
成
立
す
る。

芸
術
っ
て
い
う
の
は、

今

山
さ
ん
か
一

番，
H
分
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
し
て
こ
ら
れ
た
こ
と

感
梢
が
あ
る
筈
だ
と
思
う
ん
で
す。

そ
の
関
係
が
成
り
立
っ

味
で
の
芸
術
に
つ
い
て
の
関
心
を
持
っ
て
お
り
ま
す
It
ど。

桑

初
め
て
経
験
す
る
と
い
う
こ
と
に
は

シ
ョ
ッ
ク
の
よ
う
な

ヴ
ィ
ジ
ュ

ア
ル
な
芸
術
だ
け
で
は
な
く
て、

も
っ
と
仏
い
ャ＂i

け
で
し
ょ
う。

兄
る
力
だ
っ
て、

今
ま
で
な
か
っ
た
も
の
を

思
い
ま
す。

私
は
私
な
り
に、

現
代
芸
術
と
い
っ
て
も
屯
に

と
見
る
方
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
が
そ
こ
で
成
り
t
っ
ゎ

一

体
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
を

少
し
こ
こ
で
議
論
し
た
い
と

で
あ
る
し、

も
し
そ
れ
が
純
粋
に
出
米
た
と
し
た
ら、

作
家

し
ろ
ひ
と
つ
の
も
の
に
し
ろ、

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
っ
て
刈
然

い
う
よ
う
な
こ
と

材
料
を
選
ぶ

そ
れ
ぞ
れ
の
fl
分
の
発
表
を
す
る。

空
間
に

多
木

桑
山

そ
の
た
め
の
方
法
溢
て
し
ょ
う
け
ど
そ
れ
ぞ
れ
の

多
木

そ
れ
は
ど
ん
な
作
家
で
も
そ
う
井J
え
ま
す
ね。

で
す
よ
ね。

そ
れ
が
僕
た
ち
と
違
う
と
こ
ろ
な
ん
で
す。

彼

て
の
け
た。

ょ
う。

で
も
あ
る
ん
で
す
よ
ね。

次
に
ジ
ャ
ッ
ド
の
作
品
を
見
ま
し

多
木
桑
山
す
よ
ね。

多
木

し
て
い
て、

桑
山

で
も、

え
え、

や
っ
ぱ
り
こ
の
作
品
は、

（
笑）
そ
う
な
ん
で
す。

そ
こ
な
ん
で
す。

そ
う
い
う
芸
術
経
験
を
す
る
と
い
う
の
が
ラ
イ
マ

ン
と
い
う
作
家
の
ひ
と
つ
の
限
界
で
も
あ
る
し、

ド
ナ
ル
ド・
ジ
ャ
ッ
ド
〈
U
nti
tl
e
d
}
(l
9
6
3
)
(
図
18
）

ま
た
魅
力

ジ
ャ
ッ
ド
と
言
っ
た
の
は
で
す
ね、

桑
山
さ
ん
の
作
品
は
ひ

と
つ
ず
つ
の
パ

ネ
ル
を
と
っ
て
も、

あ
る
い
は
パ

ネ
ル
全
体

の
並
ぺ
方
も、

数
が
問
迎
で
は
な
い
。

言
い
換
え
る
と
慈
昧

を
全
部
消
し
上
っ
て
し
ま
っ
て
い
る。

要
す
る
に、

芸
術
外

の
応
味、

外
在
的
な
意
味
が
そ
こ
に
投
人
さ
れ
て
い
る
の
を

全
部
消
し
去
っ
て
し
ま
う、

と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
ん
で
す。

そ
こ
で
ジ
ャ
ッ
ド
で
す
が、

僕
は
必
ず
し
も
好
き
だ
と
は
思

は
こ
う
い
う
ひ
と
つ
の
も
の、

そ
れ
か
ら
受
け
る
感
じ、

そ

う
い
う
作
品
で
終
わ
っ
て
い
る。

今
桑
山
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
作
品
を
感
じ
る
と

一

番
最
初
に
桑
山
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ

た
こ
と
に
戻
る
こ
と
に
も
な
る
ん
で
す
が、

芸
術
っ
て
の
は

い
い
と
思
い
ま

兄
る
と
や
は
り
こ
の
作
品
は
い
い、

悪
い
と
い
う
よ
う
な
反

応
を
我
々
は
す
る
ん
で
す
よ。

そ
れ
と
ラ
イ
マ
ン
は、

本
当
に
実
験
的
に
制
作
し

て
る
作
品
も
多
い
ん
で
す。

全
く
何
も
な
い
も
の
と
か、

吊

り
金
具
を
ア
ー
ト
の
一

部
に
し
よ
う
と
か、

白
分
の
名
前
を

画
面
の
中
に
入
れ
よ
う
と
か。

い
ろ
い
ろ
実
験
的
な
仕
事
を

そ
う
い
う
紘
味
で
僕
は
ア
メ
リ
カ
の
作
家
の
中

で
は、

す
こ
く
評
価
し
ま
す。

の
仕
事
や
箱
の
作
品
な
ど
は、

憫
習
的
な
箱
に
対
す
る
怠
味

は
全
部
抜
き
よ
っ
て
ひ
と
つ
の
形
を
つ
く
る、

と
い
う
こ
と

を
し
た
と
思
う
ん
で
す。

そ
の
仕
市
と、

今
桑
山
さ
ん
の
仕

事
に
つ
い
て
意
味
を
消
す
と
い
う
言
い
方
を
し
た
の
と
は
若

r
ニ
ュ

ア
ン
ス
が
述
う
ん
で
す
け
ど、

ジ
ャ
ッ
ド
の
仕
北
も

や
っ
ぱ
り
音心
味
を
取
り
去
る
と
い
う
こ
と
を
や
っ
て
い
る
わ

け
で
す。

ド
ナ
ル
ド・
ジ
ャ
ッ
ド
〈
U
n
etitle
d
〉
(
l

9
7
2）
（
図
19
）

ミ
ニ
マ
リ
ズ
ム
と
か
コ
ン
セ
プ
チ
ュ

ア
リ
ズ
ム
と
か、

ん
な
芸
術
家
に
対
し
て
い
ろ
ん
な
レ
ッ
テ
ル
が
貼
ら
れ
て
ま

す
け
ど、

そ
う
い
う
レ
ッ
テ
ル
は
ど
う
で
も
い
い
ん
で
す。

あ

る
作
家
が
何
を
志
し
た
か
と
い
う
こ
と
だ
け
を
見
て
い
け
ば

い
い
わ
け
な
ん
で
す
が、

や
は
り
ジ
ャ
ソ
ド
に
は
ど
こ
か
中

途
干
端
な
と
こ
ろ
が
残
っ
た
と
思
い
ま
す。

そ
の
11
途
半
端

と
い
う
の
は、

意
味
を
抜
き
去
る
と
い
い
な
が
ら
や
は
り
抜

き
去
り
き
れ
な
い、

と
い
う
ジ
ャ
ソ
ド
の
ひ
と
つ
の
限
界
と

し
て
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
す
る
ん
で
す
ね。

だ
か
ら
場
合
に

よ
っ
て
は
人
に
全
く
訴
え
掛
け
な
い
と
い
う
作
品
も
あ
る
ん

で
す
よ。

で
も
や
は
り
あ
る
種、

極
端
な
と
こ
ろ
ま
で
や
っ

桑
山

そ
う
で
す
ね。

僕
は
ジ
ャ
ッ
ド
も
い
い
作
家
だ
と

思
う
ん
で
す。

だ
け
ど
も
彼
の
作
品
は
あ
く
ま
で
作
品
な
ん

の
追
う
デ
ィ
メ
ン
シ
ョ
ン
の
ア
ー
ト
を
存
在
さ
せ
る
の
は
作

家
が
み
ん
な
名
え
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
で
す
か。

い
ろ

わ
な
い
し、

そ
れ
ほ
ど
評
価
し
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
中
で

図
19

図
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験
の
繰
り
返
し
で
す。

で
す
か
ら、

例
え
ば
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム

の
什
方
っ
て
の
は
色
々
変
わ
っ
て
く
る
で
し
ょ
う。

で
も、

今

孜
々
が
歴
史
の
現
在
に
生
き
て
い
る
と、

ほ
と
ん
ど
何
も
分

か
ら
な
い
わ
け
で
す
よ
ね。

そ
の
何
も
分
か
ら
な
い
部
分
と、

未
米
と
い
う
も
の
を
含
ん
だ
時
間
の
中
に
い
る
わ
け
で
す
よ。

そ
の
時
間
に
対
し
て
開
い
を
投
げ
か
け
る
と
い
う
の
が
芸
術

家
の
仕
市
だ
と
思
う
ん
で
す。

そ
れ
を
直
接
的
に
言
う
に
は

言
業
の
方
が
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

そ
れ
は
言
語
の
芸
術
と

し
て
存
在
す
る
か
も
し
れ
な
い
。

で
も
こ
う
い
う
視
党
的
な

芸
術
の
場
合
に
は
そ
の
こ
と
を
直
接
的
に
表
現
は
し
な
い
わ

け
で
す。

だ
け
ど
そ
れ
が
什
在
し、

そ
こ
に
芸
術
家
の
コ
ン

セ
プ
ト
が
入
り
込
ん
で
提
ぷ
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て、

今
人

問
が
十旧
面
し
て
い
る
が
兄
え
て
い
な
い
世
界
と
い
う
も
の
を

見
せ
る、

と
い
う
こ
と
が
芸
術
，琢、

視
党
的
な
芸
術
家
の
仕

市
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ら、

ど
う
し
て
も
ヴ
ィ
ジ
ュ

ア
ル
な
も
の
と
し
て
そ
こ
に
存

在
さ
せ
ま
す。

そ
れ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ、

と
苫
う
よ
り
実
験、

実

桑
山

僕
た
ち
の
島
合
は
ヴ
ィ
ジ
ュ
ア
ル
・
ア
—
卜
で
す
か

多
木

そ
の
た
め
に
は、

あ
え
て
堕
も
作
ら
な
く
て
は
い

け
な
い
。

僕
た
ち
の
仕
市
っ
て
い
う
の
は
た
だ
与
え
ら
れ
た

と
こ
ろ
に
絵
を
掛
け
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
。

だ
か
ら
ペ

イ
ン
テ

ィ
ン
グ
の
見
Jj
で
兄
る
と
錯
此
起
こ
す
だ
け
で、

直
桜
的
に

は
何
も
伝
わ
っ
て
こ
な
い
。

見
る
ガ
と
し
て
は、

そ
う
い
っ

た
見
方
を
一

11一
捨
て
て、

こ
れ
は
こ
う
い
う
空
間
な
ん
だ
と

い
う
意
識
が
な
い
と、

空
lnl
り
を
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
い
で
す

か。

作
家
と
鑑
収
名
の
関
係
が。

こ
れ
は
一

番
最
初
に
も
話
し
た
こ
と
で
す
け
ど、

そ

う
い
う
5
"心
味
で、

今
度
は
見
る
側
が
作
家
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

受
け
取
る。

で
も
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
容
易
に
受
け
取
れ
る

も
の
と
は
限
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す。

誰
で
も
分
か
る、

と

い
う
訳
に
は
い
か
な
い
。

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
っ
て
こ

と
は、

兄
る
側
に
努
力
を
強
い
る
こ
と
で
す。

努
力
を
強
い

る
と
い
う
こ
と
は、

兄
る
側
が、

自
分
の
軋
界
の
中
に
お
け

る
自
分
の
存
在
の
仕
方
を
変
え
て
い
く
と
い

う
こ
と
に
な
り

ま
す。

芸
術
っ
て
い
う
の
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
も
の
な

そ
う
や
っ
て
人
間
を
変
え、

IIt
界
を
変
え

ん
で
す
け
れ
ど、

桑
山

と
い
う
の
は
何
と
で
も
説
明
が
つ
く
わ
け
で
す。

こ
の
説
明

多
木

そ
う
で
す
ね。

き
て
い
ま
す
が、

歴
史
の
中
で
は
過
去
に
起
こ
っ
た
出
米
ボ

く
る

っ
て
い
う
方
が
僕
た
ち
の
仕
れ
な
ん
で
す。

や
っ
た
し、

私
も
孟
っ

た
こ
と
で
す。

こ
の
歴
史
の
中
に
生

と
い
う
よ
り
も、

そ
の
も
の
を
持
っ
て
き
て
ス
ヘ
ー
ス
を
つ

れ
ど
も
一

番
根
底
に
あ
る
こ
と
は

今
桑
山
さ
ん
も
お
っ
し

ー
ス
が
あ
り
ま
す。

そ
の
ス
ペ
ー
ス
の
中
に
も
の
を
つ
く
る

多
木

ょ、
9

,
 

い
ろ
ん
な
議
論
の
仕
方
が
で
き
る
と
思
う
ん
で
す。

け

か
ら
も
実
験
は
絵
け
ら
れ
る
で
し
ょ
う。

圃

廊な
ど
の
ス
ペ

そ
う
い
う
芸
術
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と

い
ん
で
す
け
ど

こ
れ
も
ひ
と
つ
の
尖
験
で
す。

こ
れ

桑
山

そ
う
で
す
ね
。

で
の
こ
う
い
う
屎
烈
会

坂
虹
会
っ
て
言
い
方
も
良
く
な

ー
マ
ン
が
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ナ
シ
ョ

ナ
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
〈
ス

の
だ
と
思
う
ん
で
す
よ。

ュ

ー
マ
ン
が
好
き
で

一

冊
の
本
を
じり
い
て
い
ま
す。

一
ュ

う
な
状
態
が
牛
ま
れ
る。

芸
術
家
の
経
験
っ
て
そ
う
い
う
も

多
木

我
田
引
水
に
な
り
ま
す
が

私
は
バ
ー
ネ
ッ
ト

イ
ラ
ー
に
変
わ
っ
た。

そ
の
途
端
に
完
全
に
無
化
さ
れ
た
よ

桑
山

そ
う
で
す
ね
。

僕
も
本
中ー
に
そ
う
息
い
ま
す、
0

残
る
ん
で
す
ね。

そ
れ
が
ど
こ
か
で
あ
る
瞬
間
に
ふ
っ
と
マ

の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
ん
で
す。

ぎ
ざ
で
す
か
ら、

ど
う
し
て
も
ど
こ
か
T
芸
品
的
な
要
索
が

つ
か
っ
て
い
な
い
部
分、

と。

そ
れ
が
た
ぷ
ん
芸
術
の
唯
一

の
什
在
即
111
み
た
い
な
も

中
て
出
て
き
た
ん
だ
け
ど、

和
紙
っ
て
い
う
の
は
端
が
ぎ
ざ

未
知
の
部
分
へ
の
問
い
を
も
っ

山
作
ら
れ
て
い
た
ん
で
す
が、

そ
れ
は
桑
山
さ
ん
の
模
索
の

が
品
識
し
た
り
直
感
し
た
り
出
米
る
社
会
の
中
で、

ま
だ
見

て
線
を
引
く`

と
い
う
お
仕
れ
だ
っ
た
ん
で
す。

そ
れ
を
沢

う
い
う
ふ
う
に
現
実
化
さ
れ
て
い
く
歴
史、

乃
七
は
今
我
々

中
に
ワ
ッ

ク
ス
で
正
方
形
を
作
っ
て
そ
こ
に
グ
ラ
フ
ァ
イ
ト

の
中
で
も
し
芸
術｛
糸
に
多
少
の
な
味
が
あ
る
と
す
れ
ば、

そ

っ
た
ん
で
す
よ。

代
わ
り
に
和
紙
を
使
っ
て、

そ
の
和
紙
の

ち
が
い
ろ
ん
な
作
業
を
し
な
が
ら
歴
史
を
つ
く
っ
て
い
る。

そ

の
と
こ
ろ
に
伺
っ
た
と
き
に
は
あ
れ
か
ま
だ
什
在
し
て
な
か

以
外
に
も
色
々
な
仕
ポ
を
す
る
人
た
ち
が
い
て、

そ
の
人
た

し
た
け
ど、

尖
は
こ
の
一

月
に
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
桑
111
さ
ん

咄LJ
は
受
け
ま
す
よ
ね
。

だ
け
ど
人
類
の
歴
史
に
は、

芸
術
家

ト
の
l

fo
o
m
2
の
マ
イ
ラ
ー
の
こ
と
が
盛
ん
に
話
辿
に
な
り
ま

rl
に
生
き
て
る
わ
け
で
す
か
ら、

そ
の
時
代
か
ら
色
々
な
影

始
め
る
わ
け
で
す。

例
え
ば、

先
程
か
ら
千
袋
フ
ロ
ジ
ェ
ク

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
て。

も
ち
ろ
ん
作
家
も
あ
る
蒔
代
の

た
ら
い
い
か
分
か
ら
な
い

と
い

う
と
こ
ろ
か
ら
芸
術
家
は

代
が
変
わ
っ
た、

そ
の
時
代
を
反
映
し
て
作
品
か
変
わ
っ
た

多
木

そ
う
い
う
答
の
な
い
問
い
の
前
にし
立
っ
て
何
を
し

い
う
認
識
に
立
た
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
う
ん
で
す。

時

桑
山

私
も
同
じ
た
と
思
い
ま
す
ね。

多
木

作
家
た
ち
が
つ
く
っ
て
い
る
歴
史
な
ん
だ
。

そ
う

も
同
じ
だ
と
思
う
ん
で
す。

桑
山

作
っ
て
い
く。

僕
は
そ
う
忍
う
ん
で
す。

ザ
ロ
の
人
だ
け
れ
ど
も

多
分
そ
の
こ
と
は

今
の
芸
術
家
で

作
家
が

メ
ン
ト
と
し
て
出
そ
う
と
し
た
だ
け
な
ん
で
す
よ
ね。

彼
は

わ
る
の
か

そ
の
変
わ
っ
て
い
く
歴
史
と
い
う
も
の
か
尖
は

な
い
問
い
の
前
に
立
つ
も
の
だ、

と
い
う
こ
と
を
ス
テ
イ
ト

と。

そ
し
て
そ
の
変
わ
っ
て
い
く
歴
史
に
つ
れ
て
作
家
が
変

ど
も

彼
が
や
ろ
う
と
し
た
の
は、

芸
術
家
っ

て
の
は
答
の

ひ
と
つ
頂
要
な
こ
と
は、

歴
史
は
変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
こ

道
行
き
と
い
う
も
の
を
、E
題
に
し
て
る
よ
う
に
兄
え
る
け
れ

多
木

そ
う
で
す
ね。

今
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お
り
で
す
ね。

あ
れ
は
宗
教
圃
で
は
な
い
わ
け
で
す。

キ
リ
ス
ト
の
蔽
後
の

す
か
。

テ
ー
シ
ョ
ン
・
オ
ブ
・
ザ
・
ク
ロ
ス
〉
を
描
き
ま
し
た
か、

結
局

対
哉
凩
穀
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ャよ具
に
撮
れ
ば
邪
炭
で
す。

床
だ
っ
て
そ
う
で
す。

だ
け
ど

持
っ
て
い
ま
す。
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
で
は
な
い
何
か
が
彩
如む
し

て
い
る。

ア
メ
リ
カ
は
あ
ら
ゆ
る
こ
と
で
H
本
と
非
常
に
近

い
国
な
ん
で
す。

政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
近
い
し、

絶
え

ず
交
流
も
あ
る。

戦
後
に
駐
留
し
た
連
中
も
い
る。

そ
う
い

う
窯
味
な
ん
で
す。
た
だ
単
に
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン
の
延
長
じ
ゃ

な
い
と、

ア
メ
リ
カ
ン・
ア
ー
ト
は
そ
れ
と
ち
が
う
も
の
で
あ

る
と
い
う
意
味
で
僕
は
言
っ
た
ん
で
す。

僕
自
身
は
も
ち
ろ

ん
オ
リ
エ
ン
タ
ル
で
あ
る
し、

て
ま
せ
ん
ね。

質
問
3

川
村
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
見
た
と
こ
ろ
ス
コ
ン
と
抜
け
る
よ
う
な
イ
ン

パ
ク
ト
が
あ
り、
緊
張
感
が
あ
り
ま
し
た
が、
千
葉
の
方
は
天
井
と
か
床
と
か
う

る
さ
く、
鈍
く
感
じ
ま
し
た。
作
家
は
そ
の
場
で
制
作
を
し
て
い
（
そ
う
で
す
が、

こ
の
違
い
を
ど
う
考
え
ら
れ
ま
す
か。

桑
山

そ
ん
な
こ
と
な
い
と
恩
い
ま
す
よ。

た
だ
確
か
に

川
村
記
念
芙
術
館
の
ガ
が
場
所
が
広
い
で
す。
だ
け
ど
も、

千

薬
市
芙
術
館
の
全
楊
っ
て
い
う
の
は、

前
は
も
っ
と
ひ
ど
か

っ
た。

ひ
ど
か
っ
た
っ
て
言
い
方
も
な
い
ん
で
す
け
ど。

と

て
も
条
件
が
多
す
ぎ
て、

だ
け
ど
僕
は
そ
れ
を
意
識
し

そ
の
中
に（
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な）
ス

ペ
ー
ス
を
つ
く
っ
た
わ
け
な
ん
で
す。

で、

そ
れ
は
う
ま
く

い
っ
て
る
と
思
う
ん
で
す。

確
か
に
天
片
が
う
る
さ
す
ぎ
る

と
い
う
の
も
串
尖
な
ん
で
す
が、

多
分
入
っ
た
と
き
に
天
片

を
先
に
兄
る
人
は
い
な
い
と
思
う
ん
で
す。
入
っ
た
と
き
に

そ
こ
に
何
か
も
の
が
掛
か
っ
た
空
間
を
見
る
と
思
う
ん
で
す。

う
い
う
こ
と
で
は
な
い
か

と
い
う
気
が
し
ま
す。

迪
し
て
lIt
界
を
兄
る
方
法
を
教
え
ら
れ
る
か
ら
な
ん
で
す。
そ

云
術
に
関
心
を
持
つ
か
と
い
う
と、

や
っ
ぱ
リ
ポ
エ
ジ
ー
を

ポ
エ
ジ
ー
な
ん
で
す。

僕
は
理
性
的
で
す
が

そ
れ
で
な
ぜ

ル
な
理
性
で
す
が‘

僕
に
と
っ
て
は
尖
は
そ
の
理
性
H
体
が

ん
な
が
許
通
に
理
性
と
考
え
て
い
る
も
の
は
非
常
に
ロ
ジ
カ

要
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す◊
こ
の
理
性
に
つ
い
て
も、
み

僕
自
身
が
生
き
て
い
く
上
で
は、

理
性
と
い
う
の
か
一
番
必

体
は、

僕
自
身
に
は
あ
ま
り
存正
味
が
あ
り
ま
せ
ん。

例
え
ば

多
木

は、

色
々
可
能
だ
と
思
う
ん
で
す。
で
も
解
釈
す
る
こ
と
n

芸
術
を
理
解
す
る
上
で

を
も
て
る
か
と
い
う
と、

解
釈
す
る
と
い
う
こ
と

て
い
く。

非
常
に
迂
辿
だ
け
れ
ど
も、

唯一
の
什
事
な
ん
で

す
よ、

そ
れ
が。

そ
れ
で
桑
山
さ
ん
の
仕
ボ
も、

私
の
よ
う

な
哲
学
的
な
人
間
か
ら
兄
て
い
て
も、

な
ぜ
こ
う
い
う
興
味

世
界
を
変
え、

人
間
を
変
え
る
こ

と
を、

ず
っ
と
追
求
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
す。

桑
山

だ
か
ら、

僕
は
頭
の
固
ま
っ
た
人
か
一
番
苦
手
な

ん
で
す。

美
術
史
と
い
う
の
は
こ
う
い
う
も
の
か
ら
始
ま
っ

て、

こ
う
だ
っ
て
い
う
の
が
あ
リ
ま
す
よ
ね。
マ
イ
ン
ド
が

セ
ッ
ト
さ
れ
て
い
て、

そ
れ
以
外
は
受
け
付
け
な
い。

も
し

か
し
た
ら
そ
れ
以
外
の
も
の
が
あ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と、

そ

の
ぐ
ら
い
の
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
が
あ
る
と
も
っ
と
見
や
す

い
ん
じ
ゃ
な
い
ん
で
し
ょ
う
か。

以
l
が
桑
111
忠
明
氏、

多
本
浩一
＿
仄
の
二
時
聞
に
及
ぷ
対
談
の
内
容
て
あ

る。
こ
の
後、

聴
衆
か
ら
の
研只
問
を
受
け
付
け
た。
そ
の
内
対
談
の
内
容
と
桑
山

氏
の
泊
動
に
直
接
凋
係
す
る
内
容
の
も
の
を
以
ド
に
紹
介
す
る。

質
問
ー

た
だ
今
の
頴
論
の
中
で、
桑
山
さ
ん
が
「
ピ
ュ
ア
な」
と
い
う
こ
と
ば
で

表
現
さ
れ
て
い
た
の
は、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う。

質
問
2

ジ
ャ
ッ
ド
や
フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
の
中
に
オ
リ
エ
ン
ト
の
影
響
が
あ
る

と
い
う
お
話
で
し
た
け
れ
ど
も、
桑
山
さ
ん
自
身
が
オ
リ
エ
ン
ト
の
人
間
で
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
て、
そ
の
点
が
作
品
の
な
か
に
反
映
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か。
例
え

ば
日
本
建
築
の
空
間、

間
な
ん
て
い
う
こ
と
に
は、
何
か
思
い
が
あ
る
の
で
し
ょ
う

、
0力れ

を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ア
メ
リ
カ
ン・
ア
ー
ト
が
出
て

き
た。
だ
か
ら
ア
メ
リ
カ
ン・
ア
ー
ト、

特
に
六
0
年
代
以
後

の
作
家
た
ち
は
ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン・
ア
ー
ト
と
全
く
追
う
笈
索
を

思
う
ん
で
す。

多
木

は
ぽ
桑
山
さ
ん
の
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
と
同
じ
な
ん

で
す
が、

ど
ち
ら
の
場
合
も、

あ
ら
か
じ
め
あ
っ
た
空
閣
を

使
っ
た
と
い
う
よ
り
も、

そ
の
た
め
に
空
間
を
設
け
た
に
必寺

し
い
わ
け
で
す
ね。

川
村
の
場
合
は
広
さ
が
あ
る、

と
い
う

こ
と
は
事
尖
だ
と
思
う
ん
で
す。

た
だ、

床
も
川
村
は
邪
贋

す
る
面
が
少
な
い。

で
も
細
か
い
こ
と
を
再
い
ま
す
と、

川

村
は
壁
の
色
が
白
く
な
い
ん
で
す
よ。

昔
か
ら

1
変
な
言

い
方
で
す
け
ど

—ー
画
廊
な
ど
の
現
代
美
術
を
展
示
す
る
場

所
の
こ
と
を、

ホ
ワ
イ
ト・
キ
ュ
ー
プ
と
言
い
椙
わ
し
て
き
た

わ
け
で
す
が、

兵
っ
n
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が、

芸
術
を
か

け
る
呼
の
―
つ
の
条
件
だ
と
思
う
ん
で
す。

H
本
の
芙
術
館

の
場
合
ど
う
し
て
も
ク
リ
ー
ム
色
に
な
リ
が
ち
で、

そ
の
ク

リ
ー
ム
色
の
た
め
に
川
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
あ
る
種
の
梢
感

が
生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
国
え
ま
す
よ
ね。

そ
れ
か

ら
千
薬
市
芙
術
館
の
場
合、

ご
指
摘
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に

で
す
ね、

川
村
ほ
ど
抜
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
や、

天
井

と
床
と
が
煩
わ
し
い
と
い
う
お
話
は
そ
の
迪
り
だ
と
lIJ心
う
ん

で
す。

で
も
さ
っ
き
桑
山
さ
ん
が、

前
は
も
っ
と
ひ
ど
か
っ

そ
れ
を、

千
葉
の
美
術
館
の
方
が

た
と
言
わ
れ
ま
し
た
が、

本
当
に
努
力
し
て
く
だ
さ
っ
て、

や
っ
ぱ
り
頁
っ
白
な
キ
ュ

ー
プ
に
近
い
も
の
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た。

そ
の
こ
と
が、

や
っ
ぱ
り
千
葉
に
お
け
る
作
品
の一
拾
受
の
仕
方
を、

非
常
に

プ
ラ
ス
に
作
用
さ
せ
て
い
る
と
い
う
気
が
し
ま
す。

天
井
の

僕
がり取
初
に
思
っ
た
と
き
よ
り
は
ず
っ
と
う
ま
く
い
っ
た
と

桑
山

い
ま
す。

ヨ
ー
ロ
ピ
ア
ン・
ア
ー
ト
に
対
す
る
レ
ジ
ス
ト、

そ

成
リ
立
た
せ
る
と
い
う
双
味
で
の
抽
象
と
い
う
佃
題
だ
と
思

う
い
う
も
の
と
関
係
の
な
い
芸
術
の
本
質‘

芸
術
を
純
粋
に

そ
う
い
う
裂
索
を
持
っ
て
い
な
い
っ
て
い
う
音心
味
で
す。

そ

索
と
か
歴
史
的
な
要
索
と
か

風
娯
だ
と
か
刊
像
両
だ
と
か

桑
山

僕
が
ピ
ュ
ア
っ
て
こ
っ
た
意
味
は、

文
学
的
な
要

質
疑
応
答
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え
て
い
ま
す。

し
て
も
非
常
に
ま
ず
い
も
の
が
極
め
て
多
い
の
が
現
状
な
ん

で
す。

そ
ん
な
こ
と
を
言
い
始
め
ま
す
と
建
築
家
を
媒
倒
し

始
め
ま
す
か
ら、

こ
の
辺
で
そ
の
こ
と
自
体
は
止
め
て
お
き

ま
す
け
ど。
し
か
し
で
す
ね、

そ
の
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
芸
術

家
と、

芸
術
家
だ
け
で
な
く
そ
の
美
術
館
の
キ
ュ
レ
イ
タ
ー

と
が
共
同
し
て
空
間
を
つ
く
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
可
能

で
あ
れ
ば‘
1
0
0
パ
ー
セ
ン
ト
で
な
く
て
も、

何
十
パ
ー

セ
ン
ト
か
の
効
果
を
発
揮
す
る
空
間
に
は
ど
ん
な
建
築
で
も

出
来
る。

そ
こ
ま
で
考
え
て
し
ま
い
ま
す
と、

だ
い
た
い
建

築
っ
て
一
体
何
だ
と
い
う
こ
と
に
ま
で
な
り
か
ね
な
い
の
が、

現
代
建
築
の
状
況
な
ん
で
す。

そ
れ
は
直
接
こ
こ
の
建
築
と

言
っ
て
る
わ
け
で
は
な
く
て、

H
本
の
美
術
館
全
部
の
持
っ

て
い
る
問
題
で
す
が、

展
梵
会
は
学
芸
員
と
芸
術
家
と
が
協

力
し
て
空
間
を
つ
く
り
だ
す
と
こ
ろ
ま
で
や
れ
た
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
決
ま
っ
て
く
る
こ
と
な
ん
で
す。

僕

は、

今
度
の
両
館
と
も
と
に
か
く
や
れ
る
と
こ
ろ
ま
で
や
っ

た
と
い
う
評
価
が
下
せ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね。

建
築
の
問

辿
は
さ
て
お
き
ま
し
て、

必
要
な
の
は
内
部
の
空
間
な
ん
で

す
か
ら。

今
度
の
場
合
は、

ど
ち
ら
の
場
合
も
学
芸
の
方
と

芸
術
家
の
間
で
可
能
な
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
出
来
た
と、

そ
う
弟J

質
問
4

反
抽
象
表
現
主
義
と
い
う
こ
と
で、
ニュ
ーヨ
ーク
で
の
活
動
を
始
め

ら
れ
た
そ
う
で
す
が、
具
体
的
に
誰
か
の
作
品
が
気
に
入
ら
な
かっ
た
の
で
しょ

う
か。
ポロ
ッ
ク
の
ア
ク
シ3
ン・
ペ
イ
ン
ティ
ン
グ
な
ど、
桑
山
さ
ん
と
は
対
照
的

だ
と
思
い
ま
す
が、
や
は
り
特
に
反
発
し
てい
た
の
で
しょ
う
か。
そ
れ
と
も
そ
れ
ら

司
会

そ
れ
は
美
術
館
建
策、

そ
の
中
で
の
デ
ィ
ス
プ
レ

い
う
光
を
と
も
な
っ
た
空
間
の
場
合、

歩
い
て
行
く
こ
と
に

桑
山

い
い
例
が、

フ
レ
イ
ヴ
ィ
ン
の
作
品
で
す。

あ
あ

け
ど
も、

僕
は
ポ
ロ
ソ
ク
の
作
品
は
好
き
な
ん
で
す
よ。

だ

や
っ
ぱ
り
全
体
的
に
そ
う
い
う
も
の
に
対
す
る：
…·‘

と
い
う
よ
り
見
飽
き
た
っ
て
い
え
ば
見
飽
き
た
っ
て
と
こ
が

あ
リ
ま
す
よ
ね。
で
す
か
ら、

そ
れ
以
外
の
か
た
ち
で
ア
ー

ト
が
存
在
で
き
な
い
か
っ
て
い
う
の
は、

当
然
作
家
と
し
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
あ
る
だ
ろ
う
し‘

誰
が
特
に
っ
て

い
う
こ
と
は
な
い
ん
で
す。

抽
象
表
現
主
義
で
い
い
作
家
は

い
っ
ぱ
い
い
る
わ
け
な
ん
で
す。
た
だ、

こ
れ
か
ら
の
僕
た

ち
が
す
る
仕
事
で
は
な
い
ん
で
す。

そ
れ
は
終
わ
っ
ち
ゃ
っ

た
こ
と
で
あ
る
し。
い
い
作
品
は
残
っ
て
い
る
し、

そ
れ
を

見
て、

こ
ん
な
の
は
煉
い
だ
と
か、

よ
く
な
い
と
は一i-n
え
な

い
し。

だ
け
ど
も、

こ
れ
か
ら
す
る
こ
と
じ
ゃ
な
い
と
思
う

ん
で
す。

質
問
5

空
問
と
し
て
の
作
品
も
体
験
の
際
に
時
間
を
必
要
と
し
ま
す。
かつ

て
の
抽
象
表
現
主
義
絵
画
の
オ
ール
オ
ー
ヴ
ァ
ー、
ジ
ャッ
ド
の
言
う
全
域
性
な

ど、
作
品
を
瞬
問
的
に
把
提
す
る
有
力
な
武
器
だ
と
思い
ま
す
が、
私
に
とっ
て

む
し
ろ
気
に
な
る
の
は、
そ
れ
ら
の
作
品
を
見
る
時
間
の
持
続
で
あ
りま
す。
桑

山
さ
ん
の
今
度
の
プ
ロ
ジェ
ク
ト
が、
空
間
全
体
を
あ
る
意
味
で
均
質
に
す
るこ

と
に
よっ
て、一
撃
の
も
と
に
作
品
と
し
て
の
空
間
が
視
覚
的
に
成
立
す
る
と
し

て、
そ
の
空
間
に
お
け
る（
体
の
移
動
も
含
め
た）
時
間
の
持
続
につい
て
の
考
え

が
あ
れ
ば、
お
聞
き
し
た
い。

桑
山

全
部
の
流
れ
に
対
し
て
の
反
発
だっ
た
の
で
しょ
う
か。

て
も、

そ
れ
か
ら
そ
の
中
に
芸
術
作
品
を
展
示
す
る
空
間
と

は
そ
う
感
じ
ま
し
た。

た
け
ど
も、

ほ
と
ん
ど
問
題
が
あ
る
と
い
う
か、

建
築
と
し

う
い
う
心
理
の
動
き
が
私
の
中
に
あ
っ
た
も
の
で
す
か
ら。

私

年
代
以
米、

日
本
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
美
術
館
が
出
来
ま
し

て
こ
こ
へ
米
た
と
き
に、

や
っ
ば
り
鈍
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た。
そ

特
に
八
0

ク
ト
に
期
待
を
し
た
わ
け
で
す。

と
こ
ろ
が
バ
ス
に
ゆ
ら
れ

揮
し
た
い
と
思
う
空
刷
と
い
う
も
の
の
性
質
が
迫
う
ん
で
す

ね。
こ
れ
が
や
は
り
ひ
と
つ
の
大
き
な
問
迎
で、

す
ご
く
感
じ
た
わ
け
で
す。

そ
れ
で、

更
に
千
莱
プ
ロ
ジ
ェ

い
う
も
の
と、

芸
術
家
が
本
当
に
自
分
の
力
姑
を
十
仝
に
発

た
ん
で
す
ね。

時
代
と
の
差
を、

階
段
を
上
が
っ
た
こ
と
で

あ
ら
か
じ
め
想
定
し
て
し
ま
う
美
術
と
い
う
も
の
や
窄
間
と

き
た
と
同
時
に、

上
下
の
関
係、

緊
張
感
が
ぴ
ゅ
っ
と
走
っ

ま
あ
や
む
を
得
な
い
ず
れ
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が

建
築
家
が

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
ぱ
っ
と
見
た
と
き

F

風
の
流
れ
が
ぴ
ゃ
っ
と

間
に
ず
れ
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す。
こ
の
ず
れ
と
い
う
の
は

影
響
を
す
こ
く
受
け
る。

そ
れ
か
ら
二
階
に
上
が
っ
て、

プ

代
美
術
と
い
う
も
の
と、

美
術
家
が
考
え
る
現
代
美
術
と
の

に
見
な
が
ら
最
後
に
ロ
ス
コ
の
部
屋
に
行
っ
て、

心
理
的
な

る
と
思
い
ま
す。

そ
れ
か
ら
第．
一
に、

建
築
家
が
考
え
る
現

し
て
い
る
と
思
う
ん
で
す。

そ
れ
以
前
の
常
設
の
作
品
を
順
々

体
ろ
く
な
美
術
館
が
生
ま
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
言
え

き
た
時
点
か
ら

私
の
中
に
心
理
的
な
も
の
が
非
常
に
作
用

建
て
ら
れ
る
こ
と
が
極
め
て
多
い
ん
で
す。
そ
の
た
め
に、

大

質
問
者

川
村
記
念
美
術
館
の
場
合
は、

館
内
に
入
っ
て

一
ュ
メ
ン
ト
な
も
の
が
必
嬰
だ、

と
い
う
よ
う
な
か
た
ち
で

い
う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す。

部
の
空
間
が
問
題
で
あ
る
よ
り
は、

む
し
ろ
外
か
ら
見
た
モ

の
中
で
出
来
る
だ
け
の
こ
と
を
や
る
の
が
作
家
の
仕
市
だ、

と

行
政
的
な
屯
場
で
企
画
さ
れ
て
い
る。
だ
か
ら
美
術
館
の
内

す
け
ど、

そ
れ
は
ま
あ
仕
方
が
な
い
部
分
が
非
常
に
多
い。

そ

ふ
た
つ
理
由
が
あ
リ
ま
す。

ひ
と
つ
は、

美
術
館
が
極
め
て

冊
気
が
違
っ
た
り
と
い
う
ふ
う
な
経
験
は
な
さ
る
と
思
い
ま

悪
い
で
す
よ
ね。

な
ぜ
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に
悪
い
か
と
い
う
と

す
ね。

で
す
か
ら
両
館
と
も、

欠
点
は
あ
っ
た
り

場
の
雰

以
外
に
仕
方
が
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
ん
で

か
ら
な
い
の
で

3、
、ヵ

一
般
に
H
本
の
美
術
舵
建
築
の
質
は
め
ち
ゃ
く
ち
ゃ
に

あ
ま
り
具
体
的
に
絞
ら
な
い
で
声
い
ま
す

さ
れ
る
条
件
の
中
で
の
可
能
な
限
り
の
こ
と
を
や
る
と
い
う

多
木

）
う
い
う
こ
と
を
言
っ
て
い
い
の
か
悪
い
の
か
分

ト
の
条
件
の
中
で
物
事
が
進
む
ん
じ
ゃ
な
く
て、

あ
る
許
容

い
と
111心
う
ん
で
す
け
ど。

っ
た
と
い
う
こ
と
で
す。

や
っ
ぱ
り
常
に
一
0
0
パ
ー
セ
ン

に
つ
い
て

こ
の
楊
に
即
し
て
多
木
先
生
に
お
話
し
頂
き
た

な
い
ん
で
す
け
ど

そ
こ
ま
で
取
り
外
す
こ
と
は
小
可
能
だ

展．
ぶ
と
の
関
係

グ
リ
ッ
ド
が
気
に
な
る
と
お
っ
し
ゃ
る
の
は
分
か
ら
な
く
は

イ
の
話
も
関
係
す
る
と
思
い
ま
す。

芙
術
館
の
建
築
の
本
体

と、

こ
の
場
合
特
に
そ
う
な
ん
で
す
け
ど、
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A Dialogue with Kuwayama Tadaaki Interviewer: Taki Koji 

June I 6, 1996 
Chiba City Museum of Art

"Kuwayama Tadaaki Project 96" was an artistic creation by Kuwayama Tadaaki, who has been
pursuing the concept of attworks just as spaces. He attempted to actualize a space unlike any­
thing ever seen before. "Project 96" was held at both the Kawamura Memorial Museum of
Art (Sakura city) and the Chiba City Museum of Art from June to August of 1996. At the project
site in Chiba, an exchange took place between the philosopher Taki Koji and the artist Kuwayama 
in front of an audience of close to 200. A synopsis of their dialogue follows. 

In the beginning, what Kuwayama most wanted to create was not painting or sculpture,
but to situate in space art of a different dimension than before - art which would involve
the viewers by eliciting corresponding reactions from them. Taki was there, observing the
audience as they wondered what the artist was going to create, and the transformation in
experience that occurred as they watched. The artistic experience of the people whose previ­
ous encounters with art were all conventional was broken up, but Kuwayama felt it was impor­
tant to force them to have a different kind of experience. He selected the materials and manipu­
lated them with that in mind, according to a concept developed at a previous stage. The two
men (Kuwayama and Taki) retraced Kuwayama's works back to the 1960s, showing how this
concept had gradually taken form in his early period and was fully realized during the 1980s
and 1990s. 

Taki was interested in how Kuwayama's generation had confronted and gone beyond the
abstract expressionist movement, and discussed this while looking at works by such artists
as Dan Flavin and Donald Judd. He put forward the idea that by starting with the problem
of space, Kuwayama and Flavin had diverged from the abstract expressionists. For example,
while the abstract expressionist painter Barnett Newman had the idea of wanting to create
space like Kuwayama, he was unable to separate himself from European tradition and con­
fined himself to giving expression to light on the painting surface in the form of "zip". 

The discussion advanced to the question of what is art? Kuwayama stated that while there
is form and history in all kinds of arts, if one speaks of creation in the sense of the true mean­
ing of the word, it means making something that did not exist previously in the world, bring­
ing into existence art of a different dimension and involving the viewers in new relationships.
Taki said it is generally thought that history is something that changes, but in reality, history
is made by people of all kinds of professions, including artists, doing all sorts of things. Artists
thus play significant roles in actualizing history. In other words, in society as we know it today,
there are elements that have not yet been discovered, and isn't the questioning of these unknown 
elements our sole reason of existence? Kuwayama agreed completely. 

According to Taki, the shared view of the two men regarding the question of what is art
is as follows. Past history can be accounted for. However, the present is unknown. We live
in an age that includes elements we don't know anything about as well as the future. Throw­
ing questions at time is the work of artists, and the viewers receive their messages. These
messages are not always easily understood by everyone, however, and at times it is necessary
to have the cooperation of viewers who are willing to change their way of existing in the world.
Art is something of little use and thus can transform people and the world. It is extremely
roundabout, but that is the unique capacity of art. Taki summarized by saying that conse­
quently even a specialist of philosophy like himself has an interest in art 

(Translated by Patricia Fister)

よ
っ
て 、

見
方
が
当
然
変
わ
っ
て
く
る
し 、

色
も
変
わ
っ
て

く
る
で
し
ょ
う
し 、

そ
う
い
う
条
件
を
含
ん
で
い
る
も
の
だ

と
思
う
ん
で
す 。
だ
か
ら
当
然
時
間
的
っ
て
い
え
ば
時
間
的

で
あ
る
だ
ろ
う
し 。
空
聞
っ
て
い
う
存
在
か 、

そ
も
そ
も一

瞬
に
兄
て
も
や
は
り
人
は
そ
の
前
を
歩
く
で
し
ょ
う
し 、

歩

い
た
と
き
の
色
の
変
化
を
感
じ
る
っ
て
こ
と
は
時
間
的
か
も

し
れ
な
い 。
そ
れ
は
も
の
が
含
ん
で
い
る
問
題
で 、
並＂
通
の

こ
と
だ
と
息
う
ん
で
す
よ 、

そ
う
い
う
な
味
の
時
聞
的
っ
て

い
う
の
は 。
あ
ら
ゆ
る
作
品
が
そ
う
い
う
も
の
を
含
ん
で
い

る
で
し
ょ
う 。
た
だ
一
点
で
成
立
さ
せ
て
あ
る
作
品
に
は
そ

れ
が
な
い
こ
と
は
ポ
実
だ
と
思
う
ん
で
す 。
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	img20230429_18584025
	img20230429_18592644
	img20230429_18595344




